
2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

医学総論 I

Medical introduction I

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 乙女 信介

実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

15

1

開講区分

曜日・時限

前期

水曜日・2限コース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

・現代社会の医療分野で生起する医療倫理問題に適切に対処するため、医療倫理に関する基本的事項を修得させる。
・インフォームド・コンセント、生殖技術、臓器移植および安楽死・尊厳死等現代社会の「医療と臨床医学」の問題点を中心に講義をすすめて行きま

す。
・5～ 10名程度の小グループにより事例研究を行い、グループ単位で発表をしていただきます。

【到達目標】

目
目

目

標①
標②
標③

倫理学、生命倫理学、医療倫理学とはどのような学問領域であるのか理解し、倫理学の原理・原則について説明できる。
生命倫理学における種々の問題を理解し説明できる。
種々の問題に対して、自分自身で考え、且つ周囲と協力して対処する能力を養うことができる。

1回 目 概説、倫理学の位置付け、倫理学諸理論について説明できる。

2回 目 生命倫理学の歴史、倫理網領、法と倫理について説明できる。

3回 目 パターナ リズム、インフォーム ド・コンセン トについて説明できる。

4回 目 ゲノム、遺伝子診断治療、生殖補助医療について説明できる。

5回 目 生殖補助医療、再生医療について説明できる。

6回 目 脳死と臓器移植、安楽死について説明できる。

終末期医療、臨床上の倫理的ジレンマについて説明できる。7回 目

8国 目 授業内容のまとめ

準備学習
時間外学習

授業計画に沿つてすすめていきますので、事前学習を必要とします。
次回授業までに、前回の授業内容を復習しておいてください。

評価方法
定期試験の結果により判定を行う。
判定基準については、試験規定に基づき、成績評価第12条の通りとずる。

受講生への
メッセージ

魅力 :倫理学とは、規範の根拠について考える学問です。規範とは「～ずべきだ」「～すべきではない」などの文で表現される事柄であり、
ルール、戒め、道徳などの内容をなしていまず。また、それは「権利」「義務」「責任」などの言葉によって表現されることもあります。医療従
事者にとつて、規範を遵守することは非常に重要な意味があります。理学療法士においては患者様の命を、生活を守るという自身の道徳
観に基づいた行動ができるかどうかと言い換える事も出来るでしょう。この機会に是非、理学療法士としての感性を磨いていただきたいと

思います。
講義計画 1授業計画に沿つてすすめていきまずので、遅刻・欠席などすると内容理解が難しくなりますので、遅刻・欠席が無いよ引こ体調
管理に気を付けてください。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書

機 材
特になし(プリントを配布 )
Pc、 プロジェクター



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

医学総論 Ⅱ

Medical introduction E

必修

選択
必修 年次 3

担当教員 福田直美・山寺朋枝・小手川郁人

実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位)

1

15 開講区分

曜日・時限

前期

月曜日・3限]―ス

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

医療職業人として、多様な生活・ライフスタイルをもつ人を理解し、その人にとつて健康な生活の在り方を考えるための基礎となる生活と健康の関連について学ぷ必
要がある。また、人が健康行動をとることができるように支援するために必要な知識についても学習が求められる。
複雑化している現代社会の中で、心身の健康や活力の再新の為に展開されるレクリエーションなどを学び、集団力動を応用した作業療法、人間関係の構築方法や
ストレスマネジメンHこついて理解し、説明や実践ができるようになる。

【到達目標】

健康に対する概要と、健康とレクリエーションの関係について理解し、障害・疾患に応じたレクリエーション指導を実施できる。障がい者スポーツ指導に関する専門的
な知識と技術を修得する。
(具体的な目標〉
目標①身体障害に対するレクリエーションの治療的活用方法について説明ができる。
目標②高齢者に対するレクリエーションの治療的活用方法について説明ができる。
目標③障害・疾患に応じたレクリエーション指導を実施できる。
目標④障害者スポーツ初級指導員認定の申請ができる。

授業計画・内容

1回 目 (目標②)高齢者に対するレクリエーションの指導理論について説明ができる。

2回 目 (目標②)脳トレを用いるレクリエーションの効果や目的について説明ができる。

3回 目 (目標②)歌・音楽を用いるレクリエーションの効果や目的について説明ができる。

4回 目 (目標②)季節行事を用いるレクリエーションの効果や目的について説明ができる。

5回 目 (目標③)高齢者に対するレクリエーションの計画を立て、学生同士で実施ができる。

6回 目 (目標①・②)治療手段として用いるレクリエーションの目的・効果について説明ができる。

7回 目 (目標①)車椅子利用者、視覚障害者の介助方法について説明ができる。

8回 目 (目標①)身体障害に対するレクリエーションの指導方法について説明ができる。

9回 目 (目標①)疾患・障害に応じたレクリエーションの選択について説明ができる。

10回 目 (目標③)身体障害に対するレクリエーションの計画を立て、学生同士で実施ができる。

11回 目 (国標④)障害者スポーツの意義と理念について説明ができる。

12回 目 (目標④)障害者スポーツの種類について説明ができる。

13回 目 (目標④)障害者スポーツの指導方法について説明ができる。

14回 目 (目標④)各分野・疾患に応じたスポーッの治療的活用方法について説明ができる。

15回 目 (目標④)日本国内における障害者スポーツの現状と指導者育成制度について説明ができる。

エ ョン ツ こつ つ
準備学習 時
間外学習 ●レクリエーションの計画・実施を行うため、文献を調べたり、講義の復習が必要です。

評価方法

足別試験にて知識の劃運評仙を行う。レクリエーシヨン計画書の提出、レクリエーシヨンの冥施を行う。
●定期試験 (60%)
0レクリエーション計画書 (20%)
●レクリエーション実施 (20%)
割合で成績評価を行う。

受講生への

メッセージ

レクリエーションは作薬療法の治療手段として多くの分野で取り入れられています。疾患・障害に応じたレクリエーションの活用方法を字ふことで、対象
者への治療選択の幅が拡がります。
授業を通して障害者スボーツ初級指導員認定の申請が可能です。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :緒方正名 監修 :最新健康科学概論 朝倉書店



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

国際教育学 I

International Education I

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 ILC

実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

後期

ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教 員、知見を有する教 員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

国際社会になった昨今、医療従事者も英会話が必須となつている。
臨床現場で英会話がスムーズにできるようになる。
海外研修で英語で対応できるようになる。

【到達目標】

(Course goal)In thに course we Sm to hetp students develop Engtth communicadon s晰 ‖s that can be used in theヤ foreign study tttps abroad and in ther professon』 ie ds
thereafter Students w‖ Itherefore tearn how to cOmmunicate in Enghsh in a medical envirOnment

臨床現場に関係した英語表現に慣れ親しみ、実際に英会話が必要とされたときに対応できる能力を習得する。
海外研修時、英語でコミュニケーションをとることができる。
目標①英語でのコミュニケーションスキルを身に付ける。
目標②海外研修およびその後の作業療法分野で英語を使用できる。
目標③医療現場で英語によるコミュニケーションができる。

授業計画・内1容

1回 目 onentajon o由 entadon,htroducjons(オ リエンテーション、自己紹介)

2回 目
Chap l pp6~1l Receptioni Students w‖ l learn how to help patients i‖ out a c inical registration form and how to politety ask for medical and c nical
informajon(受 付 :患者に丁寧に情幸Rについて尋ねるかができるようになる)

3回 目 Chap l pp6～ 1l Chapter l condnued(第 1章続き)

4回 目
Chap 2 pp12¬ 7G"ing direct onsi Students will learn how to give correct directional information in a hospital setting(病 1呪栗内 :病 I呪粟内を英冨告で
できるようになる)

5回 目 Chap 2 pp12～ 17 Chapter 2 conjnued(第 2章続き)

6回 目
Chap 3 pp18～ 23 Anatomy and diTerent types of pain Students w‖  learn Eng“ sh anatomy They w‖ l also learn how to descttbe the many diTerent feenngS Of pain in

En」にh(症状(H)痛み 1体の部位に関する単語と痛みの表現を英語でわかるようになる)

7回 目 Chap 3 pp18～ 23 Chapter 3 cont(第 3章続き)

8回 目
Chap 4 pp24~29 Symptoms and ilinessi Students wi learn how to ask patients whether or not they are surenng from vanous symptoms(戸正‖犬(2)
その他 :患者の症状について尋ねることができるようになる)

9回 目
Chap 5 pp30マ 35 Medicat h stOry:Students willlearn how to polttely ask padents about their and their famity's medical history(既往歴・家族歴 :患
者と家族の病歴について丁寧に尋ねることができるようになる)

10回 目 Chap 5 pp30～ 35 Chapter 5 cont(第 5章続き)

11回 目
Chap 6 pp36～ 41A‖ ergies and heaに h issues Students w iearn how to ask a padent about their da‖ y habた s,how to ask a pajent about their a‖ erg es and whether or

not they are presendy tattng medcaton(ア レルギー・生活習慣 :習慣、アレルギーや服用している薬について尋ねることができるようになる)

12回 目 Chap 6 pp36～ 41 Chapter 6 cont(第 6章続き)

13回 目
Chap 7 pp 42-45 1nternal meddne:explaining measurements and asttng padents about the r symptoms(内 科(1)身 体測定・診察時の表現 :測定や

症状について説明することができるようになる)

14回 目 Chap 7 pp 42 45 Chapter7 cont(第 7章続き)

15回 目 Rejew Re胡 ew of chapters i t。 7(第 1-7章までの復習)

準備学習 時
間外学習

く日程(1ノ
'日

l提 :この技栗を受け/oには、丁
(目標②)前提:この授業を受けるには、ま
(目標③)前提:この授業を受けるには、ま
(目標①②③)講義後、学生同士で復習を

丁 日本 岳きで果 囚 万 活 を予
‐
占
!し
てお くことが 必 要 で丁 。

ず検査方法を予習しておくことが必要です。
ず検査・測定を予習しておくことが必要です。
しておくことが必要です。

評価方法

定期試験にて知識・技能の到達評価を行う。
●定期試験 (10研 j)

成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

魅力:ク ロー八ル化している現代社会において、英会話はコミュニケーションスキルとして必要となつている。踊F木現場や濁外れ升修時に英語で対応でき
るスキルを身に付けることで、より楽しい時間を過ごすことができます。英会話を楽しむことができるように授業展開して行きます。
授業計画 :臨床現場や海外研修時に即実践できるよう、演習を交えながら授業を行いますので、体調管理には、気を付けて欠席をしないようにしてくだ
さい。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :医療英語コミュニケーションテキスト・解答集 国際教育社



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

国際教育学 H

International Education互

必修

選択
必修 年次 1

担当教員

実務経験

片山 華緒里

O

授業
形態

講義
総時間
(単位)

15

1

開講区分

曜日・時限

後期

未定ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施ずるのか、具体的に記載する)

医学英語は臨床現場において、多職種間での患者の情報共有時に多く用いられている。また、カルテ・処方箋などにも使用されているため、医療人として学習の必
要がある。
授業は講義形式で実施する。配布資料に記載された基本的な解剖学用語、関連する疾患・疾病の専門用語を習得する。

*実務者経験
.2007年 ～2015年 病院 (回復期・亜急性期・療養)に勤務
.ク015生 ～ク016年 言古閣 I〕ハドIザに菫れ落

【到達目標】

作業療法士として知っておくべき基本的な解剖学用語、関連する疾患・疾病の専門用語について意味を理解し、説明できるようになる。また、学習した用語を記述
発音できるようになる。
(具体的な目標〉
目標①基本的な解剖学用語 (骨、筋肉、神経、体位、方向など)を覚え、記述・発音ができる。
目標②疾患に関する用語、臨床現場で多く使用する用語を覚え、記述・発音ができる。

授業計画・内容

1回 目 (目標①)体の位置・方向・動きに関する用語を覚え、記述・発音ができる。

2回 目 (目標①)骨に関する用語を覚え、記述・発音ができる。

3回 目 (目標①)上肢の筋肉に関する用語を覚え、記述・発音ができる。

4回 目 (目標①)下肢の筋肉に関する用語を覚え、記述・発音ができる。

5回 目 (目標①)神経に関する用語を覚え、記述・発音ができる。

6回 目 (目標②)疾患に関する用語を覚え、記述・発音ができる。

7回 目 (目標②)臨床現場で多く使用する用語を覚え、記述・発音ができる。

8回 目 目標①②のまとめ

準備学習
時間外学習

●基本的な解剖字用語やF矢思に関する医字英語を習得するため、解コ〕字、踊Fttl矢 字についての予習が必要です。
●医学英語を記憶に定着させるため、毎回の授業の復習が必要です。

評価方法

定期:式験にて知識の到達評価を行う。
●定期試験 (100%)
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

単に英語を暗記するのではなく、その用語の意味を理解することが重要です。解割学や臨床医学で学んだ知識と結びつけながら学んでいきましょう。
多くの用語を覚える必要があるため、授業後の復習を必ず行つてください。

【使用教科書・教材・参考書】

参考書 :岡田 緊 他 :最新医学用語演習 南雲堂
清水雅子 リハビリテーションの基礎英語 メジカルビュー社
青野淳子 :やさしい医学英語 医学書院
中尾俊治 :ステッドマン医学大辞典 メジカルビュー社



2023年度 授業概要

学科 :作業療法科

科目名
(英 )

情報処理学 I

( InformajOn P「 ocessing I )

必修  |
選択  |

必修 年 次 1年
担当教員 古屋 啓子

O実務経験

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

30

2

開講区分 前 期

コース 曜日・時限 木曜2限

【投票の字習肉容】(※冥務経験のある教員、知見を石する教員が、どのような段莱を冥施するのか、具体的に言じ載する)
Windowsの wordや Excelな どのソフトを使用し、基礎的な操作だけでなく、、実用的な文書作成を実践しながら講義演習にて学習する。また、作業療法士とし
て今後、必要となる文書作成(レポート作成)も定型的な一般文書作成を通じて学ぶ。

※実務者経験 :1994年よリテクニカルコミュニケーターとして活動し、マニュアル制作・テキスト開発・web制作などに携る。

【到還目標】

文書・表作成ソフトの基本的な操作を行うことができる。また、実習生として作業療法士業務として報告書が作成できる能力を獲得する。

<具体的な目標>
目標①MicrosoR Wordを操作し、実用的な文書を作成し、編集、印刷ができる。
目標②MicrosoA Powe「 Pohtを操作し、プレゼンテーション資料を作成することができる。
目標③MicrosoR Excelを 操作し、表を作成し、グラフや関数を使いこなして集計や分析ができる。

1回 目 (目標①)Wordの基本操作を学び、文字入力ができる。

2回 目 (目標①)Wordを使い、文書作成や印刷、ファイル管理ができる。

3回 目 (目標①)Wordのグラフィック機能を使い表現力のある文書を作成できる

4回 ヨ (目標①)Wordの表機能を使い効率的な文書を作成できる

5回 ヨ (目標①)Wordを使い報告書・レポートを作成できる

6回 目 (目標②)PowerPohtの基本操作、文字が入力できる。

7回 目 (目標②)Powe「 Poht図形やSmattArtを 使つてスライドを作ることができる。

8回 ヨ (目標②)Poe「 P5ntで画面切り替えやアニメーションを使つてスライドを作り、発表できる。

9回 |ヨ (目標③)Excelの基本操作を学び、文字入力ができる。

10回 目 (目標③)Excelでデータを入力しブックを作成できる。

11回 目 (目標③)Excelで関数の入力、書式の設定、印刷ができる。

12回 ヨ (目標③)Excelでグラフを作成できる。

13回 ヨ (目標③)Excelでデータを分析できる。

14回 目 (目標③ )アプリ間でデータを共有できる。

15回 目 (目 標①②③)定期試験(終講試験の場合あり)

に慣れ、PC操作がスムーズにできると作業効率が向上します。
(目 標②)できるだけPowerPOintを 使つた発表の機会を得るよ)bがけ、関心を持つことが大切です。
(目標③)Excelは 、実用的な機能や効率的な操作を学習するだけでなく、集計や分析が効率的に行えます。日常の生活で集計や分析を
践することが重要です。

だけでなく、 ―夕の や 印(目 )Wordは P スて

準備学習
時間外学習

評価方法
Word課題提出 (200/o)、 PowerPoht課 題提出 (20%)、 Excel定期試験結果 (600/o)に よる判定を行う。
判定基準については、試験規定に基づき、成績評価第 12条の通りとする。

う関係から、文書作成能力を問われ、文書作成ソフトを使用する機会は非常に多い。その他、PCを操作できることは、日常生活においても
非常に有効で有意義なものとなる。そのため本講義は作業を行う演習中心の講義となる。是非この機会を有効に使い、技能習得に役立て
ていただけることを期待します。

講義計画 :講義は講義演習形式です。通常教室と異なりPC教室で行いますので、準備忘れや遅刻のないよう注意が必要です。また、実際
にPCを操作して、作業ができるようになることを目標としているので、欠席が続くと作業が出来ないことになりますので、注意してください。

いてP ユフレ か いものとなつている。中 は

受講生への
メッセージ

く教科書〉

COMPUTER BASIC WORD 2019滋 慶出版
COMPUTER BASIC POWERPOINT 2019滋慶出版
COMPUTER BASIC EXCEL 2019滋 慶出版
く使用教材〉

講義資料 (毎講義前に提示 )、 PC、 マイク、ブリンタ、ブロジェクター

使用教科書・教材・参考書】



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

情報処理学Ⅱ

( Information Processing Π )

必修
選択

必修 年次 3
担当教員

実務経験

上城憲司

○

授業
形態

演習
総時間
(単位)

1

15 開講区分

曜日・時限

後期

]―ス

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

本講義では,作業療法研究の基礎知識を得ることを目的とする 研究の意義や倫理などの基本的な概念を理解した上で,実際に研究を進めるために必要となる基

本事項(文献検索,研究計画,統計処理,研究成果の発表など)について学習する この授業を通して,作業療法士として必要な研究の素養を身に付けることを目

指す
*実務者経験 :作業療法士として12年の臨床実務と14年の大学教育の経験を有している 臨床では、老年病センターにて身体障害・老年期障害のリハビリテーショ
ンに従事,大学教育では20名 の大学院修士論文の指導を行つた また,博士(保健医療学)を有している

【到達目標】

⑦研究のプロセスを理解し,説明できる
②研究デザインの具体的方法を理解し,説明できる
③研究疑間に応じた研究デザインを選択することができるようになる
④自ら研究計画書を作成できるようになる
⑤研究計画の統計学的分析が説明できる

1回 目 作業療法研究,研究のプロセスについて説明できる

2回 目 研究疑間と研究デザインについて説明できる

3回 目 量的研究について説明できる 司

4回 目 量的研究について説明できる 2

5回 目 パラメトリック検定 (t検定),正規分布′尺度について説明できる

6回 目 ノンパラメトリック検定 (W‖ coxonの符号順位和検定,Mann― Whttneyの U検定)について説明できる

7回 目 相関分析,独立性の検定について説明できる

8回 目 質的研究について説明できる

9回 目 質的研究について説明できる

研究計画書の作成ができる 110回 目

11回 目 研究計画書の作成ができる2

12回 目 研究計画書の作成ができる3

研究計画書の作成ができる 413回 目

14回 目 研究計画書の作成ができる5

15回 目 研究計画書の発表を通して、基本事項について説明できる。

準備学習
時間外学
習

し,まとめること(復習時間60分 )

評価方法

筆記試験と参加度で成績評価を行う 参加度は,授業への参加態度や回答,発表への積極性を鑑みて,総合的に判断する
0筆記試験 (50%).レポート(400/。 ).発表(10%)の割合で成績評価を行う

受講生ヘ

のメッセー
ン

本講義は,作業療法研究論文をレビューしながら,研究法,統計処理を学びます また.学生自身が研究計画書を作成するまでを体験いたします
近年の国家試験でも出題割合が増していますので,積極的に受講し,卒業後の科学的根拠に基づ〈医療 (EBM)の一助にしてください

【使用教科書・教材・参考書】

すぐできる!リハビリテーション統計[解析ソフト付](改訂第2版 )1南江堂 :勝平純司,下井俊典,窪田聡



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

心理学

Psychology

必修

選択
必修 年次 1年

担当教員 i

実務経験 :

江越 香菜

○

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

前期開講区分 :

曜日・時限 :
火曜日・1限ヨース

【授業の学習内容】

近年、医療分野における心理学の役割は進歩してきている。 リハビリテーション領域においても身体機能面のみならず、患者・障害者の心に共感し、
金人的リハ医療を実践していくには医療行動科学の考え方と方法について学んでいくことは重要である。

この授業で医療人にとって必要な心理学、心理学的介入のための基礎知識を修得することが出来る。

*実務者経験 :児童養護施設福岡育児院 心理療法士(平成22年～現在)、 福岡市立小中学校スクールカウンセラー(平成23年～平成31年 )、
福岡県立高校スクールカウンセラー(平成31年～現在 )、 九州産業大学 学生相談室カウンセラー(令和2年～現在)

【到達目標】

人の心理と行動について理解する知識と方法を修得し、効果的なリハビリテーションが実践できるようになる。

<具体的目標>
目標① 対人関係の心理について説明できる

目標② グループダイナミックスについて実習を行い説明できる

目標③ パーソナリティの理論、検査について説明できる。

1回 目 医療行動科学とは何かを理解し説明できる(医療と心理学、医療の行動科学、心理学関連情報 )

2回 目 心のモデルについて説明できる

3回 目 学習の理論について説明できる(古典的・道具的条件付け、認知学習など)

4回 目 記憶の構造と働きについて説明できる(記憶の区分、記憶の障害など)

5回 目 知覚の様式について説明できる(視覚、聴覚、その他の感覚、痛みなど)

6回 目 感情について説明できる(情動、感情の機能、感情の障害など)

7回 目 動機と覚醒水準について説明できる

8回 目 社会心理学について説明できる(自 己と他者、集国の中の個人、集国における人間関係など)

9回 目 ストレスのメカニズムとコーピングについて説明できる(ストレスの性質、緩和要因、マネジメントなど)

10回 目 パーソナリティについて説明できる(パーソナリティ理論、形成、諸相、測定など)

11回 目 知性と感性について説明できる(矢晴ヒ、知能検査、知能の発達と障害など)

12回 日 心の発達と心の危機について説明できる(子どもの心の発達、親子関係の発達、中年以降の心理的発達など)

13回 目 心理学的介入について説明できる①(精神分析療法、行動療法など)

14回 目 心理学的介入について説明できる② (カウンセリング、メンタルヘルスなど)

15回 目 目標①～③のまとめ

準備学習
時間外学習

評価方法

定期試験

受講生への
メッセージ

講義とクループワークを中心にして行つていきます。 体験を通しての気つきから学んでいくことは大切です。

【使用教科書・教材・参考書】

医療の行動科学 I 山田冨美雄編集 ゴヒ大路書房



2023年度 授業概要

学科 :作業療法科

科目名
(英 )

人間関係論 I

(Communicadon Theory I )

必修
必修
選択

年次 1年
担当教員 矢野 隆子

○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

15

1

開講区分 前期

曜日・時限 十   月曜日・2限ヨー ス

【授業の字習内容】
作業療法士としての対人援助における関わりとしてコミュニケーション能力が重要である。基本的な知識を踏まえ、その応用に習熟してコミュニケーションを発揮し
実践効果が期待できるようになることが望まれる。この授業では基本的知識を学習することでコミュニケーションの基礎力を向上させ自己理解と気づきを深める。
手法として話し方や聴き方を学ぶ。更に社会人として必要な「報告・連絡・相談」、社内外文書の作成スキルなども学ぶ。

※実務者経験 :平成5年より、教育・行政機関、企業などの研修の社員教育講師に携る。
コミュニケーション・ラウンジYAN O代表

【到逗目標】
社会人として、他者と適切なコミュニケーションを図ることができるために、基本的な社会的スキルを習得し、適切な対人行動を実践できる。また、社内外での適切な
文書の送付の仕方やサービスマインドを持つて対象者と接することが実践できる。以上の目標を実施できることで、社会化を図ることを到達目標とする。

<具体的な目標>
目標①自己理解をし、肯定的で円滑なコミュニケーションを実践できる。
日標②セルフマネジメントを行いながらグループにおける自身の役割を知ることができる。
目標③社会的スキルを理解し、実践ができる。

1回 ヨ 信頼される援助者となるために(教科の目的と授業法)(目 標①)コミュニケーションの定義、種類、基本的対話スキルについて説明ができる

2回 ヨ (目標①基本的対話スキル「話すの基本」「聴くの基本」「上手な質問の仕方」ノンバーバルコミュニケーション・グループでの会話が説明できる

3回 目 (目標②)自 己表現スキル、挨拶の意味が説明できる。、困つたときの上手な頼み方、断り方を実践できる。

4回 目 (目標②)自 己表現スキル、仕事の基本「報告・連絡・相談」「交渉」「説得ドプレゼンテーション」の基本,[怒りの感情の扱い方」が説明できる

5回 ヨ (目標③)社会的スキル(挨拶」敬語」「電話対応」「接客」「訪問」「謝罪」を実践できる

6 ヨ (目標③)社会的スキル、「社内文書・社外文書〕「(手紙」「メール」「SNS」「FAX」 を実践できる。

7回 目 (目標③)サービスマインド、サービスとは何かについて説明できる。サービスの基本要素「人」「環境」「プロセス」こついて説明ができる

8回 目 目標①～③のまとめ

(目 己 で重 とコミュニケーショ に のよ

うなものか理解できます。自己理解を意識的に取り組みましょう。

準備学習
時間外学習

(目標②)怒りの感情などは特にコントロールが難しいものです。しかし、これらを含めた感情のセルフマネジメントを実践する事は、非常に重要と言
われています。交友関係などのコミュニケーション場面では特に意識して取り組む事で、理解し実践することができるようになります。
(目標③)実際に学習した内容(挨拶などのコミュニケーション手法)を学内や個々の生活状況に合わせて実践できることが重要です。演習内で取り
組んで終わりにならないよう、継続して実践する事で今後の実習や臨床へ繋がつていきます。意識的に取り組んでいくことを推奨します。

評価方法
定期試験結果による判定を行う。
判定基準については、試験規定に基づき、成績評価第12条の通りとする。

受講生への
メッセージ

魅力 :現代社会においてコミュニケーション能力は、ブライベートの関係性・仕事上の関係性間わず重要な技能となります。特に対人援助職者にお
いては、相手の状況に寄り添つたきめ細やかな配慮が必要となり、それらを表現するためのツールとして必須なものがコミュニケーションであると言
えます。そのため、作業庚法士として今後仕事を行う上で、必要な技能と言えるでしょう。また、それだけに留まらず、自身のプライベーHこも応用で
きるための学びが出来るという意味でも有意義な講義であると考えます。是非この機会に、コミュニケーションとは何か考えるきっかけを持つてもらえ
たらと思います。

講義計画 :講義形式になります。

【使用教科書・教材・参考書】
く教科書〉
コミュニケーション スキルアップ検定テキスト:みつわ印刷

く使用教材〉

講義資料 (毎講義前に提示 )、 PC、 マイク、プロジェクター



2023年度 授業概要

学科 :作業療法科

必修
選択

必修 3年次
○

担当教員

実務経験
科目名
(英 )

人間関係論 Ⅱ

( Communicadon Theory Ⅱ )

コー ス
講義

授業 |
形態  |

総時間
(単位 ) 曜日・

15

1

前期

日

病院や施設などの医療現場では、専門的な知識技術だけではなく、円滑な対人関係を築くための能力が必要である。其のためにはコミュニケーション論で学んだ適

切な対人行動の実践スキルを生かして、コミュニケーションの大前提である接遇マナーを学習する、この講義では、社会人として、医療従事者としてリハビリテーション

の実践場面における円滑な人間関係構築のための笑顔、挨拶、身だしなみ、言葉遣い、態度などを身につけ、現場で求められる社会人として、魅力ある人材を目指

の

よ どの る

【到選目標】
社会人として、他者と適切なコミュニケーションを図ることができるために、自己理解ができる。演習を通じて基本的な社会的スキルを習得し、適切な対人行動を実践
できる。また、社内外での適切な文書の送付の仕方やサービスマインドを持つて対象者と接することが実践できる。以上の目標を実施できることで、社会化を図ることを

到達目標とする。

<具体的な目標>
目標①職場内でのルールを理解し、適切な関係性を構築するために必要な行動を対象者に実践することができる。
目標②適切な言葉遣いを理解し、具体的な場面で実践できる。
目標③電話応対や来客応対の基本を理解し、具体的な場面で実践できる

1回 目 (目標①)職場での基本ルールとマナー、適切な態度と行動が実践できる。

2回 目 (目標①)挨拶と声掛け、身だしなみ、メールの書き方・封筒の書き方が説明、実践できる。

3回 目 (目標①)心配りを示す言葉づかい、好ましい言葉づかいと好ましくない言葉づかいを説明できる。

4回 目 (目標②)信頼感を得る敬語とはどのようなものか説明できる。敬語の種類を理解し、使い分けすることができる。

5回 目 (目標②)受付から来客応対までの適切な対応の仕方を理解し説明ができる。

6回 目 (目標②)言葉づかいを振り返り、病室からリハビリ室までの案内をロールプレイで実践できる。

7回 目 (目標③ 電話の受け方、かけ方、伝言の受け方を理解し、実践できる。

8回 目 (目標①②③)まとめ

準備学習
時間外学習

(目 標①)仕事を円滑に進めていく上で職場内での基本ルールやマナーを理解し適切な行動が取れることは重要です。アルバイトなどで関係性の構
築を深めている学生にはより意識しながら先輩や同僚といつた方々との関係を更に深めていただきたいと思います。接遇マナーを理解し、実践する

ためには1年次に学習したコミュニケーション論の復習が重要です。

評価方法
定期言式験結果による判定を行う。
判定基準については、試験規定に基づき、成績評価第12条の通りとする。

てヽコミュ の り こ医

受講生への
メッセージ

ては、患者様の状況に寄り添ったきめ細やかな配慮が必要となり、それらを表現するためのツールとして必須なものがコミュニケーションの大前提で

ある接遇です。接遇の5原則である挨拶、笑顔、身だしなみ、言葉遣い、態度は作業療法士として今後仕事を行う上で、必要な技能と言えるでしょう。
また、それだけに留まらず、自身の日常に応用できるという意味でも有意義な講義です。

講義は講義・演習形式となります。

【使用教科書・教材・参考書】
「接遇マナー」コミュニケーショ・ンラウンジYANO矢野隆子
〈参考資料>
患者接遇マナー基本テキスト 有限会社 ソーシャルスキルアカデミー 編者 田中千恵子

く使用教材〉講義資料、PC、 マイク、プロジェクター



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

生物学

(Biology)

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 : 今福 千明

実務経験 :

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

B醍日・時限

前期

火曜日・4限コース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

生物学には専門基礎科日である解剖学・生理学の基礎となる分野 (身体における各器官系の働きなど)が多数ある。生物学を学ぶことで、解剖学・生理学を学ぶた
めの基盤を作り、理解を助ける。
授業は授業プリントと確認プリントを配布して進めていく。

【到達目標】

生物学の知識を身につける。

目標① :生物学の基本的な用語を理解し、説明することができる。
目標② :解剖学・生理学における身体の器官系について、導入部分を理解し、説明することができる。

1回 目 授業の目的および身体を構成する物質の性質を説明できる。

2回 目 細胞の構造と機能および、内部環境の調節(細胞小器官)を説明できる。

3回 目 細胞の構造と機能および、内部環境の調節(細胞分裂 他)を説明できる。

4回 目 組織・器官系、肺循環について説明できる。

5回 目 循環系(血液、心臓の構造及び機能)について説明できる。

6回 目 循環系 (リンパ )、 神経の基本的構造及び性質を説明できる。

7回 目 感覚器 (視覚・聴覚・嗅覚・味覚)について説明できる。

8回 目 中間試験 (第 1～第7回 )

9回 目 皮膚の構造、皮膚感覚について説明できる。

10回 目 筋の構造及び収縮のしくみを説明できる。

11回 目 エネルギー産生 (女子気呼吸・嫌気呼吸)を説明できる。

12回 目 消化・吸川又について説明できる。

13回 目 腎臓における尿の生成とその役割を説明できる。

14回 目 恒常性維持について(自律神経、ホルモン)説明できる。

15回 目 遺伝の基礎を説明できる。

準備学習
時間外学習

長業準備は牛寺に必要ありません。1回 、1テーマで侵葉を進めますので、欠席しないようにしてくたさい。

授業後は授業プリントを用いての復習及び解割学・生理学の教科書でさらに知識を深めてください。
イメージがつきにくい構造についてはカラーの図説、特にフリガナがふつてある参考書を利用することをお勧めします。

評価方法
筆記試験により成績を判断する。
筆記試験は2回実施し、中間試験500/o、 期末試験50。/oの割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

生物学から解剖学・生理学の内容へとスムーズに移行できるように授業を行うことを心掛けています。

内容や用語の読み方など何でもかまいませんので、わからないことがあればぜひ質問してください。

【使用教科書・教材・参考書】

使用教科書 :特になし(ブリントを配布)
参考図書 :標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 解剖学 (医学書院)、 ぜんぷわかる 人体解剖図(成美堂出版)

標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 生理学(医学書院)



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

物理学

(Physics)

僅墳 i 必修 年次 1

担当教員

実務経験

豊福 不可依

授業

形態
講義

総時間
(単位 )

15

1

開講区分

曜日・時限

前期

水曜日'3限]―ス

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

自然界の法則を基本とし、リハビリテーションにおける力学の基礎、運動の解明に必要な力学を中心に学び、リハビリテーション医療に関係の深い

物理分野を理解する。医療関係者にとって身体の動きを理解することは非常に重要で、その際に物理学の知識は必ず役立ちます。しかし、物理学を
苦手だと感じている方も少なくありません。この講義では、バイオメカニクスの前に身体運動を理解するための基礎について、理解しやすいように繰り
返し解説を交えながら講義をすすめていきます。

【到達目標】

目標① :自然界における基本法則と運動の基本となる力学について理解し説明できる。
目標②:運動学、運動力学に関係する物理学の分野である幾何学的分析や力学諸法則について理解し説明できる。

1回 目 医療従事者に、なぜ物理学が必要なのかについて説明できる。 (―単位系について )

2回 目 日常生活で使用する道具で、テコの原理が使用されている状況について説明できる。

3回 目 輪じく、滑車、歯車がテコの応用であることを説明できる。

4回 目 生体中のテコについて説明できる。

5回 目 作用・反作用、力の分解、斜面、振り子、摩擦力について説明できる。

6回 目 物体の速度と加速度について説明ができる。

7回 目 力と加速度について説明ができる。

8回 目 力学的仕事とエネルギーについて説明ができる。

準備学習
時間外学習

授業計画に沿つてすすめていきますので、事前学習を必要とします。
次回授業までに、前回の授業内容を復習しておいてください。

評価方法
定期試験の結果により判定を行う。
判定基準については、試験規定に基づき、成績評価第12条の通りとする。

受講生への
メッセージ

魅力 :作業療法士は、作業を通して、治療を行う職種である。作業活動の中には身体運動も含まれているため、運動を理解するために
は、物理・力学的エネルギーが人体にどのような影響を及ぼしているかを知ることが非常に重要と言える。地球上で生活する上ではこの

物理要素とは切り離せない。例えば、ボールを投げると必ず放物線を描くなど当たり前に起こる現象は知っていても、何故そうなるのか説
明できないことは多くあります。物理学には、物理現象を説明する力が身に付く多くのヒントがある。それは作業療法士として治療に活か

すことができる機会が増えることを意味します。この機会に是非理解を深めていただけることを望みます。
講義計画 :授業計画に沿つてすすめていきますので、遅刻・欠席などすると内容理解が難しくなりますので、遅刻・欠席が無いように体調
管理に気を付けてください。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :細田 多穂 (監修),磯崎 弘司 (編集),両角 昌実 (編集),横山 茂樹 (編集)身体運動の理解につなげる物理学 南江堂
機 材 :AV教 育教材 (液晶プロジェクター、ビデォデッキなど)



2023年度 授業概要

学科:作業療法科

科目名
(英 )

文章表現

(」 apanese composition)

必修
選択

必修 年次 1年
担当教員 後藤 宏

実務経験

授業  |
形態  |

講 義
総時間 |
(単位)|

30

2

開講区分 前期

コース 曜日・時限 火曜・3限

授業の学習内容】
「OECD生徒の学習到達度調査2018年調査(PISA2018)」での我が国の対象生徒(高校1年生)の読解力は、前回調査に続き、平均得点・順位がさらに低下した。ま
た、言葉や文章での表現力を含む読解力の低下は、全国学力・学習状況調査等で小・中・高等学校の各段階で指摘され、高校卒業後の影響も懸念されている。

本学科では、言葉による記録、要約、説明、論述、話合い等の言語活動を伴う適切な文章表現を身に付ける必要がある。授業では、テーマやルールに沿つて毎回文

章を書いて基本的な知識・技能を理解し、テキスト・スライド等の活用や話合い・グループ活動等により、文章表現に必要な思考力、判断力、表現力を高める。
※実務者経験 :1988年 ～2018年 特別支援学校教諭/2018～ 2020年 スクールソーシヤルワーカー/2021年 ～ 障害者支援施設学習支援員
2004年 福岡教育大学非常勤講師「障害児教育基礎論Ⅱ」/2021年 ～ 西日本短期大学非常勤講師「障害児支援論」
2004年～現在 自作教材・絵本「なんでバイバイするとやか?」 (2008年 石風社より発刊)を活用した出前授業、講演活動、研修協力等(小・中・高,大学他)

【到達目標】
読むこと、聞くことで育成した力を活用し、テーマに沿つた情報収集を行い、内容や構成を検討するとともに、言葉の特徴やきまり、使い方を理解し、適切な伝え方を選

択する。また、情報を多面的・多角的に捉え、他者とのコミュニケーションを通して自分の考えを形成・深化させながら、推敲した文章を記述する。
<具体的な目標>
目標①自分のことを相手にわかりやすく伝え、相手のことを正しく知る。お互いの立場で考えたり、気付いたりしたことを文章にまとめる。
日標②示されたテーマについて、選択R支から自分の立場を決めて、自分の意見を論理的に書く。他者の立場からの意見も聞き、多面的に物事を考える。

目標③意見の妥当性、正当性を論理的に述べ、相手を納得させる文章や自分の意見を主張する文章を書く。仮定の表現や代替案を示す方法等を活用する。

目標④示されたテーマについて、自分で問題点を見い出し、自分の意見を論理的に自由に書く。対人関係能力やプレゼンテーション能力を高める。

1回 目 (目 標①)定められた時間内に、自分のことを他の学生や講師にわかりやすく伝えることができる。(言葉での自己紹介、紙面記入による自己紹介)

2[ (目 標①)クイズや演習を通して、自分のことを伝え、他の学生や講師のことを知り、考えたり気付いたりしたことを文章にまとめることができる。

3 団 (目標①)絵本「なんでバイバイするとやか?」の読み聞かせにより、登場人物の立場で考え、気付いたことを、定められた文字数で書くことができるG

4回 目 (目標②)示されたテーマに、賛成か反対か、自分の立場を決めて、その理由を定められた条件にしたがつて書くことができ、発表できる。

5回 目 (目標②)示されたテーマに、賛成か反対か、自分の立場を決めて、その理由を定められた条件にしたがつて書き、話し合うことができる。

61 (目標②)示されたテーマと条件にしたがつて、どちらかの立場を選択し、その理由や根拠を定められた文字数で書くことができ、発表できる。

7 団 ヨ (目標②)示されたテーマと条件にしたがつて、どちらかの立場を選択し、その理由や根拠を定められた文字数で書き、話し合うことができる。

8回 目 (目標③)示されたテーマと条件にしたがつて、相手を納得させる文章や自分の意見を主張する文章を書くことができる。

9回 目 (目標③)示されたテーマと条件にしたがって、相手を納得させる文章や自分の意見を主張する文章を書き、発表できる。

10 コ (目標③)示されたテーマと条件にしたがつて、相手を納得させる文章や自分の意見を主張する文章を書き、話し合うことができる。

11 国 (目標③)示されたテーマと条件にしたがつて、相手を納得させる文章や自分の意見を主張する文章を書き、話し合うことができる。

12回 目 (目標④)示されたテーマについての自分の意見とその理由を、定められた条件にしたがつて書くことができる。

13 (目標④)示されたテーマについての自分の意見とその理由を、定められた条件にしたがって書くことができ、発表できる。

14 E (目標④)示されたテーマについての自分の意見とその理由を、定められた条件にしたがつて書き、プレゼンテーションすることができる。

15 (目 示されたテーマについての自分の意見とその理由を、定められた条件にしたがって書き、プレゼンテーションすることができる。

準備学習
時間外学習

(目標①)授業で使用する資料は毎回プリント配布します。授業時間に記入した資料は授業後回収し、各自の記入内容を確認し、添肖1やコメント記
入後、翌週以降の授業時に各自返却しますので、ファイル等に綴じて復習してください。前の授業で使用したプリント類はその後の授業での活用も

あるので、プリントを綴じるファイル等は毎回授業に持参してください。また、文章記入のため、鉛筆、消しゴム等も毎回授業に持参してください。
(目標②)毎回授業では、上記授業内容と併せて、スライドやプロジェクター等を活用した教材や絵本「なんでバイバイするとやか ?」による授業を展

開します。併せて、新聞記事等を当日の授業や自宅学習に取り入れることも検討しています。なお、詳細は授業開始後に連絡します。
(目標③)下部の【使用教科書・教材・参考書】に挙げている書籍類は、今後の読解力や文章表現力を主体的・計画的に学んでいく上で参考になるも
の弁挙げていますハ興味のある方は、自分に合った1冊お'特たれると、今後役立つと思われます。(※購入は強制ではありません)

評価方法
定期試験結果による判定とともに、授業への意欲・態度、授業時の課題達成評価(文章作成)
●毎回の授業への出席と授業中の発言や受講態度等(20%)●授業時の課題に対する達成度<毎回回収、点検・添削等>(300/o)
●定期言式験結果による判定<判定基準については、試験規定に基づき、成績評価第12条の通りとする。>(500/o)

2020 1 の ない分、 内

受講生への

工夫と授業後の振り返リシート等の活用により、皆さんの意見や感想を参考にしながら、より良い授業にしていきたいと思います。

講義計画 :本授業では、毎回講義と文章記入等の個人作業だけではなく、話合い。グループ活動等による演習形式を取り入れて、「主体的・対話的
で深い学び」の実現を目指します。具体的には、学生同士が目的や必要性を意識して一緒に取り組んだり、互いの知見や考えを広げたり深めたり

高めたりする言語活動を行う学習場面を計画的に設定します。また、(D由 作絵本やDVD版教材集等を活用した指導形態や指導方法、②色分けし
た数字カードの利用とクイズ形式による出題・解答等に取り組むなど、教材や教育環境の工夫・充実にも心がけています。自分の考えの伝え方、他
者の意見・反応の把握、正しい日本語の使い方と文章表現の仕方等を楽しく学べるように、皆さんとともに授業を創造していきたいと思っています。

メッセージ

【使用教科書・教材・参考書】
〈教科書・参考書〉藤原和博 :200字意見文トレーニング,光村図書  浅田すぐる著 :紙 1枚 !独学法  全ての知識を「20字」でまとめる,SBク リエイティブ株式会社
藤原晃治「分かりやすい文章」の技術,講談社  藤原晃治 :「分かりやすい表現」の技術.講談社  ビジネスフレームヮーク研究所編 1大人の読解力,青春出版社
吉田裕子著 1大人に必要な読解力がきちんと身につく読みトレ,大和書房  吉田裕子著 :人一倍時間がかかる人のためのすぐ書ける文章術,ダイヤモンド社
く使用教材〉 ごとうひろし文,なすまさひこ絵 :なんでバイバイするとやか ?,石風社,2008年初版発行 2021年初版第4刷発行
児童生徒支援担当配置盲・聾・養護学校長等連絡会議 :障害認識を深める教材集「わかつたァ」 福岡県教育委員会 1人権教育学習教材集「あおぞら」(DVD版 )
宮口幸治 1日 5分 !教室で使えるコグトレ 困つている子どもを支援する認知トレーニング122,東 洋館出版社



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

チーム医療論

(Team Approach tO Heaに h Care)

必修
必修
選択

年次 3
担当教員 i      後藤拓見
実務経験 :       ○

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

不定期]―ス

【授業の学習内容】

作業療法の周辺領域の理論、治療や援助方法、管理運営の実例を教授する。さらに、臨床実習で作業療法を実施する際の検査・測定および観察事項の解釈、そし
て治療計画の立案・修正の考えるべき具体的事項について実例などを通して教授する。そして、ここで学んだ知識を臨床実習で活用するイメージを付ける。

実務経験 :精神科デイケア勤務 (2013～ 2015)、 精神科病院勤務(2015～ 2018)

【到達目標】

Э認知症、内部疾患に対する作業療法の基本的事項を言える。
②臨床で多々用いられている作業療法の評価技法・理論の概略を説明し、実施方法を列挙できる。
③地域包括ケアシステムを含む作業療法位置づけと作業療法士の役割を列挙できる。
④臨床で求められる作業療法評価及び治療を進めるための段取りと心構えを言える。

授業計画・ 内容

1回 目 目標① 認知症の人に対する作業療法の基本的対応方法を列挙できる

2回 目 目標① 認知症の人に対する作業療法評価及び治療方法について列挙できる

3回 目 目標① 認知症の評価技法の演習を通して(教員のアドバイスを得ながらもしくは模倣のうえで)実施できる

4回 目 目標② MTDLPの基本的事項を言えるようになる

5回 目 目標② MTDLPの実施方法を言えるようになる(資料を参照しながら)

6回 目 目標② MTDLPの演習を通して(教員のアドバイスを得ながらもしくは模倣のうえで)実施できる

7回 目 目標② 人間作業モデルの基礎知識を言えるようになる(資料を参照しながら)

8回 目 目標② 人間作業モデルに基づいた評価方法を簡潔に説明できる(資料を参照しながら)

9回 目 目標② 人間作業モデルに基づいた評価を実践できる(資料を参照しながら)

10回 目 目標③ 地域包括ケアシステムにおける作業療法の位置づけを言える

11回 目 目標③ 地域包括ケアシステムにおける作業療法士の役割を言える

12回 目 目標② 認知行動療法を応用した作業療法について説明できる

13回 目 目標② 認知行動療法を応用した作業療法の計画立案ができる

14回 目 目標② 整形外科疾患(下肢・体幹)に対するアセスメンド方法が説明できる

15回 目 目標② 整形外科疾患(下肢・体幹)に対してプランニングできる

準備学習 時
間外学習

目標①
目標②
目標③
目標④
(復習)

認知症、内部疾患など、疾患の基礎的な知識について予習が必要です。
MTDLP、 人間作業モデルとは何か基礎的な情報を予習しておくことが必要です。
地域包括ケアシステムについてその概略について、基礎知識の予習が必要です。
学内の座学で学んだ作業療法評価の流れやROM、 MMT、 反射検査など主要な検査方法、接遇について復習しておくことが必要です。
目標①～④講義で配布された資料について、関連文献を用いて復習する。

言平十両方 ,去
レボート(1000/o)

受講生への

メッセージ

本講義では、これまで学んできた知識や技術を統合し、かつ臨床で求められる知識を学びます。これは、今後、皆さんが踊原冥習で経験する作業療法

評価の統合と解釈の際に資することを期待しています。

【使用教科書・教材・参考書】

使用機材 :パソコン、プロジェクター
教科書 :特定の教科書を使用せず、毎回、講義資料を配布します。
参考文献 :授業中に適宜紹介します。



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

リハビリテーション医学

(RehabilitatiOn Medicine)

必修
選択

必修 年次 2年
担当教員

:

実務経験 :

上城 憲司

授業
形態

講義
総時間 30

2(単位 )

開講区分

曜日・時限

前期

月曜・12限ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有ずる教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

この講義は主に,障害の構造や疾患の特性,感染症対策,住宅改修,法制度など臨床でコメディカルが必要とする内容について学び,科学的かつ多角的な視点で

考えられるようになります

【到達目標】

①リハビリテーションの理念と障害構造について説明できる
②保険・医療・福祉の連携について説明できる
③病期別の疾患特性と介入方法について説明できる
④住環境,地域の中で作業療法士の活動範囲について説明できる

授業計画・内容 |

1回 目 リハビリテーションの歴史について説明ができる

2回 目 障害構造(ICF)・ 障害受容について説明ができる

3回 目 記録・報告について(SOAP)説 明ができる

4回 目 感染症対策について説明ができる

5回 目 リスク管理について説明ができる

6回 目 住環境.住宅改修について説明ができる

7回 目 ノーマライゼーションについて説明ができる

8回 目 予防医学について説明ができる

9回 目 関係法規(障害者総合支援法,医療法,PT,OT法など)について説明ができる

10回 目 地域包括ケアシステムについて説明ができる

11回 目 介護保険制度について説明ができる

12回 目 面接・観察Iインフォームドコンセントについて説明ができる

13回 目 保健統計学について説明ができる

14回 目 高齢者,社会情勢について説明ができる

15回 日 臨床実習における対応について説明ができる

準備学習
時間外学習

し,まとめること(復習時間60分 )

評価方法

筆記試験と参加度で成績評価を行う 参加度は,授業への参加態度や回答,発表への積極性を鑑みて,総合的に判断する
0筆記試験 (900/o)
●参加度 (100/o)
割合で成績評価を行う

受講生への

メッセージ

リハビリテーション医学は医療における基本領域として,幅広い範囲を包活します 医療における法制度,社会情勢,保健続討字,リスクマネジメント
などを学んでいきます 近年の国家言式験でも頻出分野ですので,板書.講義資料,演習課題をつかつて自分なりに解いてみましょう そうすることで ,

具体的に理解できます

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :なし



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

リハビリテーション概論

(Introduction to Rehabilitation)

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 原田 恭子・松尾 恵・葉山 靖明

実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分
:

曜日'時限 :

後期

ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

国民の保健医療福祉の推進のために、リハビリテーションの理念(自立支援、就労支援等を含む)、 目的を理解し、作業療法士が果たすべき役割、多職種連携につい
て学習する必要がある。当事者によるリハビリテーション体験や講義を通して、障害者心理や基本的人権を理解し、クライエント中心の立場に立つ根拠を学ぶ。ま
た、各障害に応じた作業療法士の具体的なアプローチ方法について説明ができるようになる。

【到達目標】

リハビリテーシヨンの理念と目的を理解し、各領域の専門性について説明ができる。障害者心理を理解し、クライエント中心の作業療法の重要性について説明ができ
る。
(具体的な目標〉
目標①リハビリテーションの理念と目的について説明ができる。
日標②疾患・障害に応じたリハビリテーションの方法について説明ができる。
目標③障害者心理や基本的人権について理解し、説明ができる。
目標④リハビリテーション医療における作業療法士の役割、多職種連携について説明ができる。

授業計画・内容

1回 目 (目標②)言語障害の種類や特徴について説明ができる。

2回 目 (目標②)失語症のリハビリテーションや対応方法について説明ができる。

3回 目 (目標②)高次脳機能障害のリハビリテーションや対応方法について説明ができる。

4回 目 (目標②)疎下障害に対するリハビリテーションについて説明ができる。

5回 目 (目標②)小児の言語発達障害に対するリハビリテーションについて説明ができる。

6回 目 (目標②)小児の聴覚障害・講音障害に対するリハビリテーションについて説明ができる。

7回 目 (目標②)言語発達遅滞、発達障害に対するリハビリテーションについて説明ができる。

8回 目 (目標②)小児の高次脳機能障害、摂食・疎下機能障害に対するリハビリテーションについて説明ができる。

9回 目 (目 標① )リハビリテーションの理念と目的について説明ができる。

10回 目 (目標②)活動制限とそのリハビリテーションについて説明ができる。

11回 目 (目標②)参加制約とそのリハビリテーションについて説明ができる。

12回 目 (目標③)障害者心理や基本的人権について理解し、説明ができる。

13回 目 (目標②)各領域のリハビリテーションの特性について説明ができる。

14回 目 (目標④)リハビリテーション医療の対象や現状、各専門職の役割について説明ができる。

15回 目 (目標④ )リハビリテーション医療における作業療法士の役割について説明ができる。

準備学習
時間外学習

●疾患に胚したリハLリテーションの万法について1里離するため、疾患のF正状や特徴についてのヤ
‐
占が必要です。

●定期試験やレポート提出に向けた講義の復習が必要です。

評価方法

定期言式験にて知言哉の到達評価を行う。授業を通して学んだことについてレボート提出を行う。
●定期試験 (600/o)
●レポート(400/o)
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

作業療法士として対象者にリハピリテーションを提供する ができます。
当事者の先生による講義を通して、対象者の視点に立ち、想いに寄り添うことのできる作業療法士の考え方を身につけましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :毛束真知子 著 :絵でわかる言語障害 第2版 学研メディカル秀潤社
中川信子 著 :ことばをはぐくむ ぶどう社



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

一般臨床医学 I

(General Ctinical Medicine I)

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 大石 工道・恒吉 俊美・,H野 岡1

実務経験 ○

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

木曜・2限コース

genn

救急医療は医の原点とも言われており、救急患者は実に多種多様で、年齢をとつてみても新生児から100歳を超える老人までいる。症状も多彩で、

疾病もあれば外傷もあり、重症度も軽症から重篤なものまで幅が広い。このような中で、老年医療、救急救命医療は時間的制約の中、医師、看護

師、臨床検査技師、放射線技師、理学療法士、作業療法士、また救急救命士を含む、その他コ・メディカルとの連携のとれたチーム医療により達成さ

れる。老年学及び救急医療・災害医療の概念を知り、心肺蘇生法を初めとする各種救命医療について知識を深め、コ・メテ
・
ィカルとしてのチーム医療に

おける役割を説明できる。
*実務経験 !

・恒吉俊美 :1985年～現在に至る。総合病院などで医師として業務に携わつている。現在は、総合病院にて救命救急センター部長をされている。
・大石正道 :昭和48年～平成16年大学病院勤務

【到達目標】

救急患者の各種の特殊病態を理解し、それらをもたらす疾患と各々の症状、必要な処置などの知識について説明でき、ヨ・メディカルとしてのチーム医

療における、理学療法士および作業療法士の役割を理解し説明できる。

目標①老年医学の病態や治療方法について学び説明できる。
目標②救急病態の総論・各論について学び説明できる。

1回 目 (目標①)高齢者の一般的概念について理解し説明ができる。

2回 目 (目標①)高齢社会①(高齢者の健康増進に関わる理学療法について説明できる。)

3回 目 (目標①)高齢社会②(高齢者に多い疾病の病態について説明できる。)

4回 目 (目標①)介護保険制度における仕組みやサービス内容について理解し説明できる。

5回 目 (目標①)高齢者へのリハビリテーションについて説明できる。

6回 目 (目標①)高齢者に多くみられる疾患①(脳障害、骨関節疾患などについて理解し説明できる。)

7回 目 (目標①)高齢者に多くみられる疾患②(循環器疾患、肺疾患などについて理解し説明できる。)

8回 目 (目標②)心肺蘇生法の基本ついて説明できる。

9回 目 (目標②)救急病態について説明できる。

10回 目 (目標②)循環器疾患(心筋梗塞、心不全などについて理解し説明できる。)

11回 目 (目標②)呼吸器疾患(救急病態の呼吸不全・腎不全、救急疾患の呼吸器疾患について理解し説明できる。)

12回 目 (目標②)中枢神経疾患(1図血管障害、脳梗塞、脳出血、脳血栓などについて説明できる。)

(目標②)消化器疾患の病態を理解し説明できる。13回 目

14回 目 (目標②)急性中毒などの病態を理解し説明できる。

15回 目 (目標②)心肺蘇生法の実施ができる。

準備学習
時間外学習

授業計画に沿つてすすめていきますので、事前学習を必要とします。
次回授業までに、前回の授業内容を復習しておいてください。

評価方法
定期試験の結果により判定を行う。
判定基準については、試験規定に基づき、成績評価第12条の通りとする。

受講生への
メッセージ

魅力 :理学療法士として一般臨床医学で学ぶ疾病単独での関わりは多いとは言えませんが、合併症として併発しているものと関わる機会
が非常に多いと言えます。特に高齢者においては関わりの深い分野でしよう。超高齢社会となりつつある現代社会において、高齢者の健

康増進に関わる理学療法士の役割は多く求められており、一般臨床医学で学ぶ多くの特徴的疾患を理解し、治療に活かせることで、患

者様からの信頼を得ることができるといえます。
講義計画 :授業計画に沿つてすすめていきますので、遅刻・欠席などずると内容理解が難しくなりますので、遅刻・欠席が無いように体調

管理に気を付けてください。

教科書
機 材

北村諭/編集 石井裕正/編集 沖永功太/編集 鈴川正之/編集 各科に役立つ 救急処置・処方マニュアル 医歯薬出版
AV教育教材 (液晶プロジェクター、ビデオデッキなど)



2023年度 授業概要

学科 :作業療法科

科目名
(英 )

一般臨床医学 Ⅱ

(Generat Ctinical Medicine Ⅱ )

必修
選択

必修 年次 2年

授業

形態
講義

総時間
(単位 )

15

1

区 前期

日 木曜日・2時限コー ス

【授業の学習内容】
一般臨床医学Ⅱでは臨床薬学について学ぶ。これらを踏まえた上で、リハビリテーションに至るまでの流れを学ぶ。

【到達目標】
臨床で処方される薬剤について、医薬品の用法や薬物動態、効能や副作用および相互作用や、リハビリテーションにおける留意点を説明できる。

1回 目 医薬品の種類と特徴について説明できる。

2回 目 医薬品の薬物動態、依存と薬物中毒について説明できる。

3回 目 神経の構造、分類とはたらき、睡眠薬、麻酔案について説明できる。

4回 目 精神疾患、循環器系疾患と薬物療法について説明できる。

5回 目 アレルギーの疾患の薬物療法について説明できる。

6回 目 がん、感染症と治療について説明できる。

7回 目 医薬品の処方・調剤・与薬・服用の過程における医療安全上のリスク、多職種連携医療安全対策について説明できる。

8回 目 医薬品の処方・調剤・与薬・月R用の過程における医療安全上のリスク、多職種連携医療安全対策について説明できる。

準備学習
時間外学
習

1年次で学習してきた解剖学・生理学・病理学の復習が重要です。

評価方法
定期試験結果による判定を行う。(場合によては終講試験を行うことがある。)
判定基準については、試験規定に基づき、成績評価第12条の通りとする。

て 一 の る に い

受講生ヘ

のメッセー
ン

と言えます。一般臨床医学Iで学ぶ多くの知識を理解し治療に活かせることで、患者様からの信頼を得る事ができるといえます。

講義計画 :講義は講義形式となります。使用教材を講義開始前5分前には必ず使用教材を教務室に取りに来てください。遅刻・欠席すると内容理解
が難しくなりますので、遅刻・欠席には十分に注意してください。

【使用教科書・教材・参考書】
く教科書〉
なし
く使用教材〉
講義資料 (毎講義前に提示)、 PC、 マイク、プロジェクター



2023年 度 授業概要

(自標②)脳卒中の症状(陽性徴候陰性徴候)について

(目標②)中れ神経系の機能基盤となる局在とその画像について①

(目標②)中枢神経系の機能基盤となる局在とその画像について②

MS)の 画像所見とその評価について

(目標② )1西卒中における中枢性客痛を回線から捉える

(目標②)寄イに書髄疾患の画像診断評価について

学科:作業療法科

科目名

(英 )

一般臨床医学皿

(Generat CInical MedicineⅢ  )

必修
選択

必修 年次
|
2年

担当教員

窯洛解笙養

見玉孝之、こ藤 掌人、秋山 r大

鬱蓬 1 講義 郎  | a諄 日 時 8β 木隠 日 2[屋

一般臨床医学 :及びⅡて学んだ内容を踏まえて、一般臨床医学Ⅱては更に多くの疾患に対する理解を深める。主には内イ4学 I Hの転足として予防医学、茉養
子、臨床薬学、画像診断について学ぶ。これらを踏まえた上て、リハビリテーションに至るまでの流れを学ふ。

フレイルの病態や予防法などの墓確知識についての基礎を学び説明てきる。
身体の画像診断に必要な知識と画像の見方についていえる。
く具体的な目標 >
目標①栄養に関わる疾患と対応について説9り]てきる。
目模②画像診断の方法について理解し説明てきる。

1回 目 (目 標①)素養素の消化 吸収の仕組みと体内での挙動を簡潔に説明てきる。

2回 目 (目標①)糖質と脂質の代謝η旨質脂質が閉与する疾患について説日耳てきる。

3回 目 (日 棲① )ピタミンとミネラルの体内ての代謝と働き、水分と電解質の役害‖こついて説明てきる。

4回 目 (目 標① )体 内てのタンバク質の代謝と和〕用 他の素養素との関係 タンバク資が関与する疾患について説明てきる。

5回 目 (目標①)体内てのタンパク質の代謝と和1用 他の策養家との関係、タンパク質が関与する疾患への対応について説明てきる。

6回 目

7回 目

8回 目

9回 目

10回 目

11回 目

12回 目

13回 目

14回 目

15回 目

習
学僻醐
習

準

時
(

評価方法
定期試験結果による半1定を行う。
判定基準については、試験規定に基づき、成績。子価第12条の通りとする

受講生へ

のメッセー
ジ

騒力:「柔,庶法ととして―骰隠床医学Ⅱて学ふ臨床医学の墨碇知識は、騒床て忌看標に関わる際に留意すべき点となることが非常に多いと膏え
ます。4寺に高齢者においては聞わりの深い分野てしょう。超高齢社会となりつつある現代社会において、高齢者の健康増進に関わる作業療法士の
役割は多く求められています。一般臨床医学皿て学ふ多くの知識を理解し治臓に活かせることて、患者構からの信頼を得る事ができるといえます。

講義計画:講義は講義形式となります。使用教打も多くあるのて、講義開始前5分前には必ず使用教オオを教務室に取りに来てください。講義は協床
て診ることの多い―般的内容となつていますが、諏義範囲が広いため遅刻 欠席すると内容理解が難しくなります。遅女!欠席には十分に注意してく
ださい。

なし
く使用教材〉
語義資イI(毎舗義前に提示)PC、 マイク プロジェクター

く教rl春〉



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

運動学 I

(Kinesiology  I)

必修
選択

必修 年次 1

担当教員

実務経験

室永 洋祐

○

授業
形態

演習
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

木曜・1限 目]―ス

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

人体の基本的な構造、運動を理解することは、臨床で診る視点に繋がります。身体は大きく上肢、下肢、体幹に分かれます。本講義では上肢の基本構造と機能、運
動力学、さらに身体運動の機構について学び、運動を理解するための基礎知識を学びます。
運動学 Iでは、肩甲帯から上肢にかけての関節名とその構造と運動、その器官に関与する靭帯などの構造物、上肢筋の起始停止作用について説明できるように
なる。
実務経験 :2016年 4月 ～2020年 7月
回復期・療養病院に所属。病院では、脳血管障害(外傷性脳損傷、高次脳機能障害、脳卒中、パーキンソン病、脊髄損傷)、 神経難病(多発性硬化症、筋萎縮性側
索硬化症、脊髄小脳変性症 )、 整形疾患(大腿骨頸部骨折、腰椎圧迫骨折、変形性膝関節症)、 廃用症候群患者に対する作業療法を実施。
2020年 7月 ～2021年 3月
回復期病院に所属。病院では、脳血管障害、整形疾患に対する作業療法を実施。早期自宅復帰に向けた日常生活動作練習を展開する。

【到達目標】

運動に必要な力学、機能解剖学を学び、筋収縮や運動機能などに関する運動学の基礎知識を学び、正常運動を理解する。肩甲帯、上腕、前腕、手関節の運動と機
能、作用する筋について説明することができる。
<具体的な目標>
目標①生体力学の基礎として、身体運動の画と軸、モーメント、身体とてヨこついて説明できる
目標②上肢帯と肩関節での上腕の運動について説明することができる
目標③肘関飾の運動について説明することができる
目標④前腕と手関節の運動について説明することができる

授業計画・内容

1回 目 各骨と関節の名称について説明することができる

2回 目 (目標①)面と軸の基礎 面と軸について説明することができる

3回 目 (目標①)身体各部の関節運動について説明することができる

4回 目 (目標①)身体各部の関節の構造と分類について説明することができる

5回 目 (目標①)骨格筋の構造と筋収縮について説明することができる

6回 目 (目標①)筋肥大と筋委縮、および力学の基礎として、身体とてヨこついて理解し説明、計算ができる

7回 目 (目標②)上肢帯:肩甲帯の関節運動について説明できる

8回 目 (目標②)上肢帯:肩甲帯の靭帯名と機能について説明できる

(目標②)上肢帯:肩甲帯の筋の起始停止作用について説明できる

10回 目 (目標③)上肢帯:月寸関節の関節運動について説明できる

11回 目 (目標③)上肢帯:月寸関節の靭帯名と機能について説明できる

12回 目 (目標③)上肢帯:月寸関節の筋の起始停止作用について説明できる

13回 目 (目標④)前腕:手関節の関節運動について説明できる

14回 目 (目標④)前腕:手関節の靭帯名と機能について説明できる

15回 目 (目標④)前腕:手関節の筋の起始停止作用について説明できる

準備学習
時間外学習

(日 標①)同 l提 :この長業を受けるには、解剖字の骨・関師の名称、動きの予習が必要です。
(目標②)各論では肩甲帯の運動のメカニズムや制限因子などについて学びます。解古中学の知識である肩甲帯を構成する関師名、関与する靭帯、筋の復習が必要です
(目標③)各論では肘関節の運動のメカニズムや制限因子などについて学びます。解割学の知識である肘関節を構成する関節名、関与する靭帯、筋の復習が必要です
(目 標④)各論では前腕と手関節の運動のメカニズムや制限因子などについて学びます。解割学の知識である前腕 手関節を構成する関節名、問与する靭帯、筋の復習が

評価方法

確認テストを実施する。定期テストにて知識・技能の到達評価を行う。
●定期テスト(100%)で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

身体の仕組みを学ぶ上で運動学、解剖生理学はベースとなる大切な科目です。
今後疾患を学ぶ上でこれらの科目の基礎となります。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :基礎運動学 (第 6版 補訂)医歯薬出版株式会社



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

必修

選択
必修 年次 1

担当教員 1      長嶺 元気
実務経験 :       ○科目名

(英 )

運動学 Π

(Kinesiology Ⅱ) 後期

未定

開講区分

曜日・時限]―ス

授業

形態
演習

総時間
(単位) 2

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載ずる)

人体の基本的な構造、運動を理解することは、臨床で診る視点に繋がります。身体は大きく上肢、下肢、体幹に分かれます。本講義では手指と下肢の基本構
運動力学、さらに身体運動の機構について学び、運動を理解するための基礎知識を学びます。
Ⅱでは、手指、下肢の関節名とその構造と運動、その器官に関与する靭帯などの構造物、上肢筋の起始停止作用について説明できるようになる。

病院に勤務、肩関節・月寸関節・手関節、各関節専門の整形外科医の元で急性期・回復期リハビリテーシヨンに従事し、医師の指示を受け、投球障害等を含
アスリートリハビリの経験を積み、一般整形～スポーツ障害の予防事業(障害予防教室)なども経験。ハンドセラピィの専門医と協働し、再接着手術後のリハビリ

ョン等、専門的な実務を積む。また、高齢者病棟 (後期高齢者リハビリ、社会的入院の方々への対応等)では、日々集団体操を行うこと、四季に応じたレクリ

MAHALO勤務。通所介護サービス、訪問看護、保険外事業開設を行い、在宅・地域リハビリテーションに従事。脳血管障害 (脳梗塞、脳出血、クモ膜下出
パーキンソン病、各種整形疾患、循環器疾患、認知症 (アルツハイマー型、脳血管型、レビー小体型)、 在宅訪問看護、ターミナルケアを含めた生活期リハ作業

年4月 ～2014年 3月

ョンを企画するなどし、運動器リハを主軸としたレクリエーション活動に従事。
4年 4月 ～2023年 3月

【到達目標】

運動に必要な力学、機能解剖学、筋収縮や運動機能などに関する運動学の基礎知識を学び、正常運動を理解する。上肢・手指・骨盤帯・大腿・膝関節・下腿・足部
の運動と機能、作用する筋について説明することができる。
<具体的な目標>
目標①前期に行つた上肢・手指の運動について復習し理解・説明することができる
目標②骨盤帯の運動について説明することができる
目標③股関節の運動について説明することができる
目標④R黍関節の運動について説明することができる
目標⑤足関節の運動について説明することができる

授業計画・内容

1回 目 (目標①)前期で学習した上肢・手指の関節名と機能について説明できる

2回 目 (目標②)下肢帯の関節運動について説明できる

3回 目 (目標②)骨盤の構造について説明できる

4回 目 (目標③)股関節の関節運動・靭帯名とその機能について説明できる

5回 目 (目標③)股関節の筋の起始停止作用について説明できる

6回 目 (目標②③)下肢帯・股関節のまとめ(小テスト)

7回 目 (目標④)膝関節の構造について説明できる

8回 目 (目標④)膝関節の関節運動・靭帯名とその機能について説明できる

9回 目 (目標④)R黍関節の筋の起始停止作用について説明できる

10回 目 (目標④)膝関節のまとめ(小テスト)

11回 目 (目標⑤)足関節の構造について説明できる

(目標⑤)足関節の関節運動・靭帯名とその機能について説明できる12回 日

13回 目 (目標⑤)足関節の筋の起始停止作用・足の変形について説明できる

14回 目 (目標⑤)足関節のまとめ(小テスト)

15回 目 ②～⑤のまとめ

準備学習
時間外学習

関与する靭帯、筋の復

筋の復習が必要です
筋の復習が必要です
筋の復習が必要です

(目標O)前期で学習した上肢・手指の運動のメカニズムや制限因子などについて復習します。解割学の知識である上破・手指を構成する関節名
習が必要です
(目標②)各論では骨盤帯の運動のメカニズムや制限因子などについて学びます。解剖学の知識である骨盤帯を構成する関節名、関与する靭帯
(目 標⑥)各論では股関飾の運動のメカニズムや制限因子などについて学びます。解割学の知識である股関節を構成する聞節名、関与する靭帯
(目 標14｀ )各論では膝問節の運動のメカニズムや制限因子などについて学びます。解剖学の知識である1黍関節を構成する問節名、関与する靭帯

評価方法

確認テストを実施する。定期テスHこて知識・技能の到達評価を行う。
●′よヽテスト(150/0)
0定期テスト(850/o)
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

身体の仕組みを学ぶ上で運動学、解剖生理学はベースとなる大切な科目です。
今後疾患を学′Sミ上でこれらの科目を基礎となります。

【使用教科書・教材・参

教科書 :基礎運動学 (第 6版 補訂)医歯薬出版



2023年度 授業概要

学科 :作業療法科

修

択
必

選
必修 年次 1

実務経験

担当教員 1  熱田 生
科目名
(英 )

解割生理学 I

(AnatomicaI Physiology I)
総時間
(単位 )

３０

２

前 期区分

曜日・時限 十 月曜日・3限コース
講義

授業
形態

【授業の学習内容】(※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)
解剖学は人体の構造を知る学問として重要な位置づけであり、生理学は人体の作用または機能を学ぶ学問として重要である。作業療法士が治

療を行うために、人の構造や生理的作用などを考慮し進めていく必要がある。その意味でも解割生理学の理解は必要不可欠と言える。解剖生理

学 Iでは、生物学と並行して解剖学で使用される用語や細胞・組織・器官・器官系などヒトを構成する要素、骨格系など、どのようなものがあるの

か、またその機能的役割は何かなどを中心に学習する。

※九州大学大学院歯学府歯学専攻博士課程、南カリフォルニア大学顎顔面分子生物学研究所で学んだ解剖生理学の知見に基づいて講義を行

解剖生理学の基礎的知識である人を構成する細胞の要素や骨格系の役割、機能について説明することができる。

<具体的な目標>
目標①細胞・組織・器官・器官系など人の身体を構成する要素とその役割について説明できる。
目標②骨格系について説明できる。

1回 目 (目 標①)細胞総論:細胞と組織について説明できる。

2回 目 (目 標①)筋の働き、形態による分類および骨格筋の興奮収縮連関について説明できる。

3回 目 (目 標①)神経の区分、構成について説明ができる。

4回 目 (目 標①)心臓の役割と構造、刺激伝導系について説明できる。

5回 目 (目 標②)骨の形態と構造及び血管と神経の基本的特徴について説明できる。

6回 目 (目 標②)骨の機能・発生、リモデリングについて説明できる。

7回 目 (目 標②)骨格総論、頭蓋骨の基本的構造を理解し、その特徴について説明できる。

8回 目 (目 標②)脊柱の基本的構造を理解し、その特徴について説明できる。

9回 目 (目 標②)胸郭の基本的構造を理解し、その特徴について説明できる。

10回 目 (目 標②)上肢の骨1上肢帯、上腕骨についてその特徴を理解し、説明できる。

11回 目 (目 標②)上肢の骨2前腕部の骨についてその特徴を理解し、説明できる。
12回 目 (目 標②)上肢の骨3手部の骨についてその特徴を理解し、説明できる。
13回 目 (目 標②)下肢の骨1 下肢帯、大腿骨についてその特徴を理解し、説明できる。

14回 目 (目 標②)下肢の骨2下腿、足部の骨についてその特徴を理解し、説明できる。

15 目標①②のまとめ

準備学習
時間外学
習

(目標①②)前提条件として、生物学の理解が重要です。高校で学んだ経験がある方は高校の授業資料を参考にしながら復習す
る。また、学校内で実施している生物学も同様に参考にしながら復習することが重要です。この講義は解剖学の基礎です。この講義
理解が困難となると、この後の解剖生理学Ⅱ以降の講義理解も難しくなります。復習の時間を十分に確保し臨むことが重要です。

評価方法
定期試験結果による判定を行う。
判定基準については、試験規定に基づき、成績評価第12条の通りとする。

てヽ の そ でも、作

受講生へ

のメッ
セージ

療法士になるためには学ばなければならない必須分野と言えます。解剖生理学分野だけで見ても過去国家試験問題は多くの出題
がされています。この分野をしつかり理解できることは作業療法士に近づく大きな一歩とも言えるでしょう。みなさんが就きたい仕事
である作業療法士に近づくために、まずこの解剖生理学から理解を始めることが大事だと言えます。

講義計画 講義は講義形式となります。使用教材もたくさんあるので、講義開始前5分前には必ず使用教材を教務室に取りに来てく
ださい。講義内容は解剖生理学の基礎的内容となつています。講義を遅刻・欠席すると内容理解が難しくなりますので、遅刻・欠席

使用教科書・教材・参考書】
〈教科書〉

野村峨編 :標準理学療法学・作業療法学専門基礎分野 解剖学 医学書院
石澤光郎他 :標準理学療法学・作業療法学専門基礎分野 生理学 医学書院
病気が見える11運動器・整形外科 メディックメディア

く使用教材〉

講義資料 (毎講義前に提示)、 人体模型、PC、 マイク、プロジェクター



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

解剖生理学 Ⅱ

(AnatomicaI Physiology Ⅱ)

科目名
(英 )

必修

選択
必修 年次 1

担当教員

実務経験

角 静香

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

火曜日・2限]―ス

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施ずるのか、具体的に記載する)

解割生理学は様々な恨」面から人間を理解する上で、また、理学療法、作業療法の対象疾患・障害の病態や発生メカニズムを理解する上で不可欠な知識である。
生命現象を細胞レベルで理解できるようになるため、生命体の最小単位である細胞や、人間の身体を構成する組織 ,器官の構造と機能について学習する。そして、

身体各部の形態と機能の相互連関を学び、全体として生命を維持する個体としての人体を説明できるようになる。特に解剖生理学Ⅱにおいては、血液、免疫、内分
泌の範囲に焦点を当てて学習し、各々の構造と機能について説明ができるようになる。

※福岡医健専門学校の開校準備から携わり、2002年 4月 の開校から教員として勤務している。2004年 4月 から副校長に就任し、現在まで解剖生理学Ⅱ、病理学の

授業を担当している。

【到達目標】

血液、免疫、内分泌に関係する組織、器官についての形態や血液、免疫、内分泌の機能、メカニズムを適切な解剖学,生理学用語を用いて説明ができる。
(具体的な目標〉
目標①血液の機能や組成、血球・血漿の役割、止血・生命維持のメカニズムについて説明ができる。
目標②血管の構造、循環のメカニズム、動脈・静脈の分布について説明ができる。
日標③免疫の機能やそれに関与する細胞の構造、メカニズムについて説明ができる。
目標④内分泌の機能や内分泌器官の構造、各ホルモンの作用について説明ができる。

授業計画・内容

1回 目 (目標①)血液の機能と組成について説明ができる。

2回 目 (目標①)血球の種類、血球・血漿の役割と止血機構について説明ができる。

3回 目 (目標①)血液型の性質と輸血の適合について説明ができる。

4回 目 (目標②)血管の構造、体循環と肺循環について説明できる。

5回 目 (目標②)動脈の役割と分布について説明できる。

6回 目 (目標②)静脈、リンパ管の役割と分布について説明できる。

7回 目 (目標③)免疫の機能、メカニズムについて説明ができる。

8回 目 (目標③)リンパ性器官と免疫に関わる細胞の役割について説明ができる。

9回 目 (目標③)免疫反応の種類と抗体の機能について説明ができる。

10回 目 (目標④)内分泌系器官の機能とホルモンの一般的性質について説明ができる。

11回 目 (目 標④)視床下部―下垂体系、松果体の機能と分泌されるホルモンの作用について説明ができる。

12回 目 (目標④)甲状腺、上皮小体の機能と分泌されるホルモンの作用について説明ができる。

13回 目 (目標④)膵臓の機能と分泌されるホルモンの作用について説明ができる。

14回 目 (目標④)副腎、性腺の機能と分泌されるホルモンの作用について説明ができる。

15回 目 目標①～④のまとめ

準備学習
時間外学習

●血液、免反、内分泌の構造と機能について理解するためには、解剖字・生I里字の教科書をもとに、血瀬、免疫、閃分泌の項日について予習が必要で

す。
●授業の振り返りとして小テストを実施するため、毎回の授業の復習が必要です。

評価方法

定期試験にて知識の到達評価を行う。授業の振り返りとして小テストを行う(計 3回 )。
●定期試験 (700/0)
0小テスト(300/o)
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

理学療法士、作業療法士として対象者を治療するためには、人体の仕組みについて深く理解しておく必要があります。解剖生理学は、人体の仕組みに
ついて理解する上で基盤となる知:哉であり、疾病・障害とその治療について学んでいくためにも重要です。覚えなければならない解剖生理学用語が多
いため、予習・復習を怠らず、記憶に定着させていきましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :野村山義編 :標準理学療法学・作業廉法学専門基礎分野 解剖学 第5版 医学書院
石澤光郎,富永淳 著 :標準理学療法学・作業療法学専門基礎分野 生理学 第5版 医学書院



2023年度 授業概要

学科 :作業療法科

科目名
(英 )

解剖生理学Ⅲ

(AnatomicaI Physiology Ⅲ)

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 西嶋 克司

実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

2

開講区分

曜日・時限

後期

コース

【授業の学習内容】(※冥務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を異施するのか、具体的に記敦する)

解剖学は人体の構造を知る学問として重要な位置づけであり、生理学は人体の作用または機能を学ぶ学問として重要である。作業療法士が治

療を行うために、人の構造や生理的作用などを考慮し進めていく必要がある。その意味でも解剖生理学の理解は必要不可欠と言える。解剖生理

学Ⅲでは、解剖生理学 I・ Iで学んだ解剖生理学の基礎分野を発展させて各臓器別の特徴などを中心に学習する。

※九州大学理学部生物学科、九州大学大学院博士課程理学研究科生物学専攻で学んだ解剖生理学の知見に基づいて講義を行う。

【到運目標】
解剖生理学の基礎的知識である人を構成する各臓器の役割や機能について説明ができるようになる。

<具体的な目標>
目標①各臓器の構造的特徴について説明できる。
目標②各臓器の調節機能などについて説明できる。

1回 目 (目 標①)口腔、R困頭、食道の特徴について説明できる。

2回 目 (目 標①)胃、小腸、大腸の特徴について説明できる。

3回 目 (目 標①)肝臓、1率臓の特徴について説明できる。

4回 目 (目 標①)口腔から胃までの消化について説明できる。

5回 目 (目 標①)小腸から大腸までの消化について説明できる。

6回 目 (目 標②)吸収について説明できる。

7回 目 (目 標②)日干臓の機能について説明できる。

8回 目 (目 標①)呼吸器の形態について説明できる。

9回 目 (目 標②)呼吸運動と肺気量について説明できる。

10回 目 (目 標②)ガス交換と呼吸の調節について説明できる。

11回 目 (目 標①)泌尿器の形態について説明できる。

12回 目 (目 標①②)排泄について説明できる。

13回 目 (目 標②)酸・塩基平衡について説明できる。

14回 目 (目 標①)生殖器の特徴について説明できる。

目標①・②のまとめ

準備学習
時間外学
習

(目 標①・②)前提条件として、解剖学的基礎知識の習得が必要です。確認のための講義を何回か準備はしていますが、復習の時
間が不十分であると、本講義を理解する事ができません。そのため、各臓器の構造的特徴や調節機能について理解するという目
標達成が困難となります。予習・復習をしつかりすることを怠らないようにしてください。

評価方法
定期試験結果による判定を行う。
判定基準については、試験規定に基づき、成績評価第12条の通りとする。

受講生へ

のメッセー
ン

魅力 :作業療法士において、解剖生理学の知識があれば、多くの可能性を考慮し治療に至ることができます。その意口禾でも、作業

療法士になるためには学ばなければならない必須分野と言えます。解割生理学分野だけで見ても過去国家試験問題は多くの出題
がされています。この分野をしつかり理解できることは作業療法士に近づく大きな一歩とも言えるでしょう。みなさんが就きたい仕事
である作業療法士に近づくために、この解剖生理学の理解を深めることが重要と思いますので、この機会にしつかりと学ばれてくだ

さい。
講義計画 :講義は講義形式となります。使用教材もたくさんあるので、講義開始前5分前には必ず使用教材を教務室に取りに来てく

ださい。講義内容は解剖生理学 I・ Ⅱを深めていくものとなります。講義を遅刻・欠席すると内容理解が難しくなりますので、遅刻・

く使用教科書〉

野村山義編 :標準理学療法学・作業療法学専門基礎分野 解剖学第5版 医学書院
石澤光郎他 :標準理学療法学・作業療法学専門基礎分野 生理学第5版 医学書院

〈使用教材〉

講義資料 (毎講義前に提示 )、 人体模型、AV教育機材 (液晶ブロジェクター、ビデオ装置など)



2023年度 授業概要

学科 :作業療法科

科目名
(英 )

解剖生理学Ⅳ

( AnatomicaI Physiology Ⅳ )

修
択
必
選

必修 年次 1

担当教員

実務経験 |

熱田 生

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30 開講区分
2 曜日・時限

後期

コース

【授葉の字習内容】(※冥務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を
~夫
施するのか、具体的に記敦する)

解剖学は人体の構造を知る学問として重要な位置づけであり、生理学は人体の作用または機能を学ぶ学問として重要である。作業療法士が治療を行うために、人の

構造や生理的作用などを考慮し進めていく必要がある。その意味でも解剖生理学の理解は必要不可欠と言える。解剖生理学Ⅳでは、神経系を構成する要素としてどの
ようなものがあるのか、またその機能的役割は何かなどを中心に学習する。

※九州大学大学院歯学府歯学専攻博士課程、南カリフォルニア大学顎顔面分子生物学研究所で学んだ解割生理学の知見に基づいて講義を行う。

【全‖達日襟】
神経系を中心としてその特徴を理解し、適切な解剖学・生理学用語を用いて説明できる。
<具体的な目標>
目標①中枢神経系の特徴について説明できる。
目標②末梢神経系の特徴について説明できる。

1回 目 (目標①)ネ申経総論:ネ申経の興奮伝導、シナプスについて説明できる。

2回 目 (目標①)髄膜と脳室系について説明できる。

3回 目 (目標①)大脳の形態11大脳皮質の構造、機能局在について説明できる。

4回 目 (目標①)大脳の形態2:大脳基底核、間脳の機能について説明できる。

5回 目 (目標①)脳幹の形態と機能について説明できる。

6回 目 (目標①)4ヽ脳の形態と機能について説明できる。

7回 目 (目標①)脊髄の形態と機能について説明できる。

8回 目 (目標①)伝導路1:上行性伝導路について説明できる。

9回 目 (目標①)伝導路2:下行性伝導路について説明できる。

10回 目 (目標①)反射について説明できる。

11回 目 (目標②)脳神経1:I～ Ⅵについて説明できる。

12回 目 (目標②)脳神経2:Ⅶ～Ⅲについて説明できる。

13回 目 (目標②)脊髄神経1:頸神経叢、腕神経叢について説明できる。

14回 目 (目標②)脊髄神経2!胸神経叢、腰神経叢、仙骨・尾骨神経叢について説明できる。

15回 目 目標③②のまとめ

準備学習
時間外学習

(目標③②)前提条件として、生物学の理解が重要です。高校で学んだ経験がある方は高校の授業資料を参考にしながら復習する。また、学校内で
実施している生物学も同様に参考にしながら復習することが重要です。この講義は解剖学の基礎です。この講義理解が困難となると、この後の専門
科目の講義理解も難しくなります。復習の時間を十分に確保し臨むことが重要です。また、人の構造的・機能的役割について考えながら講義を受講
できるよう準備して臨むことが重要です。分からない事があれば、そのままにせず確認し理解できるまで繰り返し学習することが必要です。

評価方法
定期試験結果による判定を行う。

判定基準については、言式験規定に基づき、成績評価第12条の通りとする。

には学ばなければならない必須分野と言えます。解剖生理学分野だけで見ても過去国家試験問題は多くの出題がされています。この分野をしっかり
理解できることは作業療法士に近づく大きな一歩とも言えるでしょう。みなさんが就きたい仕事である作業療法士に近づくために、まずこの解剖生理
学から理解を始めることが大事だと言えます。
講義計画 !請義は講義形式となります。使用教材もたくさんあるので、講義開始前5分前には必ず使用教材を教務室に取りに来てください。講義内容
は解剖生理学の基礎的内容となつています。神経系など今まで学習した事の無い内容が多く含まれると思います。毎講義理解を深めることができる
よう積極的な参加を期待しています。

に て` 、

受講生への
メッセージ

く教科書〉

野村山義編 :標準理学療法学・作業療法学専門基礎分野 解割学 医学書院
石澤光郎他 :標準理学療法学・作業療法学専門基礎分野 生理学 医学書院
病気が見える7月凸・神経 メディックメディア

く使用教材〉

講義資料 (毎講義前に提示)、 人体模型、AV教育機材 (液晶プロジェクター、ビデォ装置など)

使用教科書・教材・参考書】



2023年度 授業概要
学科 :作業療法科

科目名

(英 )

機能解剖学 I

( Functional Anatomy I )

必修

選択
必修 年次 1

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

開 分

5

３ ０

２

コー ス

【授業の学習内容】(※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)
臨床現場、実習において解割学的知識を理解する事は重要である。そのために、1年次で学習する解剖学の内容を整理していく必要がある。具体的手法として、骨・

筋を実際に触察した上で体表に描出し、立体的に人体の骨・筋の位置関係を認識する。視覚的に認識する事で従来の学習形態に比べ解割学を理解しやすく、その機
能を深く考えることが出来る。これにより、解剖学的知識の整理に大きく役立つ。
また、骨・筋の知識を整理・理解できるとその後に考えるべき治療に繋がる。実際の治療場画を体験する事により、解剖学を理解する重要性を学ぶ。機能解剖学 Iで
は、治療場面で主に用いる体幹や肩甲帯、上肢の骨指標・筋を触察し、実際の治療を体験する。

キ実務者経験 IB召和63年 ～理学療法士として病院勤務、一般臨床医学分野に関わつた。平成12年～平成19年福岡市介護認定委員として活動を行う。
1)

*実務経験 :2005年 4月 より現在まで整形外科病院に所属している。術後の急性期から慢性疾患まで整形外科疾患を担当。2018年 4月 には運動器認定理学療法士を

取得。
D

MTA(マイオチューニングアプローチ)を治療手法として用いるために、解剖学的な基本的知識を習得する。患者様の触察ができるようになるために、まずは正常な身
体が実際どのようになつているのかを理解し、本講義終了時には、それぞれの説明ができるようになる。

<具体的な目標>
目標①各講義で提示した筋がどの骨指標に付着しているか理解し、それぞれを触察することができる。
日標②教員が実施したデモ内容を模倣し、正しい立ち位置で描出することができる。
目標③関節の運動方向について説明できる。

1回 目
(目 標(1))オリエンテーション、肩甲骨の形状・各骨指標の高さを説明できる。

MTA(マ イオチューニングアプローチ)の基本的な流れについて説明できる。

2回 目 (目 標①)骨・筋の描出する際の注意点について説明できる。

3回 目 (目 標① )肩 甲骨の触察～描出できる。

4回 目 (目標①)肩甲骨に付着する筋を触察、抽出できる。

5回 目 (目標②)治療体験を通して、肩甲骨周囲筋の治療ができる。

6回 目 (目標①)肩甲骨に付着する筋の特徴を把握し、説明できる。

7回 目 (目標①～③)小テスト(1回 日)。 治療体験を通して、肩甲骨周囲筋の触察～描出できる。

8回 目 (目標①)広背筋、肩甲下筋、大円筋の起始・停止・作用,ネ申経支配を説明できる。各筋の特徴を把握し、説明できる。

9回 目 (目標②)治療体験を通して、広背筋、肩甲下筋、大円筋の触察～描出できる。

10回 目 (目標①)上腕二頭筋、烏口腕筋、小胸筋の起始・停止・作用・ネ申経支配を説明できる。各筋の特徴を把握し、説明できる。

11回 目 (目標②)治療体験を通して、上腕二頭筋の触察～描出できる。

12回 目 (目標①)上腕骨内側上顆、外側上顆に付着する筋の特徴の把握し、説明できる。

13回 目 (目標①～③)小テスト(2回 目)。 治療体験を通して、長・短携側手根伸筋の触察～描出ができる。

14回 目 (目標①～③)前腕の筋群の触察～描出を行う。

15回 目 (目標①～③)1回目～14回 目のまとめ

準備学習
時間外学習

(目標①)前提として、解剖学の理解が不可欠です。各講義前に講義対象となる骨指標、筋名の予習が必要です。
(目標②)事前に動画で立ち位置などを確認したい場合は、動画撮影した教材を提供します。
(目標③)運動学と連携した学習が必要です。体幹・上肢帯・上肢が講義範囲のため、特に肩甲骨と肩甲上腕関節の運動の違いは重要です。
(目標①～③)小テストを2回実施予定です。それぞれのテスト対策として講義の復習が必要です。

評価方法

体表上に描出することが上手か下手かは評価対象にならない。触察時のポイントとなる内容を描出できるかどうか、解剖学的知言哉の到達評価を
小テスト・定期試験によって行う。
●小テスト(200/O)
●定期試験 (800/O)
割合で成績評価を行う。

者 に になるためには、 としての は や 、 の の 正

受講生への
確性が向上するとともに、問題点の抽出～治療効果判定などに大いに役立ちます。また臨床で活躍をされ、経験豊富な講師の先生に実際の治療

技術を交えながら受ける事の出来る講義は多くは無いと思います。講義への積極的な参加を期待します。

メッセージ 講義計画 :本講義は講義・演習形態となります。いつでも演習が出来るように、毎講義実習着を着用での参加となります。忘れずに着替えて参加下
さい。また、用意する機材も多いので、講義直前に慌てて準備する事の無いよう事前準備をしつかりして臨んでください。

【使用教科書・教材・参考書】

く使用教科書〉河上敬介 磯貝 香 :改訂第2版骨格筋の形と触察法大峰閣
(使用教材〉

体表上に描出するためのマーカー・実習着・タオル・枕・プロジェクター・デモ確認動画



2023年度 授業概要
学科 :作業療法科

科目名
(英 )

機含ヒ解音J学  Ⅱ
( Functional Anatomy Π )

必修
選択

必修 年次 1

担当教員

O

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

30

2

開講区分 | 後期

コース 曜日・時限 |

【授業の学習内容】(※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)
臨床現場、実習において解剖学的知識を理解する事は重要です。そのために、1年次で学習している解剖学の内容を整理していく必要があります。具体的手法とし
て、骨・筋を実際に触察した上で体表に描出し、立体的に人体の骨・筋の位置関係を認識していきます。視覚的に認識する事で従来の学習形態に比べ解剖学を理解し
やすく、その機能を深く考えることが出来るものと思われます。これにより、解剖学的知識の整理に大きく役立つと考えられます。
また、骨・筋の知識を整理・理解できるとその後に考えるべき治療に繋がります。実際の治療場面を体験する事により、解剖学を理解する重要性を学びます。機能解
剖学 Iでは、治療場面で主に用いる腰背部や骨盤、下肢の骨指標・筋を触察し、実際の治療を体験していきます。

*実務者経験 :昭和63年～理学療法士として病院勤務、一般臨床医学分野に関わつた。平成12年 ～平成19年福岡市介護認定委員として活動を行う。
1)

*実務経験 :2005年 4月 より現在まで整形外科病院に所属している。術後の急性期から慢性疾患まで整形外科疾患を担当。2018年 4月 には運動器認定理学療法士を

取得。
D

【到達目標】
MTA(マイオチューニングアプローチ)を治療手法として用いるために、解剖学的な基本的知識を習得する。患者様の触察ができるようになるために、まずは正常な身
体が実際どのようになつているのかを理解し、本講義終了時には、それぞれの説明ができるようになる。

<具体的な目標>
目標①各講義で提示した筋がどの骨指標に付着しているか理解し、それぞれを触察することができる。
目標②教員が実施したデモ内容を模倣し、正しい立ち位置で描出することができる。
目標③MTAアプローチの基礎となる流れを実施することが出来る。

1回 目
(目標①、③)オリエンテーション、脊椎棘突起・骨盤・大腿骨のランドマーク、脊柱起立筋、腰方形筋の特徴を説明できる。

MTAの 流れについて説明できる。

2回 目 (目標②)治療体験を通して、脊柱起立筋、腰方形筋を触察し描出ができる。

3回 目 (目標①)大殿筋、中殿筋を触察し描出ができる。

4回 目 (目標②)大殿筋、中殿筋の治療体験をおこなう。

5回 目 (目標①)大腿四頭筋、縫工筋を触察し、描出ができる。

6回 目 (目標②)大腿四頭筋、縫工筋の治療体験をおこなう。

7回 目 (目標①～③)小テスト(1回 目)大腿二頭筋、半1建・半膜様筋を触察し、描出ができる。

8回 目 (目標②)大腿二頭筋、半Л建・半Л莫様筋の治療体験をおこなう。

9回 目 (目標①)前胆骨筋、長趾伸筋、長母趾伸筋を触察し、描出ができる。

10回 目 (目標②)前胆骨筋、長趾伸筋、長母指伸筋を治療体験をおこなう。

11回 目 (目標①)月
'F腹

筋、ひらめ筋、後胆骨筋を触察し、描出ができる。

12回 目 (目標②)月
'F腹

筋、ひらめ筋、後艇骨筋の治療体験をおこなう。

13回 目 (目標①～③)小テスト(2回 目)1～ 12回講義までの振り返りを行い、全体の触察を行い描出ができる。各筋に対してMTAを実施できる。①

14回 目 (目標①～③)1～ 12回講義までの振り返りを行い、全体の触察を行い描出ができる。各筋に対してMTAを実施できる。②

15回 目 (目標①～③)まとめ

準備学習

時間外学習

(目標①)前提として、1年次の解剖学の理解が不可欠です。各講義前に講義対象となる骨指標、筋名の予習が必要です。
(目標②)事前に動画で立ち位置などを確認したい場合は、動画撮影した教材を提供します。
(目 標③)MTAは 一般理学療法関連書籍に記載の無い特別な技術となります。参考書籍等闘覧したい場合は、教材を提供します。
(目模①～⑥)小テストを2回実施予定です。それぞれのテスト対策として、講義の復習は必要です。

評価方法

体表上に描出することが上手か下手かは評価対象にならない。触察時のポイントとなる内容を描出できるかどうか、解剖学的知識の到達評価を小

テスト・定期試験によって行う。
●小テスト(200/o)
●定期試験 (80。/o)

割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

魅力:患者様に信頼される作業療法士になるためには、治康者としての知識・技術は重要です。骨指標や、筋の触零が可能になると模査測足の正
確性が向上するとともに、問題点の抽出～治療効果判定などに大いに役立ちます。また、臨床で活躍をされ経験豊富な講師の先生に実際に治療技
術を交えながら、受ける事の出来る講義は多くは無いと思います。積極的な講義への参加を期待しています。
授業計画 :本講義は講義・演習形態です。いつでも演習が出来るように毎講義実習着着用で参加してください。忘れずに持参してください。また、用
意する機材も多いので、講義直前に慌てて準備する事にならないよう、事前準備をしつかりして臨んでください。

のマーカー ブロジェルる

【使用教科書・教材・参 書】

河上敬介 磯貝 香 :改訂第2版骨格筋の形と触察法 大峰閣
使用教科書〉

用教材〉

に孝占



2023年度 授業概要
学科 :作業療法科

科目名
(英 )

社会福祉論

(Soc at Werare Theory)

必修  |
選択  |

必修 年次 1

担当教員 木塚 大成

O実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

2

開講区分 前期

金曜 日'3限コー ス 曜日・時限

【授業の学習内容】(※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)
社会福祉原論では、社会福祉とは1可かを理解し、これから社会福祉を学ふ上で必要となる原理と体系の基礎を学ぶ。まず、社会福祉の背景となる現代社会と生活
問題を前提として、社会福祉がなぜ必要かを理念と思想などの歴史的背景から紐解きながら社会福祉の現在・今後の取り組みについて学ふ。

※実務者経験 :社会福祉士として、社会福祉法人身体障害者授産施設で10年勤務した経験からH16年より福祉に関する教育に携わる。

【全‖達日程】

社会福祉について、理解し,歴史から現代社会福祉の仕組みについて自分の意見を述べる事ができる。様々な保険制度のついて説明できる。

<具体的な目標>
目標①社会福祉の歴史を学ぶことで、現在の法体系がどのようになされているのか、想像し説明できる。
日標②「個人」「家族」「集団・地域社会」をテーマとし、人間と社会を整理し社会の仕組みについて説明できる。
日標③社会保障制度(生活保護、年全保険、雇用保険、労災保険)制度について説明できる。

1回 目 (目標①)歴史的背景より、福祉国家をめぐる近年の議論の動向を学び、現代とはどのような時代か説明できる。

2回 目 (目 標②)社会福祉政策の概要を説明できる。

3回 目 (目標②)それぞれの社会福祉政策について理解し、説明できる。

4回 目 (目 標②)社会福祉の政策の課題について説明できる。

5回 目 (目標②)社会福祉の政策原理について説明できる。

6回 目 (目 標②)社会福祉の援助原理について説明できる。

7回 目 (目標②)社会福祉の倫理とは1可か説明できる。

8回 目 (目標①)近代社会の社会福祉理論を(ロールズとセンを中心に)説明できる。

9回 目 (目標②)社会福祉の対象について説明できる。

10回 目 (目標②)社会福祉の実践に必要なことが何か説明できる。

11回 目 (目標②)社会福祉の主題(ニーズと資源、自己決定、スティグマ等)を説明できる。

12回 目 (目 標3)生活保護制度 I(原理と原則、扶助の種類)について説明できる

13回 目 (目 標3年金保険制度 I(公的年金の種類、給付と種類と仕組み)について説明できる。

14回 目 (目 標3雇用保険制度と労災保険制度(それぞれ給付の種類など)について説明できる。

15回 目 (目標①②⑥)定期試験

準備学習
時間外学習

(目 標①)現代社会における「1□人」「家族」「地域」の関係性に関する記述 (新聞記事やweb情報)を調べ、講義イメージが出来るよなう準備が重要で

す。
(目 標②)変遷した法制度に基づいて現代の社会保障となつた理由などを事前に調べ、講義イメージが出来るよう準備が重要です。
(目 標③)生活保護、年全保険制度、雇用保険制度、労災保険制度を中心に学習を行います講義中のみでは間き慣れない言葉も多く使われると思
います。そのため、復習が重要です。
全体として、聞き慣れない言葉が多く、理解が難しい内容が含まれていると思います。そのためにも予習 ,復習を行い、社会保障の全体像が捉えられ
る様に学習を進めていくことが重要です。

評価方法
定期試験結果による判定を行う。
判定基準については、試験規定に基づき、成績評価第12条の通りとする。

対する幅を意味します。基本的にはケアマネージャーが行う役割になりますが、作業療法士がその専門性を活かしてアドバイスできる事も大いにあ
るでしょう。それ故、社会保障・社会制度に対する知識を持つことで身体機能面だけでなく、社会的資源の支援が出来てこそ本当の意味での生活支
援となると言えます。社会福祉原論は、その社会保障制度の基礎・基盤を知るものです。この機会に学びを深め、患者様を支える事の出来る作業療

つ

受講生への
メッセージ

士を目指して下さい。

【使用教科書・教材・参考書】
〈教科書〉なし

く使用教材〉
講義資料、ホワイトボード、ボードマーカー(黒・赤・青)



2023年度 授業概要

学科 :作業療法科

科目名
(英 )

小児科学

( Pediatrics )

必修

選択
必修 年次 2年

担当教員 | 桑原みゆき

実務経験 | ○

授業
形態

講義
総時間
(単位)

開講区分 前期

日・

30

2コース  |
【技栗の

~子
習困谷】(※笑務橙験のある教員、矢日見を石する子文員が、どのよっな技栗を冥施するのか、具l本的に記戦する)

小児科学では、作業療法と関連する小児科学の基礎や小児期によく見られる疾患の知識を中心に学習する。その中でも特に成長と発達、小児の栄

養・保健、アレルギー疾患、感染症、循環器、呼吸器、血液・造血器、代謝・内分泌、腎・泌尿器、神経系の疾患に関する基礎的知識を習得する。

*実務経験 :重症心身障害児を含む入所、通園施設においてリハビリテーション部門に所属 (1979～ 84)、 リハビリテーション病院において小児疾患の外
来業務 (発達障害)(1991～ 97)地域行政の中で小児疾患の療育担当<1991～ 現在>
主業務は、小児の障害に対してのリハビリテーション(作業療法を主として)と家族指導、保育施設、学校への訪問援助を行つている。

【剣達日裸】
1年次に学んだ「人間発達」を基盤として、各領域 (身体・運動・認知・心理など)の疾患、病態、障害を理解し、特徴を説明できる。
<具体的な目標 >
目標①小児の成長・発達や特徴について説明できる。
目標②小児の各疾患の特徴について説明できる。

授業計画■内容
1回 目 (目標①)オリエンテーション・「人間発達」の学習を踏まえて「小児科学」で学びたいこと、疑問など自身の言葉で述べることができる。

2回 目 (目標①)月台児期から小児期の成長、発達の概要を再学習し、説明できる。

3回 目 (目標①)小児の診断と治療の概要について理解し、発達評価について説明できる。

4回 目 (目標②)新生児・未熟児の疾患(PVLを中心に)について理解、説明できる。

5回 目 (目標②)先天異常と遺伝病(ダウン症を中心に)について説明できる。

6回 目 (目標②)小児の骨・筋(骨形成不全、筋ジストロフィーを中心に)疾患について理解、説明できる。

7回 目 (目標②)小児の神経系疾患(てんかん、発達障害、三分脊椎、分娩麻痺、三分脊椎を中心に)について理解、説明できる。

8回 目 (目標②)小児の循環器系疾患・呼吸器系疾患について説明できる。

9回 目 (目標②)小児の感染症、消化器疾患、内分泌・代謝疾患、血液疾患について説明できる。

10回 目 (目標②)小児の免疫・アレルギー疾患、腎・泌尿器・生殖器疾患、悪性腫瘍について説明できる。

11回 目 (目標②)小児の免疫・アレルギー疾患、腎・泌尿器・生殖器疾患、悪性腫瘍について説明できる。

12回 目 (目標②)重症心身障害児について理解、説明できる。

13回 目 (目標②)児童虐待の分類、今日的現状と課題について説明できる。

14回 目 (目標②)視覚機能・聴覚機能の疾患や合併症としての障害について説明できる。

15回 目 目標①・②のまとめ

準備学習

時間外学習

(目標6)′ 1ヽ児疾思、障害を理解するために、解剖生理学、人間発達学の復習を行う。
(目標②)①の学習で小児領域の基礎医学と臨床医学の繋がりを理解する。

評価方法

定期試験に加え、レポートや授業への取り組み、出席により評価ずる。
・定期試験結果 (90%)
・レポート提出 (5%)
・出席状況(5'も )

割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセーン

・小児期における疾患、障がいを学ぶことは、身体、精神・心理の成長過程を知ることであり、それは自身を理解し、作業療法士という職
業の魅力の一端を知る機会になると思います。小児分野に興味を持つていただき積極的に学習されることを望みます。
・2年次は1年次に学習した基礎医学から臨床医学へと進みますので、1年次に学習したことを復習し、知識を積み重ねていくことが重要
になります。基本は講義形式ですが、感覚運動学習を取り入れたり、疑間に思つたことを自ら調べ学習をして発表もしていただこうと考え
ていまず。

【使用教科書・教材・参考書】
く教科書〉

冨田 豊著:標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 月ヽ児科学 第5版 医学書院
く使用教材〉

講義資料 (毎講義前に提示 )、 PC、 マイク、プロジェクター、(スピーカー )



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科         _

科目名
(英 )

職業関連技術論

(」 ob― retated Skill)

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 :

実務経験 :

日下部 修

○

授業
形態

講義
総時間 :  30
(単位):  2

開講区分

曜日・時限

後期

]―ス

【授業の学習内容】(※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

本講義では、障がい者の就労支援を中心としたキャリア形成について教授します。そのためには、まず、ひとのキャリア形成について基本的な知識を講義します。次
いで、障がい者におけるキャリア形成 (再形成)がどのように行われるかを基本的な考えを講義します。これらのキャリア論を根底にして、成人領域に該当する就労
支援及び特別支援学校における取り組み、終末期の作業療法がどのように実践されるか現場の見学を通して学びします。

※実務経験 :1994～ 1996年 回復期・維持期及び訪間のリハビリテーションに従事した。同時期に保健所の地域保健活動に作業療法士として参加した。
2010～ 2012年急性期病院のリハビリテーションに従事した。
1997～ 2006年 、2015～ 2017年老人デイケアの業務に従事したぃ

【到達目標】

目標① :キヤリア形成について自分なりの見解を述べることができる。
目標② :「障害者の就労」について、背景、評価、支援について述べることができる。
目標③ :終末期の援助について、その概要と意味について自分なりの見解を述べることができる。

授業計画・内容

1回 目 目標① :オリエンテーション、ひとのキャリア形成について概略を簡潔に説明できる

2回 目 目標① :障害者のキャリア形成について概略を簡潔に説明できる

3回 目 目標② :ひとと職業(障がい者が働くことの意味)について概略を簡潔に説明できる

4回 目 目標② :障害者の就労にかかわる諸制度について概略を簡潔に説明できる

5回 目 目標② :障害者の就労支援過程について概略を簡潔に説明できる

6回 目 目標② :就労支援に関わる作業療法 <評価>の技法を簡潔に説明できる

7回 目 目標② :就労支援に関わる作業療法 <介入>の段取りや方法を簡潔に説明できる

8回 目 目標② :就労継続支援A及びBの見学を通して施設概要について説明できる

9回 目 目標② :福祉工場の見学を通して施設概要について説明できる

10回 目 目標②特別支援学校で行われる教育について概要を説明できる

11回 目 目標② :作業学習の実施場所と目的、一般的な方法の概略を説明できる

12回 目 目標② :特別支援学校で実践されている「作業学習」の見学を通してその概略を説明できる

13回 目 目標② :就労支援に関わる施設(障害者職業センター)の見学を通してその業務について概略を説明できる

14回 目 目標③ :終末期について自分なりの見解を述べることができる (井上 久美子)

15回 目 目標③「終末期における作業療法の段取りや方法について概略を説明できる (井上 久美子 )

準備学習 時
間外学習

講義内容や見学内容について、その字びを深めることを目標としてレボートを記述して頂きたいと思つています。

授業では、週路支援に関わる法制度など時事情報にも触れるので、授業の内容についてくることが容易になるようニュースなどの報道で就労支援に関

わる情報には関心を持ち視聴して頂きたいと思っています。

言平十面方 ,去

①筆記試験(500/o)
②レポート(50%)

受講生への

メッセージ

現代社会に限らず、ひとは社会の中で生きています。言いかえれば、ひとは役割を持つて生きており、このことによってひとは生きがいを感じているので

あす。作業療法士は、対象者が障害を負うことで失つた役割を再度獲得することで「権利」を回復させる役割を持つています。このことを理解のうえで授
業に臨んで気ださい。

【使用教科書・教材・参考書】

【教科書】使用しません
【参考書】授業の中で、適宜紹介します。
【機 材】PC、 プロジェクター、ビデオ装置を使用することがある



2023年度 授業イF光要
学科 : 作業療法科

科目名

(英 )

神経内科学

(Neuro nternal Medicine)

修

択

必

選
必修 年次 2年

|

|

詰義
業

能
心

授

形

総時間 30 開詰区分 後期

単位 2 曜日・時限コース

【授業の学習内容】

神経内科学は解言」生理学で学んだ知識に基づいて、神経内科疾患の概要や各疾患の理解ができるため、講義を中心として進める。神経内科学の主な疾患

としては、パーキンソン病、脳血管障害、認知症など高齢者に多い疾患との関わりがあるが、それだけではなく睡眠障害や精神障害など幅広いテーマに基

づき、理解を深める事を本語義で学習する。

※実務者経験 :

【到達目標】

神経内科疾患について、それぞれの特徴について説明できる。作業療法士として内科疾患との関わりについて説明できる。

(具体的な目標 >

目標①才中経症候について理解し、運動麻痺などさまざまな症状、障害の違いなどを説明できる。

目標②各神経疾患について理解し、それぞれの疾患特徴について説明できる。

日標③神経疾患の概念について説明できる。またその疾患における検査手法についても説明できる。

目標①各種神経疾患のリハビリテーションについて説明できる。

授業計画 1内容

1回 目 (目 標)神経症候について理解し、運動麻痺、運動失調、錐体外路症候について説明できる。

2回 目 (目 標)神経症候について理解し、姿勢反射異常、けいれんとミオクローヌス、筋姜縮、歩行障害、疼痛について説明できる。

3回 目 (目 標)神経疾患について理解し、脳神経障害,球麻痺 (構音障害、疎下障害)や意識障害について説明できる。

4回 目 (目 標)神経症候について理解し、精神障害、認知障害、高次脳機能障害について説明できる。

5回 目 (目 標)神経症候について理解 し、感覚障害について説明できる

6回 目 (目標)神経症伝について理解し、目眩,失神,1重眠障害などの自律神経症候について説明できる。

7回 目 (目 標)神経疾患について理解し、てんかんや電気生理学的検査 (神経伝達速度,他)に ついて説明できる。

8回 目 (目 標)脳血管障害の症候や画像検査所見を読影することができる。

9回 目 (日 標)主 な脳 l・与瘍について説明できる。頭部外傷について説明できる。

10回 目 (日 標)主 な中枢神経感染症について説明できる。

11回 目 (日 様)古推小1尚変|に圧について説明できる。運動ニューロン疾患について説明できる。

12回 目 (日 1宗)脱 nと 'I悲 ぉょび木梢神経疾患について説明できる。脊髄,杏椎疾患について説明できる。

13回 目 (目 4崇 )ミ オバチーを呈する主な疾患について説明できる。先天異常疾患について説明できる

14回 目 (目 操)代 表的な中毒 ,安と病神経疾患について説明できる

15回 目 (目 I票)各神経疾患のリハビリテーションについて説明できる。

準備学習

時間外学習

(日 標)各神経症れえを理解するためには、学習した解剖生理学の理解が必要不可欠です。それぞれのテーマに基づいて復習が重要です

評価方法 判定上:モ■については、岳it噴規定にど|づ き、成績評価第12条の過りとする。

ⅢⅢ;I「句科疾をは■:解なものが多く、その症状の理解には神経にF‐]す る解剖生理学の基礎知i疵が上台になってきます。居牛する与t国が広

受話生への

メッセージ

いので、 t′ っかりと復習と t´ て知「すを身につけてください。

講義計画 :■ rtは i■ lよ

l式 となります。使用教材もあるので、講義開始前5分前には必ず使用教材を教務室に取りに来てください垢斎デtは ‖tir詢 十斗

のド共 ―て,円的「勺Ⅲlと なっています。 iれれを遅女J 欠席すると内容Itlん平が難しくなりますので、遅女J tt ltに は十分に注点してください。

【rf!ナ「;|ケ IWiキ   千1■j   l iFI】

i111斗 ti:

,II― 也イし:リ ハLリ テー |イ PIイ
'pた
ド,I′ⅢⅢ■IP司 IH寺とtr]21,「 lil:出 ‖,

I■ J「 |ヤ巧

i卜|:I IJ(毎 ■ 1■ に止示)、 PC、 マ rク 、ブロジェクター



2023年度 授業概要

学科 :作業療法科

科目名
(英 )

人間発達学

( Human Growth&Devetopment )

必修 |
選択 |

必修 年次 1

担当教員 桑原みゆき

○実務経験

授業

形態
講義

総時間
(単位 )

30

2

開講区分 後期

コース
|

曜日・時限

【授業の学習内容X※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)
胎児期から老年期までの一生涯を一連の人間発達の過程として捉え、各期における身体的機能、運動機能、認知的機能、情緒・社会的機能を理解する。また、社

会、家庭といつた環境との関連性についても理解し説明できる。

※実務経験 :重症心身障害児を含む入所、通園施設においてリハビリテーション部門に所属(1979～ 84)、 リハビリテーション病院において小児疾患の外来業務(発

達障害)(1991～ 97)地域行政の中で小児疾患の療育担当<1991～現在>
主業務は、小児の障害に対してのリハビリテーション(作業療法を主として)と家族指導、保育施設、学校への訪問援助を行つている。

【到達目標】
各発達段階における特徴、正常値・異常値について説明できる。正常発達と発達障害の基本的知識を修得する。

<具体的な目標>
目標①正常発達の各時期における特徴や、発達検査について説明できる。
日標②人の発達を機能と構造の視点から理解し、障害とリハビリテーシヨンについて説明できる。

1回 目 (目標①)人間発達の見方や発達検査について説明できる。

2回 目 (目標①)胎児期・新生児期の発達について説明できる。

3 ヨ (目標①)乳児期の発達について説明できる。

4 ] ヨ (目標①)幼児期の発達について説明できる。

5回 目 (目標①)学童期の発達について説明できる。

6回 目 (目標①)青年期の発達について説明できる。

7 ヨ (目標①)成人期の発達について説明できる。

8 (目標①)老年期の発達について説明できる。

9回 目 (目標②)身体の運動機能と構造の発達と障害について説明できる。

10 (目標②)知覚・認知機能の発達と障害について説明できる。

11 目 (目標②)情緒・社会性の発達と障害について説明できる。

12 (目標②)言語機能の発達と障害について説明できる。

13回 目 (目標②)Π図・神経系の発達と障害について説明できる。

14 (目標②)内部機能の発達と障害について説明できる。

15 目 目標①・②のまとめ

準備学習
時間外学習

(目標①)正常発達の特徴を知るためには、個体差や発達理論を理解する必要があります。授業後の復習が重要となります。
(目標②)機能障害を理解するには、人体の構造を理解する必要があります。他の解剖生理学や運動学などの身体特性を理解した上で、障害とり
ハビリテーションについて学んでいきます。人間発達学だけではなく、他の科目との関連も考えて学ぶことが重要です。

評価方法
定期試験結果による判定を行う。
判定基準については、試験規定に基づき、成績評価第12条の通りとする。

受講生への
メッセージ

作業療法の対象者は、小児から老人まで様々で、リハビリテーションも多様化しています。また、心身の発達過程の中で、逸脱したものやその課題

は何かを学ぶ必要があります。それらを踏まえてリハビリテーシヨンの専門家は対象者のニーズに応じた適切なリハビリテーションを実施していきま

す。したがつて、上記にあるように、この科目を勉強するには、他の科日との関連性を随時考えながら学んでいく必要があります。人間発達だけを考
えて学んではいけません。学ばなければならないことが多いため、予習・復習が大切になる科目です。

【使用教科書・教材・参考書】
〈教科書〉

大城 昌平 著:リハビリテーションのための人間発達学 メディカルブレス



2023年度 授業概要

学科 :作業療法科

科目名
(英 )

整形外科学 I

( Orthopedics I )

必修
選択

必修 年次 2年
担当教員 押領司 俊介

実務経験 | ○
「

授業
形態

講義
総時間 |
(単位)|

30

2 曜日・時限 十
開講 分

日 5

区

コー ス   |
【授業の学習内容】(※

~夫
務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を冥施するのか、具体的に記敦する)

整形外科学 Iは運動器の障害として、リハビリテーションとの関係は密である。その総論、各論について1年次に学んでいる解剖学・生理学・運動学知識と関係を
持たせながら学習する。運動器としての四肢・脊柱の構造・機能を理解し、外傷・障害・疾病によって引き起こされる症状の診断・治療に関する基礎知識を習得する。
これらの知識の上に立って運動器疾患に対する考え方を講義主体で学習する。
*実務経験 :2005年 4月 より現在まで整形外科病院に所属している。術後の急性期から慢性疾患まで整形外科疾患を担当。2018年 4月 には運動器認定理学療法士
を取得。

【到達目標】
運動器の基本的知識を習得する。外傷・障害・疾病によつて引き起こされる症状の診断・治療に関する基礎知識を習得する。

<具体的な目標>
目標①運動器の基本的知識を習得し、整形外科的な診断～治療までの流れを説明できる。
日標②整形外科的疾患の特徴を理解し、説明できる。

1回 目 (目標①)骨、関節、筋、靭帯、腱など運動器の構造や特徴について述べることができる。

2回 目 (目標①)整形外科疾患の診察法について説明できる。

3回 目 (目標①)脊椎の診察法について説明できる。脊椎の疾患の特徴について述べることができる。

4回 目 (目標②)慢性関節疾患について理解し、特徴を説明できる。

5回 目 (目標②)関節リウマチ(RA)とその類縁疾患(主にOAなど)の違いについて説明できる。

6回 目 (目標②)軟部組織・骨・閥節の感染症について理解し、特徴を説明できる。

7回 目 (目標②)末梢神経障害について理解し、特徴を説明できる。(前半)

8回 目 (目標②)末梢神経障害について理解し、特徴を説明できる。(後半)

9回 目 (目標②)骨粗慈症について理解し、特徴を説明できる

10回 目 (目標②)代言身1性骨疾患について理解し、特徴を説明できる。

11回 目 (目標②)良性骨腫瘍について理解し、特徴を説明できる。

12回 目 (目標②)悪性骨腫瘍について理解し、特徴を説明できる。

13回 目 (目標②)転移性骨腫瘍、軟部腫瘍について理解し、特徴を説明できる。

14回 目 (目標②)骨腫瘍類似疾患・骨系統疾患について理解し、特徴を説明できる。

15 目標①②のまとめ口

準備学習
時間外学習

(目標(1))前提条件として、解剖学的基礎知識の習得が必要です。確認のための講義を何回か予定してますが、復習の時間が不十分であると、本
講義の整形外科の役割を理解する事ができません。そのため、診断から治療までの流れを説明するという目標達成が困難となります。事前の準備
をしつかりすることを怠らないようにしてください。
(目標②)整形外科には多くの特徴的疾患が存在します。性差・年齢等の特徴による違いなどは事前に確認しておくなど予習準備が重要です。

評価方法
定期言式験結果による判定を行う。
判定基準については、試験規定に基づき、成績評価第12条の通りとする。

心とした他職種との連携により、症状が軽快し生活状態の改善が見られることで、患者様の笑顔に繋がります。そのためには解剖学・生理学・運動
学的知識に基づき、整形外科疾患の特徴を把握した上で適切な治療を選択していく必要があります。術後など非常に難しい事も多いですが、成果
が見られた時には喜びも大きくなります。この機会に整形外科疾患を理解し、多くの患者様の治療に役立てていただきたいと思います。

講義計画 :講義は講義形式となります。内容は運動器の専門的内容となっており、総論から各論まで幅広く行う予定となります。講義を遅刻・欠

ると内容理解が難しくなりますので、十分に注意が必要です。また使用教材がたくさんあるので、講義開始前5分前には必ず教材を教務室に取りに

きて事前準備を忘れないようお願いします。

し に陥つた方々に対し、

受講生への
メッセージ

し 中のて

【使用教科書・教材・参考書】
く教科書〉

松野丈夫他 :標準整形外科学 第14版 医学書院
〈使用教材〉

講義資料 (毎講義前に提示 )、 ブロジェクター、延長コード *PCは持ち込みますので延長コードの準備をお願いします。



2023年度 授業概要

学科 :作業療法科

必修
必修
選択

年次 2年
担当教員

実務経験

押領司 俊介

○
科目名
(英 )

整形外科学 Ⅱ

( Orthopedics E )

コース  |
講義

授業

形態

総時間
(単位 )

３０

２

後期開講区分

曜日・時限

【授業の学習内容】(※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)
作業療法士としての役割において、その対象として運動器疾患は関わることが多い。本講義では、2年前期で学んだ整形外科学 Iをさらに発展させ、整形外科疾
患各論について学習する。特に骨折脱臼などの治療プロセスや各関節部位における疾患、障がいなどの特徴を学び、選択された治療に応じたリハビリテーション手
法なども含めて学習する。
*実務経験 :2005年 4月 より現在まで整形外科病院に所属している。術後の急性期から慢性疾患まで整形外科疾患を担当。2018年 4月 には運動器認定理学療法士
を取得。

運動器疾患との関わりを理解し、整形外科疾患の病態や症状に加え、それぞれの疾患の好発年齢や性差などの特徴について説明することができる。

<具体的な目標>
目標①各関節の解剖学的特徴を説明できる。
日標②整形外科分野の代表的疾患を列挙し、その特徴について説明できる。

1回 目 (目標②)外傷総論、軟部組織損傷について説明できる。

2回 目 (目標②)外傷のプライマリーケアについて説明できる。

3回 目 (目標①)頚椎部の解剖学的特徴が説明できる。頚椎部でみられる代表的疾患を列挙し、その特徴について説明できる。

4回 目 (目標①)胸部、胸椎、腰椎の解剖学的特徴が説明できる。胸部、胸椎、腰椎でみられる代表的疾患を列挙し、その特徴について説明できる。

5回 目 (目標②)脊椎・脊髄損傷について説明できる。(前半)

6回 目 (目標②)脊椎・脊髄損傷について説明できる。(後半)

7回 目 (目標①)骨盤・下肢の骨折の特徴を説明できる。骨折と脱日の違いと特徴について説明できる。

8回 目 (目標①)股関節の解剖学的特徴が説明できる。股関節でみられる代表的疾患を列挙し、その特徴について説明できる。

9回 目 (目標①)膝関節でみられる代表的疾患を列挙し、その特徴について説明できる。

10回 目 (目標①)足関節と足趾の特徴的疾患を列挙し、その特徴について説明できる。

11回 目 (目標②)上 R支の骨折の特徴を説明できる。骨折と脱国の違いと特徴について説明できる。

12回 目 (目標①)肩関節でみられる代表的疾患を列挙し、その特徴について説明できる。

13回 目 (目標①)月寸関節の解剖学的特徴が説明できる。肘関節でみられる代表的疾患を列挙し、その特徴について説明できる。

14回 目 (目 標①)手間節および手指の解剖学的特徴が説明できる。手関節および手指でみられる代表的疾患を列挙し、その特徴について説明できる。

15回 目 目標①②のまとめ

準備学習
時間外学
習

(目 標①)各関節における解剖の理解と、運動学で学んだ各関節運動の理解が重要です。また、解剖生理学で学んだ骨格筋との関連についても理
解が重要です。これらの科目の復習が必要です。
(目 標②)整形外科分野には多くの疾患があり、特徴が似ているものも多いと言えます。そのため、好発年齢や性差といつた疾患特徴を列挙するた
めには、それぞれの疾患特性についてはまず予習を行つておくことが重要です。講義前には必ず一度目を通すように心掛けてください。

評価方法
定期試験結果による判定を行う。
判定基準については、試験規定に基づき、成績評価第 12条の通りとする。

の い めなし に つ 々 に し

受講生へ

のメッセー
ン

心とした他職種との連携により、症状が軽快し生活状態の改善が見られることで、患者様の笑顔に繋がります。そのためには解剖学・生理学・運動

学的知識に基づき、整形外科疾患の特徴を把握した上で適切な治療を選択していく必要があります。術後の作業療法など非常に難しい事も多いで

すが、成果が見られた時には喜びも大きくなります。この機会に整形外科疾患を理解し、多くの患者様の治療に役立てていただきたいと思います。

講義計画 講義は講義形式となります。使用教材もたくさんあるので、講義開始前5分前には必ず使用教材を教務室に取りに来てください。講義内容
は運動器の専門的内容となっています。講義を遅刻・欠席すると内容理解が難しくなりますので、遅刻・欠席には十分に注意してください。

【使用教科書・教材 '参考書】
く教科書〉

松野丈夫他 1標準整形外科学第13版 医学書院

く使用教材〉

講義資料 (毎講義前に提示 )、 ブロジェクター、延長コード *PCは持ち込みますので延長コードの準備をお願いします。



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

精神医学

(Psychiatry)

必修
選択

必修 年次
担当教員 :

実務経験 :

中村 薫

○

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

後期開講区分 :

曜日・時限 :
ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

近年、老年期疾患、脳損傷や発達障害をはじめ、精神・心理障害と身体障害を合わせもつ者が急増しており、作業療法や理学療法、さらには障害受容に至る

心理的 援助もリハビリテーション専門職に期待されている。 精神医学を学ぶことは精神的・社会的存在としての人間を深く理解することにつながる。
ここでは、作業療法学や理学療法学を学ぶための基礎として、精神機能の障害としての精神症状や、それをもたらす精神疾患の成因や診断、治療などについ

て学ぶ。

*平成10年～現在 :精神科病院での医師としての実務経験を有する。

【到達目標】

目標① 精神障害にかかわる概念、精神医学の歴史、国際疾病分類について説明できる。

目標② 精神機能の障害と精神症状について説明できる。

目標③ 神経学的診断方法、心理テスト、精神機能各種検査法について説明できる。

目標④ 精神障害の一般的疾患について理解し、説明できる。(成因、症状、診断、経過、治療など)

目標⑤ 精神障害の治療とリハビリテーションについて理解し、説明できる。

授業計画Ⅲ内容

1回 目
(目 標①)精神障害にかかわる概念(正常と異常、病気と疾患、精神障害者の定義)について説明できる。精神医学の歴史について説明できる。成因と
分類について説明できる。

2回 目 (目標②)精神機能の障害:知能・注意・見当識・′l生格'記憶・感情・意欲・自我意識とその障害について説明できる。

3回 目
(目 標(2))精神機能の障吾 :矢日覚の障冒 (鉛覚、幻覚)、 思考とその障冒(思路、思考体験、思考内容の l早

‐
冒)、 病識と病感、主な状態像について説明で

きる。

4回 目
(目 標(3))イ申経学的補助診断(脳波、髄液検査)、 心理検査 (知能検査、記銘力検査、HDS、 MMSE)、 パーソナリティ検査、精神症状の評価について説
明できる。

5回 目 (目標④)脳器質性精神障害(大脳皮質の変性疾患、ハンチントン病、脳の感染症、CO中毒等)について説明できる。

6回 目
(日 標⑭ )圧状性精神障吾 (膠原病、甲状腺機能障吾、生夕E精神属)について説明できる。 精神作用物質による精神および行動の障吾について説明
できる。

7回 目 (目標④)てんかん(発作型、精神症状、てんかん重積状態、予後、熱性けいれん、治療、薬物療法、副作用)について説明できる。

8回 目 (目標④)統合失調症(疫学、表現面、精神面に現れた症状、ブロイラー、シユナイダーの考え方、古典的病型、成因)について説明できる。

9回 目 (目標⑤)統合失調症(生活のしづらさ、経過と予後、予後を左右する因子、治療とリハビリテーション)について説明できる。

10回 目
(日 標⑭ )気分 (思 f盾 )I厚吾 (概念、病型、うつ病、疫字、厄状、重圧 F又、評1両尺度、遺伝・

′
l生橋・状況因、神維料字的変化、躁うつ届、治療)について説明

できる。

11回 目 (目標④)ネ申経症性障害(捉え方、不安性障害、ストレス関連障害、恐怖症、強迫性障害)について説明できる。

12回 目
(目 標⑭)解離性 (転換性)障害、身体表現性障害、治療 (薬物、精神療法)について説明できる。摂食障害、睡眠障吾について説明できる。パーソナリ
ティ障害、行動(習慣、衝動)の障害について説明できる。

13回 目
(目 標④)知的障害(脳性麻痺、Down症候群、フェ三ルケトン尿症、クレチン病)について説明できる。心理的発達の障害(特異的発達障害、小児自閉
症、アスペルガー症候群)について説明できる。心身症について説明できる。

14回 目 (目標⑤)精神障害の治療とリハビリテーション(インフォームドコンセント、精神療法、薬物療法、身体療法)について説明できる。

15回 目 (目標⑤)精神保健福祉法について説明できる。社会現象とメンタルヘルスについて説明できる。

準備学習
時間外学習

教 科 書 を読 み 遅 め な が ら解 口見を刀日えてい くた め 、教 科 書 を読 ん で の 予 首・恨 習 が 重 要 とな ります 。

評価方法

足 剛 証 嵌 福 果 による判 足 を行 う。

判定基準については、試験規定に基づき、成績評価第12条の通りとする。

受講生への
メッセージ

精神医学は国家試験においても必須となりますが、リハビリテーションの治療場面においても身体機能面のみならず、患者や障害者の精神・心理面の
障害を理解することは大変重要になります。 また精神医学を学ぶことはル ビヽリテーションの対象者だけでなく、学校におけるメンタルヘルス、職場に
おけるスタッフのメンタルヘルスにも役立つことと思います。

【使用教科書・教材・参考書】

標準理学療法学・作業療法学専門基礎分野「精神医学」第4版 医学書院



2023年度 授業概要

学科 :作業療法科

科目名
(英 )

内科学
(Internal Medicine)

修
択
必
選

必修 年次
当

実務経験
2年

授業
形態

講義
総時間
(単位)

開講区分 |

口

３０

２

前期

火曜・2限ヨース  |
【授業の学習内容】(※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)
内科学 Iでは、1年次で学習した生理学知識に基づいて、様々な内科的症候や疾患について学ぶ。日常で見られる発熱は、どのような疾患に見られるのかなどを知り、作業療法
士として今後関わつていく患者様の状態を想像しながら、病気について学ぶ。同時に解剖生理学で学んだ知識を再確認しながら、疾患との関係性を具体的に説明できる能力を獲得
することが本講義の主な学習内容である。

【到達目標】
内科学 Iでは、解剖・生理学の知識を用いて、内科疾患に対する理解を深め各病態で見られる症状について説明ができることを到達目標と定める。

<具体的な目標>
目標①生理学の知識に基づいて、身体に生じる症候について説明できる。
目標②各臓器における解剖・生理学知識を用いて、その疾患症状などの特徴について説明できる。
目標③細胞・組織・臓器の解剖生理について理解し、その特徴について説明できる。
目標④内科系疾患について理解し、その特徴を説明できる。

1回 目 (目標③②)循環器系について(1回 目) 心疾患の特徴や弁膜症、先天性心疾患について説明できる。また心電図を読むことができる。
2回 目 (目標③②)循環器系について(2回 目) 心疾患の特徴や弁膜症、先天性心疾患について説明できる。また心電図を読むことができる。
3回 目 (目標①)呼吸器系について(1回 目)  異常な呼吸について分類しその特徴を説明できる。呼吸不全を分類し説明できる。胸部X線読影ができる。
4回 目 (目標①)呼吸器系について(2回 目)  異常な呼吸について分類しその特徴を説明できる。呼吸不全を分類し説明できる。胸部X線読影ができる。
5回 目 (目標③②)消化器系について 消化管の役割・症候・疾患の特徴を理解し説明できる。

6回 E (目標③②)肝臓について 肝臓・月旦疾患について理解し説明できる。

7回 E (目 標③)血液について 血液疾患 (赤血球・白血球)を区別することができる。またその疾患を列挙し、特徴を説明できる。

8回 目 (目標③④)代謝について 代謝調節の仕組みと代謝性疾患について理解し説明できる。

9回 目 (目標③④)内分泌について 器官の構造・形態・機能およびホルモンの作用機序を説明できる。内分泌疾患について理解し説明できる。

10回 目 (目 標③④)腎・泌尿器について 腎・泌尿器疾患について理解し説明できる

11回 目 (目 標④)免疫について 自己免疫疾患について説明できる。膠原病について説明できる。

12回 目 (目 標④)感染症について 感染症を分類しその特徴を説明できる。中毒および環境要因による疾患について列挙し説明できる。

13回 ヨ (目 標①)発熱、浮腫、腫脹などの症状および全身倦怠感、食欲不振、悪心・嘔吐などの症状について説明できる。

14回 ∃ (目 標①)内科学の概念および症候学の必要性を説明できる。作業療法士の関わりを説明できる。

(目 標③90④ )各疾患の復習

準備学習
時間外学習

(目 標①)内科学は、人の本来持つべき調整機能の破綻からくる病態であり、生理学との関連性が非常に強く解剖生理学 Iの理解は必要不可欠です。そのため、

特に生理学に関する内容については重点的に復習が必要です。
(目 標②)各臓器の役割についての分野もあるため、人の構造的理解が必要です。そのため、解剖生理学 IIで学んだ構造に関する特徴理解に関する内容は必
要不可欠で、解剖生理学の復習が重要です。

評価方法
定期試験結果による判定を行う。

判定基準については、試験規定に基づき、成績評価第12条の通りとする。

の連携により、病状が軽快し、生活状態の改善が見られることで、患者様の笑顔に繋がります。そのためには解剖学・生理学的知識に基づき、内科疾患の特徴を
把握した上で適切な治療を選択していく必要があります。内科疾患の多くは服薬治療が中心となりますが、その目1作用等を踏まえながら作業療法を実施すること
は非常に難しいことです。しかし、成果が見られた時には喜びも大きくなります。この機会に内科疾患を理解し、多くの患者様の治療に役立てていただきたいと思
います。
講義計画:請義は講義形式となります。使用教材も多くあるので、講義開始前5分前には必ず使用教材を教務室に取りに来てください。講義は内科の専門的内容
となっています。講義を遅刻・欠席すると内容理解が難しくなりますので、遅刻・欠席には十分に注意してください。

し え療法士として内

受講生への
メッセージ

々と

【使用教科書・教材・参考書】
く教科書〉

奈良勲他 :標準理学療法・作業療法学 専門基礎分野 内科学 医学書院
く使用教材〉

講義資料 (毎講義前に提示)、 PC、 マイク、プロジェクター



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

病理学

(Pathology)

必修
選択

必修 年次 1

担当教員
:

実務経験 :

和田裕子

授業
態

講義
形

総時間
(単位 )

30

2

開講区分

曜日・時限

後期

未 定ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

病理学は主に形態学的な観察に基づき、生体に発生する種々の疾患における形態と機能の変化を明らかにすることにより、疾患の本態(原因、発生機序、経過および
結果)を科学的理論に基づき究明することを目的としている。疾患の本態を理解する事により、理学療法士、作業療法士として臨床に関連した種々の分野における理
論的根拠となる医学的背景を洞察する能力を修得する。

※九州大学大学院歯学研究院にて多くの研究と教育に携わる。九州大学病院にて口腔領域の病理診断を行つている。また、九州大学病院および地域の病院にて病
理解剖に携わつている。

【到達目標】

細胞や組織に起こる種々の病的変化が複雑に関連して、一つの疾患体系が構築されていることを理解し、疾病の原因と身体的変化について説明ができるようになる。
く具体的な目標〉
目標①病理学の意義と概要について説明ができる。
目標②病因論(内因・タト因)「こついて説明ができる。
目標③病理学的変化について説明ができる。

授業計画・内容

1回 目 (目 標①)病理学の意義と疾病・症候の分類について説明ができる。

2回 目 (目 標②)病因論:内因について説明ができる。

3回 目 (目 標②)病因論:外因(栄養障害、物理的因子、化学的因子、生物的因子)について説明ができる。

4回 目 (目 標③)退行性病変(変性、萎縮)の病因・病態について説明ができる。

5回 目 (目 標③)退行性病変(壊死)の病因・病態について説明ができる。

6回 目 (目 標③)老化のメカニズムについて説明ができる。

7回 目 (目 標③)循環障害の病因・病態について説明ができる。

8回 目 (目 標③)代謝異常(アミノ酸、脂質、糖質、無機物質、色素代謝異常)の病因・病態について説明ができる。

9回 目 (目 標③)進行性病変(肥大、過形成、再生、化生、創傷治癒、移植)の病因・病態について説明ができる。

10回 目 (目 標③)炎症の病因や徴候、局所の組織障害について説明ができる。

11回 目 (目 標③)免疫不全、自己免疫現象と自己免疫疾患について説明ができる。

12回 目 (目標③)アレルギー反応の分類について説明ができる。

13回 目 (目標③)腫瘍の定義と形態、診断方法、グレード・ステージについて説明ができる。

14回 目 (目標③)月重瘍の分類、腫瘍の浸潤、転移と発生原因について説明ができる。

15回 目 (目標③)先天性異常の原因と遺伝子・染色体の構造、染色体異常による疾患及び奇形について説明ができる。

準備学習
時間外学習

・病因論や病理字的変化について理解するためには、基本的な人の構造や生王里字的理解が必要です。そのため、解晋‖生理学で宰んだ肉否について
の理解は必要不可欠です。病理学分野を深めていくため各講義前には事前学習を行うことを推奨します。
・毎回の授業の復習や予習が必要です。

評価方法
定期試験結果による判定を行う。
判定基準については、試験規定に基づき、成績評価第12条の通りとする。

受講生への
メッセージ

魅力 :作業療法士は、様々な疾患を持つ患者様と関わる機会が多いと言えます。病気に苦しむ患者様の問題を解決するためには、ます病態を理解す
る必要があります。病理学は「病気の原因とメカニズムを明らかにすることを目的とする学問」として定義されており、まさに病態を理解するという点では
重要な学問といえるでしょう。病気の原因とメカニズムが理解出来ればその後、解決手法としての治療へ展開する事ができます。治療が出来て生活状
態の改善が見られることは、患者様の笑顔に繋がります。これはまさに、作業療法士にとって大きなやりがいに繋がると言えます。この機会に病理学を
理解し、患者様の治療に役立ててられるような話義への取り組みを期待します。
講義計画 :講義は講義形式となります。使用教材も多くあるので、講義開始前5分前には必ず使用教材を教務室に取りに来てください。講義を遅刻・欠
席すると内容理解が難しくなりますので、遅刻・欠席には十分に注意してください。

【使用教科書・教材・参考書】

く教科書〉

笹野 公伸 他 :シンブル病理学 改訂第7版 南江堂
く使用教材〉

講義資料 (毎講義前に提示 )、 PC、 マイク、ブロジェクター



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

臨床心理学

(ClinicaI Psychology)

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 江越 香菜

実務経験 O

授業
形態

演 』
総時間
(単位)

30

2

開講区分 i

曜日・時限 :

後期

火曜1限]―ス

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

臨床心理学とは、様々な問題行動や心理的な不適応をおこしたり、病理的な問題に心理的要因が関係して特定の状態にあると思われる者に対して、問題行動の改
善をはかるための適切な助言や診断、治療を行)い理学の一分野である。この授業では、臨床心理学に関する基礎的知識や医療の場で必要とされる態度・技法を
修得する。

*実務者経験 :児童養護施設福岡育児院 心理療法士(平成22年～現在)、 福岡市立小中学校スクールカウンセラー(平成23年～平成31年 )
福岡県立高校スクールカウンセラー(平成3¬ 年～現在)、 九州産業大学 学生相談室カウンセラー (令和2年～現在)

【到達目標】
臨床心理学の理論と技法を理解し、体験することで、あらゆる対人援助において必要とされる基本的な態度と、心構えを修得する。

<具体的目標>
目標① 全人的アプローチBIopsycho soc祐 |モデルについて説明できる

目標② ライフサイクルと発達課題について説明できる

目標③ ストレスマネジメント、メンタルヘルスプロモーションについて説明できる。

目標④ 臨床で出会う患者への心理学的支援法について理解し説明できる

援業計画1内容

1回 目 医療行動科学としての臨床心理学について説明できる

2回 目 全人的アプローチ:BaiOpsycho soc alモ デル

3回 目 心身相関について理解し説明できる

4回 目 ライフサイクルとライフタスクについて理解し言党明できる

5回 目 ストレスの考え方について説明できる

6回 目 健康の概念について説明できる

7回 目 ヘルスプロモーションについて説明できる

8回 目 痛みへの集学的アプローチについて説明できる

9回 目 がんサバイバーヘの心理学的支援について説明できる

10回 目 心理的幸福感とQOLについて説明できる

11回 目 悲嘆の仕事について説明できる

12回 目 慢性疾患の心理について説明できる

13回 目 臨床でよく出会う患者への心理的なアプローチについて説明できる

14回 目 保健医療場面におけるジェンダーについて説明できる

15回 目 心理テスHこついて説明できる

準備学習
時間外学習

目号での予習・復苫

評価方法

定期試験結果による判定を行う。
判定基準については、試験規定に基づき、成績評価第12条の通りとする。

受講生への
メッセージ

講義形式の他、クルーフティスカッションも取り入れていきます。 リハビリテーション冥践に必要であることはもちろん、医療現場での目身のメンタルヘ
ルスにも役立つかと思います。

【使用教科書,教材・参考書】

山田冨美雄 (編 )(2019)シ リーズ医療の行動科学 I 医療行動科学のためのミニマム・サイコロジー 】ヒ大路書房



2023年度 授業概要
学 科 業療法科

必修
選択

必修 年次
担当教員

実務経験

日下部 修

O科目名
(英 )

基礎作業学 I

(OccupatiOnal Therapy Skilis I)

]―ス

授業
形態

講義

３０

　

２

総時間
(単位)

開講区分

曜日・時限

後期

未定

作業療法士は対象者の心身の障害及び残存機能・能力、対象者にとつて意味、本人にとつて望ましい生活、これらにあつた作業を選択し、治療あるいは援助の手
として活用します。こうして作業療法は、本来の効果を発揮することができます。そのためには、治療の媒体として用いる作業について理解することが必要です。そこ

、本講義では、作業療法で用いる作業とは何かを学び、作業を治療として用いるために求められる技能(作業分析)の体験を通して、なぜ作業が治療となりうるの
かを説明します。
※実務経験 :1994～ 1996年 回復期・維持期及び訪間のリハビリテーションに従事した。同時期に保健所の地域保健活動に作業療法士として参加した。

2010～ 2012年急性期病院のリハビリテーションに従事した。

員、知見を有する教員 する)、どのような授業を実 するのか、 宙9に言E【授業の学習内容】 (※実

とにとつて作業とはどのようなものか説明できる。
業療法法における作業の意味を簡潔に説明できる。
業分析は何のために行われるものか簡潔に説明できる。

【到達目標】

作業分析、限定的作業分析を実施できる。

授業計画・内容

1回 目 目標① :オリエンテーション、作業という言葉の意味について簡潔に説明できる

2回 目 目標① :作業の分類の分類について説明できる

3回 目 目標① :ひとの生活に作業がどう関わつているか簡潔に説明できる

4回 目 目標② :ひとの脳や手などの機能の発達や回復に作業がどう関与しているか簡潔に説明できる

5回 目 目標② :治療の媒体として作業が提供する要素、作業にもともめられる要素を簡潔に説明できる

6回 目 目標③ :演習を通して治療の媒体として作業が提供する要素と作業にもともめられる要素を検討することができる

7回 目 目標③ :作業分析の目的とこれを行うようになつた経緯を簡潔に説明できる

8回 目 目標③ i作業分析の種類にはどのようなものがあるのか簡潔に説明できる

9回 目 目標③ :一般的作業分析の目的と方法について簡潔に説明できる

10回 目 目標④ :具体的な作業を実施して一般的作業分析を実施することができる

11回 目 目標④ :前回実施した一般的作業分析をまとめることができる

12回 目 目標④ :一般的作業分析をもとにして限定的作業分析を実施できる

13回 目 目標④ :限定的作業分析をまとめることができる①

14回 目 目標④ :限定的作業分析をまとめることができる②

15回 目 まとめとして、作業が治療手段になりうること、そのために必要な手続きについて説明できる。

準備学習
時間外学習

峙同外甲曽 :以 卜の 3つ については、段 栗崎間外にレ不― 卜1午厩とし]三丁。

①作業が提供する要素・求める要素(5回 目)②一般的作業分析(11回 日)③限定的作業分析(13・ 14回 目)
準備学習:毎回の授業で、次回の授業に向けて教科書の予習個所を伝えます。

評価方法
レポート(500/o)
試験(50%)

受講生への
メッセージ

5回 目の授業では、それぞれ20分程度で完結する作業を実施して頂きます。したがつて、各自が関心のある20分程度で完結する作業を御用意くださ
い。折り紙や塗り絵など完成したものが形となる作業でお願いします。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :作業療法学 ゴールド・マスター・テキスト2作業学 MEDICALⅥ E
参考書 :ひとと作業・作業活動【新版】作業の知をとき技を育む 三輪書店
作業療法学全書 基礎作業学 協同医書

教材ツ ソヾコン、プロジェクター



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

基礎作業学 Ⅱ

(OccupatiOnal Therapy Skilis I)

必修
選択

必修 年次 1

担当教員

実務経験

後藤拓見

○

授業
形態

実技
総時間
(単位) 2

開講区分

曜日・時限

前期

金曜 日 刊・2限]―ス

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

作業療法はその名前の通り、治療手段として様々な作業を用いる。作業の意味するものは広範囲にわたるが、この授業では手工芸のうち、臨床場面でよく用いられ

る基本的な数種目について学んでいく。作業療法士として治療に用いていくには、その作業に必要な道具・材料・制作工程をまず理解しておくことが必要である。こ

の授業では、まず基本的な作業種目について、必要な道具・材料・工程について理解し、実際に作品制作ができるよう1こしていく。そのうえで各作業種目の治療的

効果、ならびに応用的展開について考える。

実務経験 :精神科デイケア勤務(2013～ 2015)、 精神科病院勤務(2015～ 2018)

【到達目標】

作業療法の治療手段としての基本的な作業種目について、必要な道具や材料・工程等、制作に関する知識を習得し、実際に制作できるようになる。実技した作業種
目に関して、その治療的活用を説明できるようになる。
(具体的な目標>
目標①各種作業の道具・材料・作業工程の知識を習得し、作品制作ができる。
目標②各作業種目の治療的効果が説明でき、作業の治療的展開、応用方法を考えることができる。

||||■ ―■■■授業計画・ 内1容

1・ 2回 目
(目標①②)革細エコースターをスタンピング技法により制作できる。革細工に用いる道具・材料、作業工程、ならびに必要な身体的・精神的機能を説明
できる。

3・ 4回 目
(目標①②)革細工小銭入れをカービング技法による制作できる。カービングに用いる道具・材料、制作工程、ならびに必要となる身体的・精神的機能
を説明できる。

5・ 6回 目
(目 標①②)革細工小銭入れをカービング技法による制作できる。カービングに用いる道具・材料、制作工程、ならびに必要となる身体的・精神的機Eヒ

を説明できる。

7・ 8回 目
(目標①②)木工作業による自助具(片手用爪切り)が制作できる。木工作業に用いる道具・材料、制作工程、ならびに必要となる身体的・精神的機能
を説明できる。

9・ 10回 目
(目標①②)木工作業による自助具(片手用爪切り)が制作できる。木工作業に用いる道具・材料、制作工程、ならびに必要となる身体的・精神的機能
を説明できる。

11・ 12回 目 (目標①②)モザイクによるコースターが制作できる。モザイクに用いる道具・材料、制作工程、ならびに必要となる身体的・精神的機能を説明できる。

13・ 14回 目 (目標①②)銅板細工による表札が制作できる。銅板細工に用いる道具・材料、制作工程、ならびに必要となる身体的・精神的機能を説明できる。

15'16回 目 (目標①②)銅板細工による表札が制作できる。銅板細工に用いる道具・材料、制作工程、ならびに必要となる身体的・精神的機能を説明できる。

17・ 18回 目 (目標①②)陶芸のひもづくりによる作品が制作できる。陶芸に用いる道具・材料、制作工程、ならびに必要となる身体的・精神的機能を説明できる。

19・ 20回 目 (目標①②)陶芸のたたらづくりによる作品が制作できる。陶芸に用いる道具・材料、制作工程、ならびに必要となる身体的・精神的機能を説明できる。

21・ 22回 目 (目標①②)陶芸の電動ろくろによる作品が制作できる。陶芸に用いる道具・材料、制作工程、ならびに必要となる身体的・精神的機能を説明できる。

23・ 24回 目
(目標①②)陶芸の素焼き作品に絵付け、釉薬がけができる。窯での素焼き、本焼きの方法を説明できる。陶芸に用いる道具・材料、制作工程、ならび
に必要となる身体的・精神的機能を説明できる。

25・ 26回 目 (目標①②)エコクラフトによるかごが制作できる。エコクラフトに用いる道具・材料、制作工程、ならびに必要となる身体的・精神的機能を説明できる。

27・ 28回 目 (目標①②)てん刻による印鑑が制作できる。てん刻に用いる道具・材料、制作工程、ならびに必要となる身体的・精神的機能を説明できる。

29・ 30回 目 (目標①②)集団を用いた貼り絵作品づくりができる。貼り絵に用いる道具・材料、制作工程、ならびに必要となる身体的・精神的機能を説明できる。

こつ

準備学習
時間タト学習

まとめてもらいます。

評価方法

制作作品や実技後のレポートにて知識・技能の到達評価を行う。
●実技での制作作品(50り
●レポート(50'も )
割合で成績評価を行う。

受講生への

メッセージ

作業療法で用いる作業活動はきれいに制作することが目的ではありませんが、授業ではまずはT寧になるべく出来栄えの良いものができるよう取り組
んでほしいと思います。初めて行う作業が多いと思いますが、きつと作業療法の楽しさが感じられるはずです。制作を通して、"右手がつかえなかつたと
したらどのように工夫したらできるだろうか?"といつたことや、"作業をやつている自分は今どのように感じているか?"などいろいろなことを考えなが
ら実技に取り組んでもらえたらと思います。授業に欠席すると作品提出ができなくなるので、体調管理に気を付けてください。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :古川宏 :つくる・あそぶを治療にいかす作業活動実習マニュアル 医歯薬出版株式会社



必修

選択
必修 年次 2

○

長嶺 元気担当教員

実務経験
科目名
(英 )

基礎作業学Ⅲ

(OccupadOnal The「 apy Smlに Ⅲ )

ヨース

業
態
授

形
演習

総時間
(単位)

15 前期

未 定

開講区分

曜日・時限

業療法の治療手段としての様々な作業活動を通して治療や応用を学習する。班で症例を具体的に想定し、作業活動を用いた治療の実際を指導的立場として模
的に実施する。机上課題とレク課題の作業活動を立案し実施する事ができる。

形外科病院に勤務、肩関節・月寸関節・手関節、各関節専門の整形外科医の元で急性期・回復期リハビリテーションに従事し、医師の指示を受け、投球障害等を含
スリートリハビリの経験を積み、一般整形～スポーツ障害の予防事業(障害予防教室)なども経験。ハンドセラピィの専門医と協働し、再接着手術後のリハビリ
ション等、専門的な実務を積む。また、高齢者病棟 (後期高齢者リハビリ、社会的入院の方々への対応等)では、国々集団体操を行うこと、四季に応じたレクリ

14年 4月 ～2023年 3月
式会社MAHALO勤務。通所介護サービス、訪問看護、保険外事業開設を行い、在宅・地域リハビリテーションに従事。脳血管障害 (脳梗塞、脳出血、クモ膜下出
)、 パーキンソン病、各種整形疾患、循環器疾患、認知症(アルツハイマー型、脳血管型、レビー小体型)、 在宅訪問看護、ターミナルケアを含めた生活期リハ作業

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員 、どのような授業を実 るのか、 的 | る )

務経験
月～2014年 3月

―ションを企画するなどし、運動器リハを主軸としたレクリエーション活動に従事。

業活動の基本的技能、道具類の管理、禁忌事項について理解し、指導できるようになる。作業活動の一般的特性、治療的利用について理解し説明できる。机上

目標①)障害の病態、課題について理解し、病態に則した作業活動を立案することができる。
目標②)立案した作業活動を模擬患者に実施する事ができる。模擬患者をする学生は障害の病態を理解し則した行動をすることができる。

授業計画・内1容

【到達目標】

レク課題の作業活動を考えることができる。
<具体的な目標>

1回 目 (目標①)オリエンテーション・グループ分け、作業を要素に分けた分析を実際に行い包括的分析ができる。

2回 目 (目標①)活動分析する症例の障害像を想定することができ、想定した症例情報から統合し対応すべき生活課題を上げることができる。

3回 目
(目標①)模擬症例に即した作業活動を立案す
的に想定できる。

ができる。立案した作業活動において目的・方法・段階付け・注意事項・OTSの 介助内容など具体

4回 目

5回 目

6回 目

7回 目

8回 目

9回 目 (目標①)フォロワー役としてレクリエーションに参加し、チームとの連携や主体的行動を通して円滑に実施する事ができる。

10回 目 (目標①)リーダー役としてレクリエーションに参加し、指示出しや全体のまとめなどを通して円滑に実施する事ができる。

準備学習
時間外学習

(目標(l))コ・2年生で学んだF矢思についての病態と生活課題に対し、作業活動立案、統合させる必要があります。これまで教わつた戻忌の予習をしてお
いてください。
(目標②)発表する人は、症例を想定し、必要な援助を考えて実施して下さい。発表を聞く側が症例になりますので、間く側も疾患の病態を理解し、どの
ような病態が現れるか想定した上で模擬患者になつてください。

評価方法

発表への取り組み、治療計画書、レポート課題にて知識・技能の到達評価を行う。
●グループ発表 (500/o)
●治療計画書 (300/。 )
0レポート(200/o)
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

作業療法士は作業を用いて治療を行います。『ひとは作業をすることで元気になれる』をモットーに、作業活動を治療として用いる為の考え方を学びま
しょう。また、グループで計画を立て作業活動を実施するため、役割分担を明確にし、ときにリーダーシップを発揮しながら協調性をもって授業に取り組
んでください。

【使用教科書・教材・参考書】

参考書 :日 本作業療法士協会 作業一その治療的応用 協同医書出版社
寺山 久美子 :レクリエーションー社会参加を促す治療的レクリエーション 三輪書店

2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

(目標②)発表①作業活動を実施する事ができる。また病態を理解し模擬患者を実施する事ができる。

(目標②)発表②作業活動を実施する事ができる。また病態を理解し模擬患者を実施する事ができる。

目標②)発表③作業活動を実施する事ができる。また病態を理解し模擬患者を実施する事ができる。

目標②)発表④作業活動を実施する事ができる。また病態を理解し模擬患者を実施する事ができる。

目標②)学校内でレクリエーション発表を行い、段取りやリスク管理、内容などを振り返りながらレクリエーションの質を向上させることができる。



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

義肢装具学

(Prosthetics and OrthOtics)

必修
選択

必修 年次 3

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限 水曜刊限

前期

]―ス

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

義肢が必要な四肢を欠損した者や装具で身体各部位の保護やアライメントの保持・矯正・修正が必要な者に対して,補装具を用いることで、生活機能の改善や維持
を可能にするために、義肢装具学を学ぶ必要がある。そこで、義肢装具に関わる基本的な作業療法について理解する必要がある。
O義肢に関しては切断・離断の部位名称が言えることができ、評価が行えるようになる。 また、上腕・前腕義手の部品の名称や適合判定を覚え、作業療法(使用訓
練)が模擬実践できるようになる。
O装具に関しては神経麻痺や上肢・手指の変形など各疾患をイメージすることができ、それに対応する装具 (スプリント)を選定することができるようになり、場合に
よつてスプリントを作成することができるようになる。
薬 室 落 者 絡 E含

【到達目標】

義肢装具に関する基本的な作業療法について説明できる。また、各疾患に応じた義肢装具が選定でき、スプリントの作成が行える。
日標① 義肢装具に関わる作業療法士の役割について説明できる。
目標② 切断について説明ができ、義肢の基本構造と各種名称について理解し、評価・訓練ができる。また、義肢の適合判定を行うことができる。
日標③ 装具について説明できる。また、装具の目的を理解し、各疾患に応じた装具が選定できる。
目標④ スプリンHこついて説明でき、製作することができる。

授業計画・内!容

1回 目 (目標①)義肢とは何か、装具とは何か説明ができ、義肢装具の使用者に対する作業療法の理念と役割を説明できる

2回 目 (目標②)上肢・下肢切断について説明することができる

3回 目 (目標②)義肢の構成要素と機能を学び基本構造について説明することができる(手先具、幹部、継手)

4回 目 (目標②)義肢の構成要素と機能を学び基本構造について説明することができる(ソケット、ウトロールケーフ
・
ルシステム、ハーネス)

5回 目 (目標②)義肢の適合判定について説明することができる

6回 目 (目標②)仮義手、本義手の評価及び訓練方法が理解でき、模擬実践できる。

7回 目 (目標②)筋電義手の構成要素を理解し、訓練方法について説明できる

8回 目 (目標③)装具の定義とスプリントの違いが説明でき、リハビリテーション医学における装具の位置づけを述べることができる。

9回 目 (目標③)体幹装具の構成要素と機能を理解し、目的について説明できる。また、各疾患に応じた体幹装具を選定できる

10回 目 (目標③)上肢装具の構成要素と機能を理解し、目的について説明できる。また、各疾患に応じた上肢装具を選定できる

11回 目 (目 標③)各疾患に応じた装具の特徴や目的について説明できる(脊髄損傷、関節リウマチ、末梢神経損傷、)

12回 目 (目 標③)各疾患に応じた装具の特徴や目的について説明できる(脳血管障害、腱損傷、骨折等)

13回 日 (目 標④)スプリントの製作手順が説明でき、製作することができる

14回 目 (目 標②③)下肢切断、義足、下肢装具について説明することができる。また、各疾患に応じた下Π支装具を選定できる①

15回 目 (目 標②③)下肢切断、義足、下肢装具について説明することができる。また、各疾患に応じた下肢装具を選定できる②

準備学習
時間外学習

目標①②③
・切断について理解するためには人体の骨格構造の理解が必要になるため、解剖学の予習が必要です。また、各疾患に応じた義肢装具を選定する必
要があるため、病理学、内科学、神経内科学、整形外科学などの臨床医学の復習が必要です。
・義肢装具は構成要素など各部名称を覚えることが多いため、授業後にテキストの図や実際の模型を用いて復讐が必要です。
目標④
・スプリントを製作する上で、手の機能の理解が必要となるため、機能解剖学や運動学の予習が必要です

評価方法

●確認テスト(30%):切 断、義肢装具の基本構造、適合検査について確認テストを実施する。
●定期テスト(500/o)基 本的な知識の到達評価を行う
0スプリント作成 (200/O):カックアップスプリントを作成し完成度合いで評価する。
割合で成績評価を行う。

受講生への

メッセージ

当講義は部品の名称や構成要素などの名称とイメージを合わせて覚えることが必要なため、実際にある義肢装具に触れながら復習してください。
適応疾患別に適した装具を選定する必要があるので、代表的な疾患は事前に予習・復習しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

C)作業療法学全書[改定第3版 ]第 9巻 作業療法技術学司義肢装具学 共同医書出版社



2023年 度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

高次脳機能障害治療学 I

(OccupadOn』 Therapy For Cognに
"e Dysfuncdon I)

必修
選択

必修 年次 2年
担当教員

実務経験

中田育男

○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

2

開講区分

曜日・時限

後期

火曜・2限日―ス

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

高次脳機能障害の一般的な分類とそれぞれの状態像を知り、各障害に対応した代表的な評価法、検査項目、高次脳機能障害を有する者に対する作業療法の役割
について、講義を通して学習し、本授業修了時には各々の説明ができるようになる。

※実務者経験 11994年 4月 ～1996年 3月 まで脳卒中を専門とするリハビリテーション病院に、2002年 10月 ～2010年 10月 回復期リハビリテーション病棟に所属し、脳卒
中患者の高次脳機能障害の評価と訓練に携わる。

標①
標②
標③

高次脳機能障害の各状態像を分類し、また具体的にイメージができるようになるとともに、それらについて説明できる。
高次脳機能障害に各状態像に応じて、臨床場面で選択すべき各評価バッテリーについて理解し、それらについて説明できる。
高次脳機能障害者に対する作業療法の役割を理解し、それらについて説明できる。

【到達目標】

<具体的な目標>
目
目
目

授業計画|‐内容

1回 目 高次脳機能障害とは 高次脳機能障害を引き起こす代表的な疾患について理解し、それらについて説明できる。

2回 目 高次脳機能障害の特徴について、部位別、疾患別について理解し、それらについて説明できる。

3回 目 高次脳機能の評価のプロセスについて理解し、それらについて説明できる。

4回 目 高次脳機能の主な検査項目について理解し、それらについて説明できる。

5回 目 左右大脳半球損傷の症状の特性について理解し、それらについて説明できる。

6回 目 画像の基礎知識について理解し、それらについて説明できる。

7回 目 画像の基礎知識について理解し、それらについて説明できる。 その2

8回 目 画像の基礎知識 グループワークを通して、代表的な画像所見とそれに結び付く高次脳機能障害について理解し、それらについて説明できる。

9回 目 「注意障害」の状態像と代表的な評価法について理解し、それらについて説明できる。

10回 目 「記憶障害」の状態像と代表的な評価法について理解し、それらについて説明できる。

11回 目 「半側空間無視」「半側身体失認」「病態否認」の状態像と代表的な評価法について理解し、それらについて説明できる。

12回 目 各障害の状態像と評価 「失語症」「失行症」の状態像と代表的な評価法について理解し、それらについて説明できる。

13回 目 各障害の状態像と評I面 「失認症」の状態像と代表的な評価法について理解し、それらについて説明できる。

14回 目 各障害の状態像と評価 「遂行機能障害」の状態像と代表的な評価法について理解し、それらについて説明できる。

15回 目 目標①～③のまとめ

準備学習
時間外学習

2年 時 の 1運動 7」1」 の 1運動 写 ‐占」の I貝 日で字 ん た 、 記 憶 」の ↑重類 や 困 谷 につ い てさらに ,宋 く矢ロリロ兄明 できるた め に 、■ 月lのィ夏
‐
占とともに不 講 義 の ィ夏

習が必要です。
高次脳機能障を引き起こす代表的な疾患について知るとともに、その疾患や損傷部位別にみる臨床像について理解し説明できるために、本講義の復
習が必要です。
高次脳機能障害の代表的な検査項目と、評価のプロセスについて理解し説明できるために、本講義の復習が必要です。
高次脳機能と機能局在を知るための、CTや MRIの 画像解析について理解し説明できるために、本講義の復習が必要です。
高次脳機能障害の各障害ごとの状態像を知り、代表的な評価バッテリーについて理解し説明できるために、本講義の復習が必要です。

言平十両方,去
定期言式験にて知識・わ筵能の到逗言平価を行う。
成績評価は、定期試験 (ほぼ 1000/0)の 割合で行うが、その他、出席率 (欠席1回 につき1点減点、遅刻・早退は3回につき1点減点)にて行う。

受講生への
メッセージ

H画の障吾によって引き超こされる高次脳機能障冒は、障がいを有する方の日常生活に深く関わつています。一見目に見えない障吾のように感じること

もありますが、私たちが日常、高次脳機能を駆使して生活をなし得ていることに想像力を抱いていつて、もしその機能が障害された時に、何に不自由
し、どのような不便さを感じるのかを考えるように習慣づけていつてください。

【使用教科書・教材・参考書】

高次脳機能障害マエストロシリーズ0～ 0医 歯薬出版
高次脳機能障害の作業療法 三輪書店
高次脳機能障害学 第2版 医歯薬出版



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

高次脳機能障害治療学Π

(OccupajOnol Therapy for Cogntie Dysfunct on Ⅱ)

必修
選択

必修 年次 3
担当教員 中田育男

実務経験 :
○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

火曜 刊限]―ス

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

前期で学んだ高次脳機能障害の一般的な分類とそれぞれの状態像を再度復習するとともに、高次脳機能障害の各障害像に対応した、検査・観察をはじめとする評
価法を実際に学生間で行うことでその使用法を習得し、それぞれの状態像に応じた作業療法訓練・支援など介入方法を理解し、それらについて説明できる。

※実務者経験 :1994年4月 ～1996年 3月 まで脳卒中を専門とするリハビリテーション病院に、2002年 10月 ～2010年 10月 回復期リハビリテーション病棟に所属し、脳卒
中患者の高次脳機能障害の評価と訓練に携わる。

【到達目標】

<具体的な目標>
目標① 高次脳機能障害の各障害の具体的な生活上の問題点を観察、また推し量ることができるようになる。
目標② 高次脳機能障害の各障害像ごとに、評価(検査・観察)を選択しまた実際に使用することができるようになる。
目標③ 上記の評価の結果について解釈してまとめ、そこから訓練・支援といつた作業療法介入方法を組み立てることができるようになる
目標④ 高次脳機能障害の各障害別にみた訓練方法の理論と実際を知り、それらについて説明できる。

授業計画・内容

1回 目 障害別評価・訓練「注意障害」の障害別評価、訓練の方法 理論と実際について理解し、それらについて説明できる。

2回 目 障害別評価・訓練「注意障害」の障害別評価、訓練の方法理論と実際について理解し、それらについて説明できる。 その2

3回 目 障害別評価・訓練「注意障害」の障害別評価、訓練の方法理論と実際について理解し、それらについて説明できる。 その3

4回 目 障害別評価・訓練「半側空間無視」「半側身体失認」の障害別評価、訓練の方法 理論と実際について理解し、それらについて説明できる。

5回 目 障害別評価・訓練「半側空間無視」「半側身体失認」の障害別評価、訓練の方法 理論と実際について理解し、それらについて説明できる。その2

6回 目
障害別評価・訓練「Pusher症候群」「Balht症 候群」「着衣障害」「構成障害」の障害別評価、訓練の方法理論と実際について理解し、それらについて
説明できる。

7回 目
障害別評価・訓練「Pusher症候群」「Balht症 候群」「着衣障害」「構成障害」の障害別評価、訓練の方法理論と実際について理解し、それらについて
説明できる。 その2

8回 目 障害別評価・訓練「地誌的障害 街並失認 道順障害」の障害別評価、訓練の方法 理論と実際について理解し、それらについて説明できる。

9回 目 障害別評価・訓練「失語症」の障害別評価、訓練の方法 理論と実際について理解し、それらについて説明できる。

10回 目 障害別評価・訓練「失語症」の障害別評価、訓練の方法 理論と実際について理解し、それらについて説明できる。 その2

11回 目 障害別評価・司H練「行為の障害」「失行症」「脳梁離断症状」の障害別評価、訓練の方法 理論と実際について理解し、それらについて説明できる。

12回 目
障害別評価・訓練「行為の障害」「失行症」「脳梁離断症状」の障害別評価、訓練の方法 理論と実際について理解し、それらについて説明できる。 そ
の 2

13回 日
障害別評価・訓練「前頭菜症候群」「遂行機能障害」「行動と感情の障害」の障害別評価、訓練の方法 理論と実際について理解し、それらについて説
明できる。

14回 目
障害別評価・訓練「前頭葉症候群」「遂行機能障害」「行動と感情の障害」の障害別評価、訓練の方法 理論と実際について理解し、それらについて説
明できる。 その2

15回 目 障害別評価・訓練「失認症」「GeLStmann症候群」の障害別評価、訓練の方法 理論と実際について理解し、それらについて説明できる。

準備学習
時間外学習

3年 画F期 で
~子
ん た I局 ′天 脳 磯 耳

=1草
吾
~子
1」 を基 添 に 踏 ま え 、局 ′天 H凶 磯 再Bの 日 冨 生 消 に お け る間 選 魚 に つ い Kご うに 沫 く矢Hり 、計 4山 と,ド人 に つ アひぐ手 政 を

説明できるために、事前の復習とともに本講義の復習が必要です。
高次脳機能障害の各障害ごとの状態像と、障害別の代表的な評価バッテリーについて事前に復習するとともに、さらにその評価を実際に行い、訓練の
方法を理解し説明できるために、本講義の復習が必要です。

評価方法
定期:式験にて知識・技能の到達評価を行う。
成績評価は、定期試験 (ほぼ 1000/。 )の割合で行うが、その他、出席率 (欠席1回につき¬点減点、遅刻・早退は3回につき1点減点)にて行う。

受講生への
メッセージ

臨床に携わる作業療法士にとって、脳の障害によつて引き起こされる高次脳機能障害は、それこそごく日常に当たり前に遭遇する状態像です。日常生
活に深く関わつている高次脳機能障害を正しく評価し、その状態像をとらえる術を知り、、基本的なアプローチを知ることによって、将来、患者様の生活
の再建に尽力できるようになつていつてください。

【使用教科書・教材・参考書】

高次脳機能障害マエストロシリーズ⑤～④ 医歯薬出版
高次脳機能障害の作業療法 三輪書店
高次脳機能障害学 第2版 医歯薬出版



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

作業療法概論

(Introduction to Occupational Therepy)

必修

選択
必修 年次 1

担当教員 :

実務経験 :

日下部 修

O

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

水曜日・1限]―ス

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

作業療法士は身体障害児・者、精神障害児・者、発達障害児・者、老年期障害者などの身体機能の改善、生活適応の訓練、精神機能の改善、社会適応訓練などを
行つて、障害児・者の訓練、生活適応への援助をしている。この授業ではまず作業療法の定義・目的・歴史等作業療法の基盤となる概念について学び、各領域にお
ける作業療法士の役割や専門性について学習していく。
*実務経験 :1994～ 1996年 回復期・維持期及び訪問のリハビリテーションに従事した。同時期に保健所の地域保健活動に作業療法士として参加した。2010～
2012年急性期病院のリハビリテーションに従事した。1997～2006年 、2015～ 2017年老人デイケアの業務に従事した。

【到達目標】

作業療法の概念と役割を理解し、各領域について回復過程に沿つた作業療法士の専門性を説明できる

①作業療法の歴史、定義について説明できる

②各領域における回復過程に沿つた作業療法士の役割を説明できる

③地域における作業療法士の役割を体験し、説明できる。

授業計画・内容

1回 目 作業療法を学ぶにあたつて

2回 目 作業療法・作業の定義を説明できる

3回 目 作業療法の歴史について説明できる

4回 目 身体障害の作業療法について説明できる①

5回 目 身体障害の作業療法について説明できる②

6回 目 高次脳機能の作業療法について説明できる①

7回 目 高次脳機能の作業療法について説明できる②

8回 目 精神障害の作業療法について説明できる①

9回 目 精神障害の作業療法について説明できる②

10回 目 発達障害の作業療法について説明できる①

11回 目 発達障害の作業療法について説明できる②

12回 目 高齢者の作業療法について説明できる①

13回 目 高齢者の作業療法について説明できる②

14回 目 デイサービスにおける作業療法士の役割を説明できる①

15回 目 デイサービスにおける作業療法士の役割を説明できる②

準備学習
時間外学習

評価方法
●提出物209も

●定期試験80%

受講生への

メッセージ

これから目指す作業療法の基盤となる教科です。 授業では作業療法士の方に学校に来てもらう機会も設けています。 講義のみならず、実際の体
験を通して、作業療法とは?を各自が主体的に考えてください。

【使用教科書・教材・参考書】

作業療法 ゴールドマスターテキスト  作業療法概論
入学前から学べる !作業療法の基礎知識  滋慶出版

メディカルビュー社



2023年度 授業概要
学科 :作業療法科

科目名
(英 )

作業療法管理学

(Management of Occupational Therapy)

必修
必修
選択

年次 3年
当教員 木塚 大成・日下部 修

O

講義
授業  |
形態

総時間
(単位)

30

2 曜日・時限

前 期

金曜日 2限ヨース

【授業の学習内容】(※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)
作業療法管理学 Iでは、1年次に学んだ社会福祉論に基づいて医療保険・介護保険制度と実践の体系と基礎を把握します。次いで、作業療法の臨床における倫
理・職場管理・生涯教育について体系と基礎を学びます。そこから、専門職である作業療法士として目指すべきものは何か、どのよう1こ取り組めばよいかを考えます。

※実務者経験 :(木塚 大成)社会福祉士として、社会福祉法人身体障害者授産施設で10年勤務した経験から、社会保障制度に関する業務に携わる。
(日下部修)回復期・維持期及び訪問のリハビリテーションに従事した。同時期に臨床実習教育者、作業療法科長を経験した。

【到達目標】
医療保険・介護保険に関する知識・理解を発展させることで、生活支援の実践を通して社会資源をどのように活用すべきか説明することができる。また、作業療法士として活躍する際に求
められる倫理、職場管理、生涯教育についてどう行動すればよいか説明できる。
<具体的な目標> 目標①社会保障制度や、生活保護制度について成り立ちやその内容について説明できる。

目標②医療保険についてそのシステムや、他の保険制度との違いについて説明できる。
目標③介護保険や雇用保険・労災保険についてそのシステムや他の保険制度との違いについて説明できる。
目標④作業療法の臨床における倫理について説明できる。
目標⑤作業療法の臨床における職場管理について説明できる。
目標⑥作業療法の臨床における教育について説明できる。

1回 目 (目 標①)オリエンテーション、社会保障制度概要について説明できる。

2回 目 (目 標①)社会保障の定義や、社会扶助と社会保険とは何か説明できる。

3回 目 (目 標②)医療保険制度 I(医療保険の種類)について説明できる。

4回 目 (目 標②)医療保険制度Ⅱ(給付の種類としくみ)について説明できる。

5回 目 (目 標③)介護保険制度 I(利用方法と認定審査)について説明できる。

6回 目 (目 標③)介護保険制度I(給付の種類とケアマネジメント)について説明できる。

7回 目 (目 標③)介護保険制度Ⅲ(平成27年度改正点)について説明できる。

8回 目 (目 標④)作業療法における倫理の概要を説明できる(職業倫理、リスボン宣言、インフォームドコンセント)

9回 目 (目 標④)作業療法等の医療専門職における倫理綱領を説明できる

10回 目 (目標⑤)作業療法を行う施設(病院、施設)の組織をいえる

11回 目 (目 標⑤)作業療法におけるコンプライアンスをいえる

12回 目 (目 標⑤)作業療法における労働時間管理とハラスメント(職場内)をいえる

13回 目 (目 標⑥)生涯教育について説明できる

14回 目 (目 標⑥)卒後教育、学会発表の方法や意味をいえる

15回 目 (目 標①～⑥)まとめ

準備学習
時間外学
習

(目 標①)社会保障に関する内容については、高校時社会で学んだ内容も含まれています。一般的な内容を復習した上で、医療的措置などの理解を
深めていくことが重要です。
(目 標②)医療保険に関する内容については、各種保険制度の違いなどをしつかりと理解する必要があります。年齢によって受給できる内容が違うな
ど、様々な内容がありますので、講義内容をしつかりと振り返る事は重要です。
(目 標③)1年次に学習した社会福祉原論など、介護保険に関する学習科日は多くあります。それぞれの科日で学んだ内容を再度復習しておくことが

重要です。
(目 標14)～⑥)各講義内容を自分なりに整理して、臨床実習の現場でどのように実践しているか体験すること。

評価方法
定期試験結果による判定を行う。
判定基準については、試験規定に基づき、成績評価第12条の通りとする。

の の つ

受講生ヘ

のメッセー

対する幅を意味します。基本的にはケアマネージャー等が行う役割になりますが、作業療法士がその専門性を活かしてアドバイスできる事も大いにあ

るでしょう。それ故、社会保障・社会制度に対する知識を持つことで身体機能面だけでなく、社会的資源の支援が出来てこそ本当の意味での生活支
となると言えます。この機会にぜひ多くの学びをすることで、作業療法士として働く時に活かせるよう努力されることを望んでいます。

ン
講義計画 :講義は講義形式となります。使用教材もあるので、講義開始前5分前には必ず使用教材を教務室に取りに来てください。講義は社会福祉
の概要や保険制度に関する内容となっています。講義を遅刻・欠席すると内容理解が難しくなりますので、遅刻・欠席には十分に注意してください。

【使用教科書・教材・参考書】
〈教科書〉

なし
く使用教材〉

教科書、講義資料ブリント、PC、 ブロジェクター、ホヮイトボード、ボードマーカー(黒・赤・青 )



2023年度 授業概要
学 科 作業 J暮法科

科目名
(英 )

作業療法評価学 I

(Evaluation Method I)

必修
選択

必修 年次 1

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

60

4

開講区分

曜日・時限

後期

未定]―ス  :

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

本講義では、作業療法評価の基本として、その定義、目的、流れについて説明します。同時に作業療法評価を実施するうえで必要不可欠な知識となる「国際生活機

能分類 (ICF)」についても解説します。これに次いで、身体障害分野の作業療法で主に用いられる各検査・測定の目的と実施方法について実習を交えながら解説し

ます。これが一通り終わつたら、ICFに基づいた作業療法評価結果の整理の方法(対応すべき生活課題の抽出)、 治療計画の立案に関わる基本的な考え方を教授
します。

*実務者経験
。2007年 ～2015年病院 (回復期・亜急性期・療養)に勤務
・2015年 ～2016年訪問リハビリに勤務

【到達目標】

①作業療法評価の定義、目的、段取りをいえる
②主な身体障害分野の作業療法で主に用いられる検査・測定方法の目的と手順・留意点をいえる
③作業療法評価の結果を整理して作業療法士が対応するべき生活課題を抽出する方法をいえる
④治療計画(ゴール設定やプログラム立案)を立てる方法をいえる

授業計画・内容

1・ 2回 目 オリエンテーション、評価は「いつ、どこで、誰に、何のために」行われるかいえる、lCFの概念図について概略を説明できる

3・ 4回 目 評価の過程を説明できる

5・ 6回 目
情報収集、面接・観察は、いつ何をするか方法と注意点をいえる
検査・測定の定義と種類、条件をいえる

7・ 8回 目 意識状態、バイタル測定の主なものについて、その目的と方法、注意点をいえる(実技 )

9・ 10回 目 形態測定について、その目的と方法、注意点をいえる(実技)

11・ 12回 目
関節可動域テスト、筋カテスト(MMT、 GMT)の 目的と方法、注意点をいえる
知覚テストの目的と方法、注意点をいえる(実技)

13・ 14回 目 上肢機能テストの目的と方法、注意点をいえる(実技)

15・ 16回 目 姿勢反射、協調性検査の主なものについて、その目的と方法、注意点をいえる(実技)

17・ 18回 目 筋緊張検査、反射検査 (伸張反射、表在反射、病的反射)(実技)

19'20回 目 脳神経のうち主なものについて、その目的と方法、注意点をいえる

21・ 22回 目
高次脳機能検査のうち主要なものを列挙し、その目的と方法、注意点をいえる
身体障害分野で用いられる主な精神・知能テストを列挙して、その目的と方法、注意点をいえる

23・ 24回 目
ADとの評価方法であるBIと FIMの特徴、目的、方法をいえる
QOL評 1面について主なものを列挙して、その目的と方法をいえる

25・ 26回 目 作業療法評価として実施した検査・測定の結果を取りまとめて、患者の現状である「全体像」を導き出す方法と考え方をいえる

28・ 28回 目 対象者の「全体像」から作業療法士が「対応するべき生活課題」を抽出する方法をいえる

29・ 30回 目 対象者の「対応するべき生活課題」から、「ゴール設定」、「プログラム立案」を導き出す方法と考え方をいえる

準備学習
時間外学習

この授業では検査・測足方法をお伝えしますが、その情報量は多いです。なので、毎回の技栗を聞くたけではは、技栗囚谷を埋解丁ることは困異こたと

思います。したがって、時間外学習として、毎回の授業で予習あるいは復習の課題を配布します。これを次回の授業までに必ず実施しておいてくださ
い 。

評価方法
課題 (予習・復習)(300/o)
定期試験 (記述試験)(70%)

受講生への
メッセージ

本講義で学ぶ作業療法評価は、作業療法の開始時と節目節日で必す実施される最も重要な過程です。本格的な作業原法の方法を学ぶ科日になりま

すので、強い関心を持って授業に臨んで頂けることを期待しています。また、これまでに学んだ運動学や解剖生理学の応用となりますので、授業の除
にこれらの科目の復習も実施して頂けるとより授業内容が深くできると思います。
※本講義では、5～ 11回 目の検査・測定方法の目的や方法をお伝えするときに実技を行います。この時は、購入した「実習義」「実習靴」を着用し、購入
した検査用具を持参してください。

【使用教科書・教材・参考書】

矢谷令子 (監 :標準作業療法学 作業療法評価学 医学書院
作業療法技術ガイド 第4版 文光堂
ベッドサイドの神経の診かた 南江堂



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

作業療法評価学 Ⅱ

(Evaluation Method(lab)Ⅱ )

科目名
(英 )

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 永田敬生

実務経験 O

授業
形態

演習
総時間
(単位)

60

4

開講区分

曜日・時限

前期

火曜日。司,3,4限]―ス

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教 員、知見を有する教 員が、どのような授 業を実施するのか 、具体的に記載する )

作業療法評価は対象者の観察・面接・検査・測定と対象者に関わる家族や他部門のリハビリテーションスタッフからの情報収集といつた情報を収集する過程とそれを結

合・解釈する過程からなる。
この授業では、評価法と各領域において使用される頻度の高い検査・測定法を中心に知識を得るとともに、評価が実践できるようになり、作業療法計画の立案のため

に情報を記録し、検査結果から得た情報の統合と解釈ができるようになる。

※実務者経験 :

2004年 4月 ～2006年 4月 までリハビリテーション病院に所属。主業務は神経障害、運動器障害に対する回復期・維持期・終末期の作業療法を実践。
2006年 5月 ～2007年 4月 まで総合ケアセンターに所属し、デイサービスセンターなどに所属。主業務は高齢期障害に対する作業療法と地域における作業療法を実践。
2007年 5月 ～2011年 4月 まで総合病院に所属。業務はプライマリ・ケアから高度先進医療、救急医療、さらには在宅医療、予防医学に至るまで幅広く経験する。(糖尿病・代謝内科、透析内

科、腎臓内科、内分泌内科、循環器内科、呼吸器内科、消化器内科、神経内科、リウマチ科、心療内科、外科、消化器外科、乳腺外科、肝L税・胆のう・膵臓外科、呼吸器外科、循環器外

科、肛門外科、整形外科、脳神経外科、心臓血管外科、泌尿器科、眼科、形成外科、精神科、救急科)

【到達目標】

基本的な領域共通の評価するための検査について、その意義と実際を学ぶ。
徒手筋力検査、関節可動域検査、神経学的検査などの目的や適用について知り、手技を修得する。
目標① :関節可動域測定ができる
目標② :徒手筋力検査ができる
目標③ :反射検査ができる
目標④ :姿勢反射検査ができる

授業計画・内容

1・ 2回 目 オリエンテーション、関節可動域測定について説明ができ、実践することができる。

34回 目 関飾可動域測定について説明ができ、実践することができる(上 R支 )

5・ 6回 目 関節可動域測定について説明ができ、実践することができる(下肢)

7・ 8回 目 関節可動域測定について説明ができ、実践することができる(頭頚部、体幹)

9・ 10回 目 筋カテスト(GMT)、 徒手筋力検査 (MMT「 頸部・体幹)について説明ができ実践することができる。

1卜 12回 目 徒手筋力検査 (MMT,顕 部・体幹)について説明ができ実践することができる。

13・ 14回 目 徒手筋力検査 (MMTi下 肢)について説明ができ実践することができる。

15・ 16回 目 徒手筋力検査(MMT,下 肢)について説明ができ実践することができる。

17・ 18回 目 徒手筋力検査(MMTi下 肢)について説明ができ実践することができる。

19・ 20回 目 徒手筋力検査 (MMT手 上肢)について説明ができ実践することができる。

21・ 22回 目 徒手筋力検査(MMT:上 肢)について説明ができ実践することができる。

23・ 24回 目 徒手筋力検査(MMT:上 肢)について説明ができ実践することができる。

25・ 26回 目 徒手筋力検査 (MMT:上 肢)について説明ができ実践することができる。

28・ 28回 目 反射検査 (R建反射検査、病的反射検査、表在反射検査)について説明ができ、実践することができる

29・ 30回 目 姿勢反射検査ついて説明ができ、実践することができる

準備学習

時間外学習

実技中心の授業となるため、事前に予習を行い、既習科目について、冥技に必要な知識を得ておく。
授業終了後には必ず学生間で練習を繰り返し、自然と体が動くようになるまで練習が必要である。

言平十両方 ,去

評価法と各領域において使用される頻度の高い検査・演1定法の実践に必要な確認テストを3回実施する。(ROM、 MMT下肢・体幹、MMT上 肢)
定期テスHこて知識・技能の到達評イ面を行う。
●実技テスト(600/o)
0定期テスト(400/。 )
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

当講義は作業療法の基礎的な評価を学ぶ授業であり、実技に関しては必ず実践できる必要があるが、授業時間内で修得するには難しく、十分な時間外

学習を推奨します。

【教科書】
・標準作業療法学 作業療法評価学 医学書院
・ベッドサイドの神経の診かた 南山堂
・新・徒手筋力検査法 協同医書



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

作業療法評価学Ⅲ

(Evaluajon MethodⅢ )

必修
選択

必修 2年年次
担当教員 :

実務経験 :

室永 洋祐

○

授業
形態

実技
総時間
(単位 )

60

2

開講区分 後期

未定曜 日コース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

作業療法治療学および作業療法評価学で学んだ知識・技術を実際に展開できることを目的として、学生同士で互いに検査・測定を実施します。そのために検査・測
定技法の予習に基づく実技を行います。その結果をカルテ(ケースノート)の形式で記録します。検査・測定の結果をIC日こ基づいてまとめ、全体像をレポート形式で

記述します。実技、記録方法、ICFの まとめ方については、毎回の授業の中で随時、説明してまいります。

※実務経験 :2016年4月 ～2020年 7月

回復期・療養病院に所属。病院では、脳血管障害 (外傷性脳損傷、高次脳機能障害、1図卒中、パーキンソン病、脊髄損傷)、 神経難病 (多発性硬化症、筋萎縮性側
索硬化症、脊髄小脳変性症)、 整形疾患(大腿骨頸部骨折、腰椎圧迫骨折、変形性膝関節症)、 廃用症候群患者に対する作業療法を実施。
2020年 7月 ～2021年 3月

回復期病院に所属。病院では、脳血管障害、整形疾患に対する作業療法を実施。早期自宅復帰に向けた日常生活動作練習を展開する。

【到達目標】

⑦身体障害分野における基本的な検査・測定の技法を実践できる。
②実施した検査,測定の結果を記録できる。
③検査・測定の結果をICFで整理し、全体像を記述できる。
※各回の授業では、実施する身体障害分野の代表的な検査・測定手技を指定している。この各国の授業で実技を通して①～③を学ぶことを目標としています。

授業計画・内容

1・ 2回 目 オリエンテーション、面接を実施してその内容を記録し、ICFに整理できる。

3・ 4回 目 形態測定(四肢長、四肢周径)を実施してその内容を記録し、これまでの結果をICFに整理できる。

5。 6回 目 バランス検査と姿勢反射を実施してその内容を記録し、これまでの結果をlCFに 整理できる。

7・ 8回 目 ROM測定(体幹・上肢)を実施してその内容を記録し、これまでの結果をICFに整理できる。

9・ 10回 目 ROM測定(下肢)を実施してその内容を記録し、これまでの結果をICFに整理できる。

11・ 12回 目 筋緊張検査を実施してその内容を記録し、これまでの結果をlCFに整理できる。

13・ 14回 目 反射検査 (1申張反射、表在反射、病的反射)を実施してその内容を記録し、これまでの結果をICFに 整理できる。

15・ 16回 目 筋力評価(MMT【上肢・手指】)を実施してその内容を記録し、これまでの結果をICFに整理できる。

17・ 18回 目 筋力評価(MMT【下肢】)を実施してその内容を記録し、これまでの結果をICFに整理できる。

19・ 20回 目 筋力評価 (GMT)を実施してその内容を記録し、これまでの結果をICFに 整理できる。

21・ 22回 目 感覚検査(表在感覚)を実施してその内容を記録し、これまでの結果をICFに 整理できる。

23・ 24回 目 感覚検査(深部、複合)を実施してその内容を記録し、これまでの結果をICFに整理できる。

25。 26回 目 協調性検査を実施してその内容を記録し、これまでの結果をlCFに整理できる。

23・ 28回 目 上肢機能検査(STEF)を実施してその内容を記録し、これまでの結果をICFに整理できる。

29・ 30回 目 高次脳機能検査 (スクリーニング)を実施してその内容を記録し、これまでの結果をICFに 整理できる。

準備学習
時間外学習

くノ合 に口」9'政 来 (プ
'1週
同 同町ま で に 夫 施 丁 る ヤ だ の 下天食・双‖疋 (ノ,日 岡 や 万 云 に つ い K、 ヤ 智 貧 料 を圏じれ しま丁 。ヒイしを使 柔 ま で に 必 コ 央 地 しK潟 い Kくた

さい。
②到達目標②及び③については、授業時間内だけでまとめることが困難なので、自宅学習してケースノートとして提出してください。

評価方法

ケースノート(500/o)
定期試験 (記述試験 )(500/。 )

受講生への
メッセージ

本語義の目標としている②および③は、作業療法の治療計画を立てる上で必ず必要とされるスキルです。
授業内容は学生がお互いに検査・測定を行う実技の形で進めますので、欠席がないよう各自体調管理のうえ授業に臨んでください。

【使用教科書・教材・参考書】

矢谷令子 (監 :標準作業療法学 作業療法評価学 第3版 医学書院
田崎義昭・斎藤佳雄(者 :ベッドサイドの神経の診かた 改定18版 南山堂



2023年度 授業概要
学 科 業療法科

科目名
(英 )

身体障害治療学 I
必修
選択

必修 年次 2
担当教員 i

実務経験 |

日下部 修

O

授業

形態
講義

総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

後期

ヨース (OccupadOnal Therapy for Physica‖ y Disab ed I)

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

本講義では、身体障害分野における代表的疾患の一つである脳血管障害に対する作業療法を学びます。そのためには、まず中枢神経系の基本構造と脳血管障害
の病態、症状を教授します。次いで、脳血管障害よって引き起こされる中枢神経麻痺(錐体路障害)などの身体障害の特性を教授します。そのうえで、脳血管障害
患者に対する作業療法評価および治療に関わる基本知識を学びます。

※実務経験 :1994～ 1996年 回復期・維持期及び訪間のリハビリテーションに従事した。
2010～ 2012年 急性期病院のリハビリテーションに従事した。
いずれ十,脳血管障害の作業薦法夕Z〈経験 1´ナーハ

【到達目標】

①脳および中枢神経系(錘体路・錐体外路)の解剖生理に関わる基本的事項をいえる。
②脳血管障害に関わる疾患を列挙し、それぞれの病態をいえる。
③中枢神経麻痺(錐体路障害)や高次脳機能障害、感覚障害、合併症とはどのような症状をきたすか説明できる。
④中枢神経障害(錐体路障害)に対する作業療法評価を列挙し、それぞれの目的を説明できる。
⑤中枢神経障害(錐体路障害)の病期や回復段階に応じた作業療法の方法をいえる。

授業計画・内容

1回 目 オリエンテーション、身体障害分野の対象疾患と作業療法過程を説明できる

2回 目 目標① :大脳皮質・視床・大脳基底核・小脳・RX幹・脊髄の機能と解剖、脳の血液循環と主要血管の循環領域について基本的事項を説明できる

3回 目 目標① :錐体路・錐体外路・感覚の伝導路の経路をいえる。脊髄反射・γ系について基本的事項を説明できる。

4回 目 目標② :脳出血の定義・分類(成因・特徴・診断・好発部位)について基本的事項を説明できる

5回 目 目裸② :脳出血の定義・分類(成因・特徴・診断・好発部位)について基本的事項を説明できる

6回 目 目標③ :中枢神経麻痺と末梢神経麻痺の違い、中枢神経麻痺の主要な症状をいえる

7回 目 目標③ :代表的な高次脳機能障害を列挙し、その症状ををいえる

8回 目 目標③ :代表的な合併症を列し、その症状をいえる

9回 目 目標④ :中枢性麻痺(錐体路障害)に対する基本的な評価の過程と手段を列挙できる

10回 目 目標④ :中枢性麻痺(錐体路障害)に対する基本的な評価技法を列挙し、その実施方法をいえる

11回 目 目標⑤ :片麻痺の作業療法の原則を説明できる。ICFにおける各構成要素へのアプローチをいえる

12回 目 目標⑤ :急性期～維持期、それぞれの時期に行うべき作業療法アプローチをいえる

13回 目 目標⑤ :ブルンストロームの回復段階に応じた機能訓練について基本的事項を説明できる

14回 目 目標⑤ :ブルンストロームの回復段階に応じた作業及び段階付けについて基本的事項を説明できる

15回 目 目標⑤ :事例を用いて作業療法プログラムを検討することができる

準備学習
時間外学習

手 偏 7‐百・崎 同 外 7‐占 :ヒ (ツ
'技
柔 (プ

'日

lキで ほ 、1牛 久 に 7ん た 群 剖 生 埋 7(ヂ
'イ

41栓 糸 Cガ

'大

H誠 刀` ス の レっィしょ 7。 政 業 の 騨!俵に 関 遅 1回 PITの マ 暫 友 t卜恨 宙
を実施してください。この予習復習に関しては、重要個所については宿題として学習資料を課すこともあります。

評価方法
学習課題 (300/o)
筆記試験 (700/O)

受講生への
メッセージ

脳血管障署は、身体障吾分野の作業療法では担当する機会が多いF矢忌です。ある意味、身体障吾分野の基本となる作業療法をこの講手裁で字ふこと
になります。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :作業療法学全書 第4巻 作業治療学1 身体障害
参考書 :病気が見える (vo1 7)脳・神経 メディックメディア
使用機材ッ ソヾコン、ブロジェクター



2023年度 授業本R児要
学 科  :作 業療法科

科目名
(英 )

身体障害治療学Ⅱ

(Occupat Onal Therapy for Phys ca‖ y D sabed Ⅱ)

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 i

実務経験 !

永田敬生

○

授業
形態

講義
総時間
(単位) 2

30 開講区分

曜日`時限

後期

未定ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

身体障害を生じる代表的疾患に対す基本的な作業療法ついて理解して、身体障害分野における各疾患ごとの作業療法が行えることが必要です。
各疾患の病態、障害像、治療の実際について講義を通して学習し、本授業修了時には各疾患の特徴に応じた作業療法の説明・模倣実践ができるようになる。
*代表的疾患(脊髄損傷、手外科、骨関節疾患、関飾リウマチ、末梢神経損傷、熱傷、外傷性脳損傷、神経変性疾患 (パーキンソン病、ALS、 脊髄小脳変性症等)、 神
経筋疾患 (MS、 ギランバレー症候群等)、 内部障害)
※実務者経験 :

2004年4月 ～2006年 4月 までリハビリテーション病院に所属。主業務は神経障害、運動器障害に対する回復期・維持期・終末期の作業療法を実践。
2006年 5月 ～2007年 4月 まで総合ケアセンターに所属し、デイサービスセンターなどに所属。主業務は高齢期障害に対する作業療法と地域における作業療法を実践。
2007年 5月 ～2011年 4月まで総合病院に所属。業務はプライマリ・ケアから高度先進医療、救急医療、さらには在宅医療、予防医学に至るまで幅広く経験する。(糖尿
病・代謝内科、透析内科、腎臓内科、内分泌内科、循環器内科、呼吸器内科、消化器内科、神経内科、リウマチ科、心療内科、外科、消化器外科、乳腺外科、肝臓・

胆のう・膵臓外科、呼吸器外科、循環器外科、肛門外科、整形外科、脳神経外科、心臓血管外科、泌尿器科、眼科、形成外科、精神科、救急科)

【到達目標】

身体障害を生じる代表的な各疾患の病態や特徴を学び、具体的な作業療法アプローチ(評価や治療技術)を習得し、それらについて説明・模倣実践ができる。
目標① 疾患ごとの生活障害の特性について説明できる。
目標② 疾患ごとの予後について説明できる。
目標③ 治療原理について説明することができる。
目標④ 疾患ごとの作業療法について説明・模倣実践ができる。

授業計画・内容

1回 目 多発性硬化症について、その臨床像や障害特性について理解し、それらについて説明できる。

2回 目 多発性硬化症に対応する、作業療法の介入の基本、評価と治療について理解し、それらについて説明・模倣実践できる。

3回 目 ギランバレー症候群について、その臨床像や障害特性について理解し、それらについて説明できる。

4回 目 ギランバレー症候群に対応する、作業療法の介入の基本、評価と治療について理解し、それらについて説明・模倣実呈麦できる。

5回 目 筋委縮性側索硬化症について、その臨床像や障害特性について理解し、それらについて説明できる。

6回 目 筋委縮性側索硬化症に対応する、作業療法の介入の基本、評価と治療について理解し、それらについて説明・模倣実践できる。

7回 目 パーキンソン病について、その臨床像や障害特性について理解し、それらについて説明できる。

8回 目 パーキンソン病に対応する、作業療法の介入の基本、評価と治療について理解し、それらについて説明・模倣実践できる。

9回 目 外傷性脳損傷について、その臨床像や障害特性や作業療法の介入の基本、評価と治療について理解し、それらについて説明・模倣実践できる。

10回 目 関節リウマチについて、その臨床像や障害特性について理解し、それらについて説明できる。

11回 目 関節リウマチに対応する、作業療法の介入の基本、評価と治療について理解し、それらについて説明・模倣実践できる・模倣実践できる。

12回 目 手外科について、その臨床像や障害特性について理解し、それらについて説明できる。

13回 目 手外科に対応する、作業療法の介入の基本、評価と治療について理解し、それらについて説明・模倣実践できる。

14回 目 骨関節疾患について、臨床像や障害特性や作業療法の介入の基本、評価と治療について理解し、それらについて説明・模倣実践できる。

15国 目 末梢神経損傷について、臨床像や障害特性や作業療法の介入の基本、評価と治療について理解し、それらについて説明・模倣実践できる。

準備学習
時間外学習

目標①②③④
内科学、神経内科学、病理学、整形外科学等で学んだ臨床医学をもとに、各疾患に応じた身体障害や内部障害の臨床像と評価、アプローチなどの作業

療法について理解することが必要になるため、基礎医学や臨床医学の復習とともに、本講義の予習・復習が必要である。

評価方法

模擬冥践に必要な確認テストを3回冥施する。定期テスHこて知識・技能の全‖還言+仙を行う。
●確認テスト(300/O)
0定期テスト(700/O)
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

当講義は身体障害、内部障害分野の代表的な疾患に応じた生活障害の特性や予後について学び、各疾患の特徴に応じて適切に作業療法が行えること
が必要となってきます。臨床医学で学んだ疾患の特性を事前に復習して、授業に臨んでください。

【使用教科書・教材・参考書】

作業療法学全書 第4巻 作業治療学1 身体障害  改訂第3版 協同医書出版
病気が見える(脳と神経、免疫・膠原病・感染症、呼吸器、循環器、運動器・整形外科)メディックメディア



2023年度 授業概要
学 科 業薦法科

科日名
(英 )

身体障害治療学Ⅲ

(OccupatiOnal Therapy for Physica‖ y Disabled Ⅲ )

必修
選択

必修 年次
日下部 修

3
○

授業
形態

演習
総時間
(単位) 2

前期30 開講区分

曜 日・時 木曜日 3・ 4限 目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、ど な授業を実施するのか、具体的に記載する)

本講義では、作業療法評価学で学んだ基礎知識・技術をもとにして、ペーパーペイシヤンHこ作業療法評価から治療の一連を実施できるように学びます。そのために

は、2年生までに学んだ各疾患の知識と作業療法評価・アプローチを復習することが必要になります。そのうえで、ペーパーペイシャントに対する評価やアプローチの

一連を説明し、議論出来るようになることを目標とします。また本講義では身体障害分野において接する機会の多い疾患について実施します。

実務経験 :1994～ 1996年 回復期・維持期及び訪間のリハビリテーションに従事した。同時期に保健所の地域保健活動に作業療法士として参加した。
2010～ 2012年急性期病院のリハビリテーションに従事した。
1997～ 2006年 、2015～ 2017年老人デイケアの業務に従事した。

【到達目標】

(目標①)作業療法評価の基礎知識と基本的流れを理解したうえで、作業療法評価計画を立案できる。
(目標②)作業療法評価のおける評価結果など、多くの情報を整理できる。
(目標③)作業療法評価で得た情報をもとに治療計画を立案し、議論できる。

授業計画・内容

1回 目 オリエンテーション、面接を実施してその内容を記録し、ICFに整理できる。

2回 目 形態測定(四肢長、四肢周計)を実施してその内容を記録し、これまでの結果をICFに整理できる。

3回 目 バランス検査と姿勢反射を実施してその内容を記録し、これまでの結果をICFに整理できる。

4回 目 ROM測 定(体幹・上肢)を実施してその内容を記録し、これまでの結果をICFに整理できる。

5回 目 ROM測 定(下肢)を実施してその内容を記録し、これまでの結果をICFに整理できる。

6回 国 筋緊B長検査を実施してその内容を記録し、これまでの結果をICFに整理できる。

7回 目 反射検査 (伸張反射、表在反射、病的反射)を実施してその内容を記録し、これまでの結果をICFに整理できる。

筋力評価(MMT【上肢・手指】)を実施してその内容を記録し、これまでの結果をICFに整理できる。

9回 目 筋力評価(MMT【下肢】)を実施してその内容を記録し、これまでの結果をIC日 こ整理できる。

10回 目 筋力評価(GMT)を 実施してその内容を記録し、これまでの結果をICFに整理できる。

11回 目 感覚検査(表在感覚)を実施してその内容を記録し、これまでの結果をICFに整理できる。

12回 目 感覚検査(深部、複合)を実施してその内容を記録し、これまでの結果をICFに整理できる。

13回 目 協調性検査を実施してその内容を記録し、これまでの結果をICFに整理できる。

14回 目 上肢機能検査(STEF)を 実施してその内容を記録し、これまでの結果をICFに整理できる。

15回 目 高次脳機能検査 (スクリーニング)を実施してその内容を記録し、これまでの結果をlCFに整理できる。

準備学習
時間外学習

(国標①)2年までに学んだ作業療法評価学や治療字の内容の予習をしておいてください
(目標②)ペーパーペイシヤントの病態に合わせた作業療法について学びます。関連知識に関わる復習をしつかりしておいてください。
(目標③)レポート作成が授業内で足りない際は時間外に実施して下さい。

評価方法

レポート提出を義務付ける。定期テストにて知言哉・枝能の到達評価を行う。
●レポート点(150/0)
●定期テスト(850/0)
割合で成績評価を行う。

受講生への

メッセージ

ブログラムを立案し、実施するまでの流れを経験します。これまで学んだ知:哉の統合になりますので、復習をしておいてください。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書:(,標準作業療法学 作業廉法評価学 医学書院 ②標準作業療法学 身体障害作業療法学 医学書院 ta日 常生活活動(ADL)医歯薬出版



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

地域作業療法学 I

(OccupadOnal Therapy for Community I)

必修
選択

必修 年次 2

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

木曜日・1限]―ス

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載ずる)

対象者のQOL向上を目指した地域作業療法を実践するため、地域作業療法の背景や、関連する福祉、介護、教育などの制度、あるいは訪問や通所、入所のほか
住宅改修や福祉機器の導入といつた具体的な介入方法、サービスに関する基礎的な知識を学習し、本授業修了時には各々の説明ができるようになる。

*実務者経験
・2007年～2015年病院 (回復期・亜急性期・療養)に勤務
・2015年～2016年訪問リハビリに勤務
・2018年～2021年介護保険施設に勤務

【到達目標】

地域作業療法の理念や理論を理解し、具体的な制度や社会資源に関する知識を修得し、それらについて説明できる。
<具体的な目標>
目標① 地域作業療法における、福祉、介護、教育などの具体的な制度やサービスに関する情報を説明できる。
目標② 地域作業療法を支える支援である、在宅ADL指導における住宅改修や福祉機器などの社会資源について説明できる。
目標③ 近年、作業療法士協会でその実践を推奨する、生活行為向上マネジメントMTDLPについて説明し、実習や卒後において実践できる。

授業計画
'内
容

1回 目 地域・地域社会・地域リハビリテーションとは。地域作業療法と生活障害について理解し、説明することができる。

2回 目 地域・地域社会・地域リハビリテーションとは。地域作業療法と生活障害について理解し、説明することができる。その2

3回 目 地域作業療法を支える制度・支援サービスについて理解し、説明することができる。

4回 目 地域作業療法を支える制度・支援サービスについて理解し、説明することができる。その2

5回 目 地域作業療法の現状を理解し、作業療法に必要となる評価について説明することができる。

6回 目 地域リハビリテーションにおける社会生活支援を理解し、説明することができる。

7回 目 地域作業療法の具体的サービス ① 介護保険を中心に施設サービスについて理解し、説明することができる。

8回 目 地域作業療法の具体的サービス ② 介護保険を中心に通所サービスについて理解し、説明することができる。

9回 目 地域作業療法の具体的サービス ③ 介護保険を中心に訪問サービスについて理解し、説明することができる。

10回 目 地域作業療法を支える支l及 在宅ADL指導における作業療法士の役割 福祉機器と社会資源について理解し、説明することができる。

11回 目
地域作業療法を支える支援 在宅ADL指導における作業療法士の役割 住宅改修、環境調整と社会資源の活用について理解し、説明することができ
る。

12回 目 地域作業療法を支える支援 在宅ADL指導における作業療法士の役割 社会資源の活用について理解し、説明することができる。

13回 目 生活行為向上マネジメント MTDLPの概要、基本的な考え方を理解し、説明することができる。

14回 目
生活行為向上マネジメント MTDLP聞き取リシートやアセスメント演習シートなど、グループワークを通してその活用方法を理解し、説明することができ
る。

15回 目 目標①～③の確認とまとめ

準備学習
時間外学習

地域作業療法の理念や理論を理解し、福祉、介護、教育などの具体的な制度やサーLスに関する情報を説明できるために、不講義の優習が必要で
す。また、地域作業療法を支える支援として、在宅ADL指導における住宅改修や福祉機器などの社会資源について説明できるために、本講義の復習
が必要です。
近年、作業療法士協会でもその実践を推奨する、生活行為向上マネジメントMTDLPについて理解し、また実習や卒後に実践していくために、本講義の
復習を行う必要があります。

評価方法
定期試験にて知識・技能の到達評価を行う。
成績評価は、定期試験 (100。/o)

受講生への
メッセージ

地域リハビリテーション、地域作業療法の現場は、傷病を発症して医療機関における機能訓練、生活機能訓練をひと通り経てきた方々が、あらためて

地域に戻られてその後に、単に機能訓練のみにとどまらず、その方の生活にダイレクトに関わり、予後を支え、ひいてはそのライフワークを人生の終焉

まで支えていく過程にあります。それらを提供する福祉、介護サービスの制度や社会資源の仕組みを知って、自らも作業療法士として生活を支えていく

術を提供できるようになりましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

標準作業療法学 専門分野 「地域作業廉法学」医学書院



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

地域作業療法学 H

Occupational Therapy of Community Ⅱ

必修
選択

必修 年次 2
担当教員

:

実務経験
i

日下部 修

O

授業
形態

演習
総時間
(単位)

30

2

開講区分 1       前期
曜日・時限:     月曜日・3限 目ヨース  :

【授業の学習内容】

本講義では、地域作業療法を実践するための基礎的な知識に加え、より具体的なサービス内容とその提供計画について学習する。そのために事例や課題を通じ
て、対象者の課題を抽出して支援するための計画を立てる方法について理解を深める。

※実務経験 :1994～ 1996年 回復期・維持期及び訪間のリハビリテーションに従事した。同時期に保健所の地域保健活動に作業療法士として参加した。
2010～ 2012年急性期病院のリハビリテーションに従事した。
1997～ 2006年 、2015～ 2017年老人デイケアの業務に従事した。

【到達目標】

①地域作業療法に関わる基礎知識について説明できる。
②事例から作業療法士の役割をあげることができる。

授業計画・内容

1回 目
オリエンテーション

①地域とはなにか、地域リハビリテーションとはなにか概念をあげることができる。

2回 目 ①生活障害の評価とICFについて簡潔に説明できる。

3回 目 ①地域作業を支えている制度や施策をあげて、簡潔に説明できる。

4回 目 ①介護保険制度の概略と予防介護について簡潔に説明できる。

5回 目 ①障害者総合支援法について簡潔に説明できる。

6回 目

7回 目

8回 目

9回 目

10回 目 ②病院(身体障害分野)における作業療法士の役割と連携について簡潔に説明できる。

11回 目 ②病院(精神分野)における作業療法士の役割と連携について簡潔に説明できる。

12回 目 ②訪問リハビリテーションにおける作業療法士の役割と連携について簡潔に説明できる。

13回 目 ②通所リハビリテーションにおける作業療法士の役割と連携について簡潔に説明できる。

14回 目 ②発達支援や学校における作業療法士の役割と連携について簡潔に説明できる。

15回 目 ②認知症支援や終末期における作業療法士の役割と連携について簡潔に説明できる。

準備学習
時間外学習

こ
`)'政
栗 で
~子
ん た ことは 、脇 l木 見

~子
央 智 で 必 丁 と言 つ Kよ い は と 画 イつれ る基 提 矢WE載で す 。天

‐
ゴ 印1の キ 怖

~子
曹 で 店 用 で きるよつ夜 莱 ツ9｀ あ つた 日 lよ 7ん

だことをノートなどに整理しておいてください。

評価方法

提出物 (30。/o)

試験 (700/。 )

受講生への

メッセージ

本語でのティスカッションは、臨 F木での思考過程を育てるために行います。したがつて、単にそこに要るだけではなく、探求心を持つて貨問したり、答え
たりする姿勢が求められます。そのためには、人の意見を聞く姿勢が大事です。例えば、発表や執筆中の居眠りや私語、授業に関係のない行為 (携
帯・スマホ等の使用 )、 発言者に対する誹謗や無視がないようにしてください。

【使用教科書・教材・参考書】

特に指定していませんが、活用できそうな文献は適宜紹介したいと思います。

生活支援と多職種連携について簡潔に説明できる。

作業療法の枠組みについて簡潔に説明できる。

作業療法の実践課程について簡潔に説明できる。

域作業療法の実践の場をあげて、それぞれについて簡潔に説明できる。



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

修
択
必
選 必修 年次 2

担当教員

実務経験

長嶺 元気*1・ 室永 洋祐*2

O
日常生活活動学 I

(Activity of Da‖ y Living I)

ヨース

科目名
(英 )

総時間
(単位 )

６０

　

４

開講区分 :

曜日・時限 : 水曜日 1・ 2限

前期業
態
授
形 講義

ADL評価においては、臨床実習て用い、国家試験で出題されているため、理解し、説明出来る事を求められます

肩関節・肘関節。手関節、各関節専門の整形外科医の元で急性期・回復期リハビリテーションに従事し、医師の指示を受け、投球障害等を含むアスリートリハビ
～スポーツ障害の予防事業(障害予防教室)なども経験。ハンドセラピイの専門医と協働し、再接着手術後のリハビリテーション等、専門的な実務を積む。また、

(後期高齢者リハビリ、社会的入院の方々への対応等)では、日々集団体操を行うこと、四季に応じたレクリエーションを企画するなどし、運動器リハを主軸としたレクリエーション活

回復期・療養病院に所属。病院では、脳血管障害 (外傷性脳損傷、高次脳機能障害、B曽卒中、パーキンツン病、脊髄損傷 )、 神経難病 (多発性硬化症、筋萎縮性 tRl索 硬化症、脊髄小脳変

整形疾患 (大腿骨頸部骨折、腰椎圧迫骨析、変形性膝関節症 )、 廃用症候群患者に対する作業療法を実施。

的に記載する)の

整形外科病院に勤務 )の
一般整形

パーキンツン病保険外事業の開設を行い、

脳血管型、レビー小体型 )

リテーションに従事。脳血管障害 (脳梗塞、R悩

ターミナルケアを含めた生活期リハ作業療法

血出 モ膜下出血 )ビヽ在 地域 リ宅・ス 、通所介護サービ 訪問看護、

在宅訪間看護、 てきたを実践し形疾患、各種整 認知症循環器疾患、 ,レ(ア ツハイマー型

動作の特徴とそれに伴う詰現象を実技と併せて紹介する。臥位

後半は、日常生活活動 (ADL)の 概念と範囲について理解し、代
、坐位、立位といつた基本姿勢や、起き上がり、

表的なADL評価について学ぶ。さらにIADLや支
力くり立ち上 運動の歩行 常生活活日常 生 運動活活動学における

つ し ステ ムにつし め まてヽ理解を深める。 援シ てヽも理解を深

【援業の学習内容】 (

～ 2014年3月

動に従事。
4年 4月 ～ 2023年3月

6年 4月 ～ 2020年7月

月～2021年3月

【到達目標】

前半ては、1年次の運動学に引き続いて「脊柱」の解音1と機能について学習するとともに、観察と実験を通してさらに理解を深め、人の運動・動作の特徴と日常生活活動に与える影響を紹

介する。動作分析の導入として、臥位、坐位、立位といつた基本姿勢や、起き上がり、立ち上がり、歩行運動と動作に関して、観察・演‖定・分析を体験し、本授業惨了時には各々の説明がで

きるようになる。 後半は、臨床実習や国家試験で扱われるADL評価について、どのようなものか説明でき、使用方法を理解し、実施できる。ADL各動作の構成要素について理解し、その
介助方法などを実践できる。教科書や学校にある福祉用具・機器について知識を深め、活用できるようになる。

<具体的な目標 >
目標①「脊柱」に関する解割学的構造や機能について理解し、説明できる。目標②「運動学習」や「記憶」における理論について理解し、説明てきる。
目標③ ボディメカエクス、キネススティクスといった介護、介助技術を修得し、その理論を深く知り説明し、実動作で再現することができる。
目標④ 臥位、坐位、立位といった基本姿勢や、起き上がり、立ち上がり、歩行、そして異常歩行の運動学分析について理解し、説明できる。
目標⑤臨床実習や国家試験で扱われるADL評価について、どのようなものか説明でき、使用方法を理解し、実施てきる。
目標⑥ADL各動作の構成要素について理解し説明できるようになる。目標⑦教科書や学校、身近にある福祉用具・機器について知識を深め、活用できるよう「こなる。
目標③IADL構成要素について理解し説明できるようになる

1回 目 「脊柱Jの機能と解剖を理解し、日常生活活動上の意義について説明てきる

2回 目 「運動学習」について、利き手交換訓練を実験的に行うことを通して、動作指示の相違による「運動学習J過程の違いを知り、それらについて説明できる。

3回 目 日常生活活動上の「運動学習」と併せて、それに伴う「記憶」のメカニズムについて説明できる

4回 目 日常生活活動上の「機能的肢位」の意義と役割を知り、それらについて説明できる。

5回 目 日常生活活動上の「機能的肢位」を学習し、それらについて説明できる

6回 目 「関節可動域」の制限、拘縮と強直の相違や、日常生活活動における弊害を想定し、それらについて説明できる。

7回 目 手関節角度の相違に伴う握力の変化や、肘関節角度の相違に伴う筋力の変化を実際に測定し、日常生活活動における影響について説明できる。

8回 目 介助技術「キネススティクス」と介護技術「ボディメカニクス」 の理論を知り、それらについて説明できる。

9回 目 介助技術「キネススティクス」と介護技術「ボディメカニクス」 の実際を体験し、それらを実施できる。

10回 目 日常生活活動上の基本姿勢 「臥位 J「 寝返り」「起き上がりJについて、その姿勢分析・動作分析を知り、それらについて説明できる。

11回 目 日常生活活動を行う上で重要な 「坐位」「シーティング」 について、その姿勢分析・動作分析を知り、それらについて説明できる。

12回 目 基本動作 「立ち上がりJについて、その姿勢分析・動作分析を知り、日常生活活動上の問題について説明できる。

13回 目 基本動作 「歩行」について、その姿勢分析 動作分析を知り、それらについて説明てきる。

14回 目 各疾患、障害ごとの「異常な立ち上がり」について、その臨床像を知り、それらについて説明できる。

15回 目 各疾患、障害ごとの「異常歩行」について、その臨床像と典型的な歩様を知り、それらについて説明できる

16回 目 日常生活活動の概念とその範囲について知り、それらについて説明することができる。

17回 目 日常生活活動(ADL)評 価について理解し説明できる (BI・ Kenny・ PUSES・ Katz・ 察たきり度 )

18回 目 日常生活活動(ADL)評 価について理解し説明できる (FIM)①

19回 目 日常生活活動(ADL)評 価について理解し説明できる (FIM)②

20回 目 起居動作 その介助について理解し、介助方法の実施ができる

21回 目 移柔動作 その介助について理解し、介助方法の実施ができる

22回 目 移動動作 車椅子の構造・寸法 杖の種共ヨと歩行について理解し、模擬的に実施できる。

23回 目 排泄動作 (おむつ交換とトイレ介助)を模擬的に実施できる

24回 目 撰食 喋下動作(機能と構造)、 摂食 囀下の姿勢による違い(摂食訓練)について理解し模擬的に体験できる

25回 目 車椅子の種類 (リ クライニングとティルト、片麻痺用など)、 特殊寝台の使用方法と注意点について理解し操作できる

26回 目 入浴動作と更衣動作における構成要素について理解し、疾患による方法の違いについて模擬的に実施できる

27回 目 コミュニケーションの構成要素について理解し、気管切開者のカニューレにおける機能と構造について理解する

28回 目 共用品 共用サービス ユニバーサルデザインとは何か理解し身近なユニバーサルデザインについて考察することができる

20回 目 自助具と福祉用具の位置づけ定義について理解し、各ADL動作で用いる自助具を紹介し使用方法を理解する事ができる

30回 目 手段的日常生活活動(lADL)の 構成要素を理解し説明することができる (家事。生理整頓 ,外出 (環境基準 )など)

準備学習

時間外学習

(目 標(● )事例検討や国家試験問題を解くので授業で実施した範囲を毎回復習しておいてほしい
(目 標(2))ADL各 動作の理解と実技は自主学習て復習をしてほしい
(目 標10)福祉用具は日々新しい商品が開発 販売されているので、日常の中で気に掛けてみるようにしてほしい
(目 標、ひ)障害のある人の立場に立ち、日々の生活の中で、人的物的環境を見ていく視点を持つて過ごしてほしい

評価方法

全講義終了後に試験を行う。定期試験 (100%)に て評 1洒とする

受講生への
メッセージ

障害のある方々の立場に立ち、日常生活活動の動作にどのような課題があるのか考え、知る事は大切ですので、学んだことを日々の生活の中で考えながら過ごしてみてく
ださい。

【使用教科書 教材 参考書】

教科書‐新版 日常生活活動(ADL)評 価と支援の実際 医歯薬出版
基礎運動学 医歯薬出版

運動学実習 医歯莫出版



2023年 度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

日常生活活動学 Ⅱ

(Activity Of Daily Living正 )

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 室永 洋祐

○実務経験

授業
形態

演習
総時間
(単位)

60

4

開講区分

曜日・時限

後期

金曜・12限]―ス

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施ずるのか、具体的に記載する)

疾患別の日常生活活動(ADL)動 作について学ぶ。
また、障害者対応住宅や新たなリハビリ支援ロボットなどの演習や学外実習を通して具体的なADL・ IADLの改善方法等について学ぶ。

実務経験 :2016年 4月 ～2020年 7月
回復期・療養病院に所属。病院では、脳血管障害 (外傷性脳損傷、高次Π凶機能障害、脳卒中、パーキンソン病、脊髄損傷)、 神経難病 (多発性硬化症、筋萎縮性側
索硬化症、脊髄小脳変性症)、 整形疾患 (大腿骨頸部骨折、腰椎圧迫骨折、変形性膝関節症)、 廃用症候群患者に対する作業療法を実施。
2020年 7月 ～2021年3月
回復期病院に所属。病院では、脳血管障害、整形疾患に対する作業療法を実施。早期自宅復帰に向けた日常生活動作練習を展開する。

【到連目標】

疾患別の日常生活活動(ADL)動 作について、様々な模擬的体験、障害者対応住宅見学、新たなリハビリ支援ロボット演習などを通して具体的なADL・ IADLや改善方
法等について学び理解し模擬的に実践できる。
<具体的な目標>
目標①)
目標②)
目標③)
目標④)
目標⑤)
目標⑥)

片麻痺者のADLと治療について理解し模擬的に体験・実施できる
RA・ PDの ADLと ADL指導などについて理解し模擬的に体験・実施できる
自助具作成計画を立て、作成し、発表 計画通りに作成した自助具の実演・発表ができる
起居・移乗動作の介助方法を実施できる
リハビリ支援ロボッHこついて、それぞれの機器の特徴を理解し、基本的な使用ができる
車いす利用者の外出体験をし、必要なスキルや改善すべき視点などを整理することができる

授業計画・内容

1回 目 (目標①)障害別日常生活活動の援助の実際(片麻痺者のADLと治療について)について理解し模擬的に体験・実施できる

2回 目 (目標①)障害別日常生活活動の援助の実際(脊髄損傷のADLとADL指導など)について理解し模擬的に体験。実施できる

3回 目 (目標②)障害別日常生活活動の援助の実際(RA・ PDの ADととADL指導など)について理解し模擬的に体験。実施できる

4回 目 (目標②)自助具作成計画を立てることができる

5回 目 (目標②)自助具作成計画を立て、作成することができる

6回 目 (目標③)福祉用具/クローバープラザ見学において、市販の福祉用具を実際に使用して体験し理解を深めることができる

7回 目 (目標③)福祉住宅/クローバープラザ見学において、住宅改修の実際について学び、体験し理解を深めることができる

8回 目 (目標②)自動具作成計画発表 計画通りに作成した白助具を実演発表ができる。

9回 目 (目標④)トランスファ実習(起居動作とその介助方法を状況別に学び、模擬的に演じることができ、介助の実施ができる)

10回 目 (目標④)実技テスト(起居動作・移動動作の介助における実技試験で実施できる)

11回 目 (目標⑤)リハビリ支援ロボットについて、それぞれの機器の特徴を理解し、基本的な使用ができる

12回 目 (目標⑥)車いす実習(バリアフリー新法について理解を深めることができる・車いす実習の計画書を立てることができる)

13回 目 (目標⑥)車いす実習(車いすにて公共交通機関やデパートなどを利用し車いす利用者の生活を体験することができる①)

14回 目 (目標⑥)車いす実習(車いすにて公共交通機関やデパートなどを利用し車いす利用者の生活を体験することができる②)

15回 目 (目標⑥)車いす実習(車いす実習で体験した内容を発表できる)

準備学習
時間外学習

(目標①)¬・2年で学習した内容の復習をして授業に臨んで下さい
(目標②)自助具作成計画、作成時間が授業内で足りない際は時間外に実施して下さい。
(目標③)見学後レポート提出があります。自己学習をしてください。
(目標④)実技試験がありますので、実技の練習をしてください。

評価方法

レポート提出を義務付ける。定期テストにて知識・枝能の到達評価を行う。
●レポート発表点(400/。 )
●定期テスト(600/。 )
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

前期の日常生活活動学より実践的な授業となります。実技が多くなります。臨 F木冥習でも必要になりますので復巻
「
をしてください。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書: 日常生活活動(ADL)医歯薬出片反株式会社



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

発達障害治療学 I

Occupadona Therっ py for Developmenta Disab‖ モyI

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 :

実務経験 i

桑原 みゆき

○

授業
形態

講義
総時間
(単位) 2

30 後期

火曜・1限

開講区分

曜日・時限ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施ずるのか、具体的に記載する)
「ライフステージを通した人間理解」の中における胎児・乳児・幼児・学童期の正常発達の知識を整理し、小児の障害を引き起こす病因 (1図性麻痺・重症心身障害・二
分脊椎・筋ジストロフィー・分娩麻痺・自閉症スペクトラム・注意欠如多動症・学習障害)、 病態生理、症l柔を学んだ後、作業療法の介入方法、プログラムヘの応用に
ついて学習し、障害の特性に合わせた援助方法についても学習する。
実務経験 :重症心身障害児を含む入所、通園施設においてリハビリテーション部門に所属 (1979～ 84)、 リハビリテーション病院において小児疾患の外来業務 (発達
障害)(1991～ 97)地域行政の中で小児疾患の療育担当<1991～現在>
主業務は、小児の障害に対してのリハビリテーション(作業療法を主として)と家族指導、保育施設、学校への訪問援助を行つている。

【到達目標】

小児の障害に対して作業療法の基本的な知識を習得し、介入(治療・指導・援助)についてプログラムを考え、レポーHこ表すことができる。
(目 標①)発達領域における作業療法の歴史、発達過程の理解、作業療法の意味、役割を理解し説明できる。
(目標②)疾患毎の生活障害、予後、作業療法の特性について説明・模擬実践できる。

授業計画 ,内容

1回 目 発達障害の作業療法(総論):歴史、発達障害、種類 (疾患)について理解し説明することができる。

2回 目 (目標①)発達過程の基礎知識:姿勢・運動の発達、反射について理解し説明することができる

3回 目 (目標①)発達過程の基礎知識:認知、思考技能、コミュニケーション技能について理解し説明できる

4回 目 (目 標①)発達過程の基礎知識:認知、思考技能、コミュニケーション技能について理解し班学習においてまとめ発表できる

5回 目 (目標②)評価・介入:l凶性麻痺者への治療・指導・援助について理解し説明できる

6回 目 (目標②)評価・介入:脳性麻痺者への治療・指導・援助について理解し説明できる

7回 目 (目標②)評価の種類il図性麻痺者への様々な評価の種類について理解し説明できる。

8回 目 (目標①)治療的アプローチ:感覚統合機能に対するアプローチについて理解し説明できる

9回 国 (目標②)神経筋疾患に対する作業療法アプローチについて理解し説明できる

10回 目 (目標②)知的障害他に対する作業療法アプローチについて理解し説明できる

11回 目 (目標②)ASD(自 閉症スペクトラム、アスペルガー症候群)の概要と作業療法アプローチについて理解し説明できる

12回 目 (目標②)ADHD(注意欠如多動性障害)の概要と作業療法アプローチについて理解し説明できる

13回 目 (目標②)LD(学 習障害)の概要と作業療法アプローチについて理解し説明できる

14回 目 (目標②)筋ジス・三分脊椎・分娩麻痺の概要と作業療法アプローチについて理解し説明できる

15回 目 (目標②)疎下障害の作業療法について理解し説明できる

準備学習
時間外学習

(目標①)前提 ,この授業を受けるには、臨床医学(正常発達と発達障害)についての理解が不可欠です。さらに解剖学、生理学、運動学について予習
が必要です。
(目標②)各疾患に対する概要・評価・アプローチについて理解するため、復習が必要です。

評価方法

足刷試験に加え、レボートや授業への取り組み、出席により評価する。
●定期試験 (800/o)
●平常点 (5%)
0レポート(150/0)
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

発達障害における疾患の用語や分類、新しい治療方法が今注目されています。この授業を通し発達障害への関心と理解が深よることを望みます。

【使用教科書・教材・参考書】

(作業療法学ゴールド・マスター テキスト)発達障害作業療法学 改訂第2版 メディカルビュー



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

発達障害治療学Π

Occupっ donっ I Therapy for DevelopmentaI Dに ab‖にyⅡ

必修
選択

必修 年次 3
担当教員

実務経験

桑原 みゆき

O

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

60

4

開講区分

曜日・時限 金曜日 3・ 4限

前 期

ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載ずる)

「発達障害治療学 I」の学習を展開できるように、症例を通し演習・実技を行う。

実務経験 :重症心身障害児を含む入所、通園施設においてリハビリテーション部門に所属(1979～ 84)、 リハビリテーション病院において小児疾患の外来業務 (発達

障害)(1991～ 97)地域行政の中で小児疾患の療育担当<1991～現在>
主業務は、小児の障害に対してのリハビリテーション(作業療法を主として)と家族指導、保育施設、学校への訪間援助を行つている。

【到達目標】

(目標①)発達領域の障害(疾患)の知識・理解を深め、理解し説明できる。
(目標②)対象児の方の協力を得ることにより、演習。実技を行うことができる。
(目標③)評価結果から統合と解釈ができ、生活課題を導き出すことができる。
(目標④)対象児に合わせたアプローチを考えることができる。

1回 目 (目標①)オリエンテーション・事例の文章を読み解き前期で得た知識から評価を導き出すことができる

2回 目 (目標①・③)事例の評価からADLの課題を導き出し、lCFにまとめることができる(発表)

3回 目 (目標①)SI理論を感覚→知覚→認知からの学習を深め、事例のSI障害を理解することができる①

4回 目 (目標①)SI理論を感覚→知覚→認知からの学習を深め、事例のSI障害を理解することができる②

5回 目 (目標②)症例①現病歴等から評価項目を選定し(目標①)評十面に適した演習準備ができる(レポート)

6回 目 (目標②)症例①評価演習ができる(症例に対して実習を行う)

7回 目 (目標③・④)症例①評価演習の反省と評価結果から結果の解釈ができ、(目標④)プログラムを考えることができる

8回 目 (目標③・④)症例①のプログラムを班ごとに発表することで、評価結果のまとめ、プログラム立案の力をつけることができる

9回 目 (目標①)症例①の脳画像を学習し、基礎医学と臨床医学から症例の理解を深めることができる

10回 目 (目標①)症例②の脳画像を学習し、基礎医学と臨床医学から症例の理解を深めることができる

11回 目 (目標②)症例②現病歴等から評価項目を選定し(目標①)評価に適した演習準備ができる(レポート)

12回 目 (目標②)症例②評価項目に適した演習を行うことができる

13回 目 (目標②)症例②評価演習ができる

14回 目 (目標③)評価演習の反省と評価結果から結果の解釈ができ、(目標④)プログラムを考えることができる

15回 目 事例・2症例のまとめ

準備学習
時間外学習

(目標①)正常発達と発達障害についての理解が不可欠です。症例に適した評価計画立案するので、評価の復習、準備をしておいてください。
(目標②)評価の復習、予習をしておいてください。
(目 標③)評価結果から評価の解釈をし発表しますので準備をしてください。
(目標④)プログラム立案に際し、必要な文献などを収集しておいてください。

評価方法

定期試験に加え、レポートや授業への取り組みにより評価する。
・定期試験 (800/o)
・レポート(100/。 )
・実習評価 (100/o)

割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

・実習前に症例の方にご協力頂き、評価を実際に実施したり、アブローチを見たりすることができる機会は多くありません。しっかりと準備して臨んでい

ただきたいと思います。
・コロナ禍の中状況が変わり、症例の来校ができない可能性もあります。

【使用教科書・教材・参考書】

く教科書〉作業療法学 ゴールド・マスター・テキスト発達障害作業療法学 改訂第2版 メディカルビュー



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

臨床見学実習

(Educational Tour at CtinicaI Facitities)

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 :

実務経験 :

作業療法科教員・臨床実習教育者

授業
形態

実習
総時間
(単位)

40

1

開講区分

曜日・時

後期

未定]―ス

【授業の学習内容】

本実習では、地域リハビリテーション(通所リハビリ・訪問リハビリ)における診療チームの一員として臨床実習教育者 (作業療法士)と共に行動し、作業療法の見学
ならびに対象者や他スタッフ(医師、理学療法士、言語聴覚士、看護師、ケースワーカー、ケアマネージャーなど)との関わりを通して、以下の項目を学ぶ。1 地域リ
ハビリテーションにおける対象者の障害の多様性・作業療法の役割 2作業療法に対する社会からのニーズ 3作業療法における対象者とのコミュニケーション
に関する基本的な事項 4地域包括ケアシステムにおけるマネジメントと通所・訪問リハビリテーションの役割 5社会人・職業人・医療人としての基本的な態度と
自学自己学習の態度

【到達目標】

1 実習施設の概要を理解する。
2見学や作業療法士、対象者との関わりを通して職業人としての基本的態度をとることができる。
3作業療法士の仕事を理解できる。
4対象者について共感的理解ができる。
5見学した作業療法の介入方法の概要を理解できる。
6作業療法士になるという目的意識を自覚できる。

授業計画・ 内容

1回 目

オリエンテーション(初 日)

各施設のスケジュールに合わせて実習を行うことができる(実習時間は9時間/日 合計5日 )

臨床実習教育者は、実習施設の作業療法士が担当します。

実習の中間の時期には、本校作業療法科専任教員による訪問や電話連絡等により、学生の現状の課題を整理し今後の実
習の方針を学生・臨床実習教育者の3者で協議します。

2回 目

3回 目

4回 目

5回 目

6回 目

7回 目

8回 目

9回 目

10回 目

11回 目

12回 目

13回 目

14回 目

15回 目

準備学習 時
間外学習

病幌での
~夫
習時間外も見字の橋果や字んだ内容をノーHこ蟹l里することが求められます。これができていないと、翌日の見

~子
笑
‐
どでどのよつに行動丁

ればよいか困難になる可能性があります。このほか、検査等の予習も求められます。

評価方法

①実習への取り組み態度
②実習事前学習・終了後のまとめへの取り組み態度
③提出物と報告内容
①～③を総合して評価します

受講生への

メッセージ

医療の現場に出ますので、学生の皆さんにとって、将来の職業イメージがつきやすいと思います。同時に、社会人としての基礎力を学ぶことができる職
業実践の学習機会になります。

【使用教科書・教材・参考書】



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

臨床実習 I

Occupational Therapy Fieldwork I

必修
必修
選択

年次 3
担当教員 作業療法科教員・臨床実習教育者

実務経験 ○

授業
形態

実習
総時間
(単位)

400

10

開講区分

曜日・時限

後期

未 定]―ス

【授業の学習内容】(※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

作業療法を行う現場にて、そこで勤務している臨床経験5年以上の作業療法士(臨床実習教育者)の助言などを受けて、作業療法対象者に対する検査・測定、作業
療法治療、効果判定、治療再計画までを経験します。この実習では、学生が担当する対象者の作業療法の検査・測定の見学・模倣・実施をするだけではなく、臨床
実習教育者の行う検査・測定、治療の場面の見学・模倣・実施を行います。毎日の実習後は、デイリーノート・ケースノート等を作成し、日々の実習の経験を書面にま
とめる作業を行います。施設での実習が終了したら、学校にて担当症例をA3用紙 (1枚 )にまとめて発表します。

【到達目標】

①対象者への直接的な働きかけを通して、社会人・職業人としての基本的な態度をとることができる
②臨
③臨
④毎
⑤実

床実習教育者の援助のもと、対象者に必要な評価・評価結果に基づく治療・治療の効果判定・治療の再計画立案ができる
床実習教育者の援助のもと、評価結果から更に全体像をまとめ長期・短期目標達成のための作業療法プログラムを計画・実行できる
国必要な記録の作成や口頭や文章での報告ができる
習施設の特性、及び作業療法士の役割と機能をいえる

授業計画・内容

1回 目

オリエンテーション(初 日)

各施設のスケジュールに合わせて実習を行うことができる(実習時間は9時間/日 合計45日 )

臨床実習教育者は、実習施設の臨床経験5年以上の作業療法士が担当します。

実習の中間の時期には、本校作業療法科専任教員が訪問して、学生の現状の課題を整理し今後の実習の方針を
学生・臨床実習教育者の3者で協議します。

2回 目

3回 目

4回 目

5回 目

6回 目

7回 目

8回 目

9回 目

10回 目

11回 目

12回 目

13回 目

14回 目

15回 目

時

間外学習 ようにかかわればよいか対応が困難になる可能性があります。このほか、検査
・治療等の予習も求められます。

評価方法

①実習への取り組み態度
②実習事前学習・終了後のまとめへの取り組み態度
③提出物と報告内容
0～③を総合して評価します

受講生への

メッセージ

医療の現場に出ますので、学生の皆さんにとつて、将来の職業イメージがつきやすいと思います。同時に、社会人としての基礎力を字ふことができる職

業実践の学習機会になります。

【使用教科書・教材・参考書】



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

臨床実習 Π

Occupational Therapy Fieldwo「 kⅡ

必修
選択

必修 年次 4
担当教員

実務経験

作業療法科教員・臨床実習教育者

授業
形態

実習
総時間
(単位)

400

10

開講区分

曜日・時限

前期

未定ヨース

【授業の学習内容】(※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

作業療法を行う現場にて、そこで勤務している臨床経験5年以上の作業療法士(臨床実習教育者)の助言などを受けて、作業療法対象者に対する検査・測定、作業
療法治療、効果判定、治療再計画までを経験します。この実習では、学生が担当する対象者の作業療法の検査・測定の見学・模倣・実施をするだけではなく、臨床
実習教育者の行う検査・測定、治療の場面の見学・模倣・実施を行います。毎日の実習後は、デイリーノート・ケースノート等を作成し、日々の実習の経験を書面に
まとめる作業を行います。施設での実習が終了したら、学校にて担当症例をA3用紙 (1枚 )にまとめて発表します。

0対象者への直接的な働きかけを通して、社会人・職業人としての基本的な態度をとることができる
②臨床実習教育者の援助のもと、対象者に必要な評価・評価結果に基づく,台療・治療の効果判定・治療の再計画立案ができる
Э臨床実習教育者の援助のもと、評価結果から更に全体像をまとめ長期・短期目標達成のための作業療法プログラムを計画・実行できる
④毎日必要な記録の作成や口頭や文章での報告ができる
Э実習施設の特性、及び作業療法士の役割と機能をいえる

授業1計画・内容

1回 目

オリエンテーション(初 日)

各施設のスケジュールに合わせて実習を行うことができる(実習時間は9時間/日 合計45日 )

臨床実習教育者は、実習施設の臨床経験5年以上の作業療法士が担当します。

実習の中間の時期には、本校作業療法科専任教員が訪問して、学生の現状の課題を整理し今後の実習の方針
を学生・臨床実習教育者の3者で協議します。

2回 目

3回 目

4回 目

5回 目

6回 目

7回 目

8回 目

9回 目

10回 目

11回 目

12回 目

13回 目

14回 日

15回 目

準備学習
時間外学習

〕丙I境での央曽時間外も標食・測だの柄果や対ス右のT青散をノーHこ整埋アることが示のられま丁。これができKいないと、ス回苅ス石を見るときにと
のようにかかわればよいか対応が困難になる可能性があります。このほか、検査・治療等の予習も求められます。

評価方法

(l)実習への取り組み態度
②実習事前学習・終了後のまとめへの取り組み態度
③提出物と報告内容
①～③を総合して評価します

受講生への
メッセージ

医療の現場に出ますので、学生の皆さんにとって、将来の職業イメージがつきやすいと思います。同時に、社会人としての基礎力を学ぶことができる職

業実践の学習機会になります。

【使用教科書・教材・参考書】



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

臨床評価実習

Clinical Evaluation Practice

必修
選択

必修 年次 3
担当教員 作業療法科教員・臨床実習教育者

実務経験

授業
形態

実習
総時間
(単位)

200

5

開講区分

曜日・時限

後期

未 定ヨース

【授業の学習内容】

作業療法を行う現場にて、そこで勤務している臨床経験3年以上の作業療法士(臨床実習教育者)の助言などを受けて、作業療法対象者に対する検査・測定を行
い、作業療法治療計画を立てるまでを経験します。この実習では、学生が作業療法の検査・測定の実施を経験するだけでなく、臨床実習教育者の行う検査・測定、
治療の場面の見学・模倣・実施し作業療法士の業務を学ぶます。毎日の実習後は、ケースノート等を作成し、日々の実習の経験を書面にまとめる作業を行います。
施設での実習が終了したら、学校にて担当症例をA3用紙 (1枚 )にまとめて発表します。
*臨床実習教育者に関しては、5年以上の臨床経験を有する者である。

【到達目標】

①対象者への直接的な働きかけを通して、社会人・職業人としての基本的な態度をとることができる
②臨床実習教育者の援助のもと、対象者に必要な評価の立案及び評価の適切な実施ができる
③臨床実習教育者の援助のもと、評価結果から更に全体像をまとめ短期目標達成のための作業療法プログラムを計画できる
④毎日必要な記録の作成や口頭や文章での報告ができる
⑤実習施設の特性、及び作業療法士の役割と機能をいえる

1回 目

オリエンテーション(初 日)

各施設のスケジュールに合わせて実習を行うことができる(実習時間は9時間/日 合計20日 )

臨床実習教育者は、実習施設の臨床経験5年以上の作業療法士が担当します。

実習の中間の時期には、本校作業療法科専任教員が訪問して、学生の現状の課題を整理し今後の実習の方針
を学生・臨床実習教育者の3者で協議します。

2回 目

3回 国

4回 目

5回 目

6回 目

7回 目

8回 目

9回 目

10回 目

11回 目

12回 目

13回 目

14回 目

15回 目

準備学習 時
間外学習 のようにかかわればよいか対応が困難になる可能性があります。このほか、検査等の予習も求められます。

評価方法

①実習への取り組み態度
②実習事前学習・終了後のまとめへの取り組み態度
③提出物と報告内容
0～③を総合して評価します

受講生への

メッセージ

医療の現場に出ますので、学生の皆さんにとって、将来の職業イメージがつきやすいと思います。同時に、社会人としての基礎力を学ぶことができる職
業実践の学習機会になります。

【使用教科書・教材・参考書】



2023年度 授業概要
学 科  :作 業療法科

科目名
(英 )

老年期障害治療学 I

(OccupatiOnal Therapy for EIderly Disabied I

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 片山 華緒里

実務経験 : ○

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

後期

未定ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

作業療法士は身体障害児・者、精神障害児・者、発達障害児・者、老年期障害児・者などの身体機能の改善、生活適応の訓練、精神機能の改善、社会適応訓練な
どを行つて、障害児・者の訓練、生活適応への援助をしている。 この授業ではまず作業療法の定義・目的・歴史等作業療法の基盤となる概念について学び、各領
域における作業療法士の役割や専門性について学習していく。
*実務者経験
・2007年 ～2015年病院(回復期・亜急性期・療養)に勤務
'2015年～2016年訪問リハビリに勤務
・2018年 ～2021年介護保険施設に勤務

【到達目標】

老年期障害を生じる代表的な各疾患の病態や特徴を学び、具体的な作業療法アプローチ(評価や治療技術)を習得し、それらについて説明・模倣実践ができる。
目標① 疾患ごとの生活障害の特性について説明できる。
目標② 疾患ごとの予後について説明できる。
目標③ 治療原理について説明することができる。
目標④ 疾患ごとの作業療法について説明・模倣実践ができる。

授業計画‐内1容

1回 目 糖尿病について、その臨床像や障害特性について理解し、それらについて説明できる。

2回 目 糖尿病に対応する、作業療法の介入の基本、評価と治療について理解し、それらについて説明・模倣実践できる。

3回 目 心疾患について、その臨床像や障害特性について理解し、それらについて説明できる。

4回 目 心疾患に対応する、作業療法の介入の基本、評価と治療について理解し、それらについて説明・模倣実践できる。

5回 目 呼吸器疾患について、その臨床像や障害特性について理解し、それらについて説明できる。

6回 目 呼吸器疾患に対応する、作業療法の介入の基本、評価と治療について理解し、それらについて説明・模倣実践できる。

7回 目 脊髄小脳変性症について、その臨床像や障害特性について理解し、それらについて説明できる。

8回 目 春髄小脳変性症に対応する、作業療法の介入の基本、評価と治療について理解し、それらについて説明・模倣実践できる。

9回 目 腎疾患について、その臨床像や障害特性や作業療法の介入の基本、評価と治療について理解し、それらについて説明・模倣実践できる。

10回 目 腫瘍と終末期がんについて、その臨床像や障害特性について理解し、それらについて説明できる。

11回 目 腫瘍と終末期がんに対応する、作業療法の介入の基本、評価と治療について理解し、それらについて説明・模倣実践できる。

12回 目 乳がんについて、その臨床像や障害特性について理解し、それらについて説明できる。

13回 目 乳がんに対応する、作業療法の介入の基本、評価と治療について理解し、それらについて説明・模倣実践できる。

14回 日 脊髄損傷について、その臨床像や障害特性について理解し、それらについて説明できる。

15回 目 脊髄損傷に対応する、作業療法の介入の基本、評価と治療について理解し、それらについて説明・模倣実践できる。

準備学習
時間外学習

目標①②③④
内科学、神経内科学、病理学、整形外科学等で学んだ臨床医学をもとに、各疾患に応じた身体障害や内部障害の臨床像と評価、アプローチなどの作
業療法について理解することが必要になるため、基礎医学や臨床医学の復習とともに、本講義の予習・復習が必要である。

評価方法

模擬実践に必要な確認テストを3回実施する。定期テスHこて知識・枝能の到達評価を行う。
●確認テスト(300/0)
0定期テスト(700/o)
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

当講義は老年期障害分野の代表的な疾患に応じた生活障害の特性や予後について学び、各疾患の特徴に応じて適切に作業療法が行えることが必要
となつてきます。臨床医学で学んだ疾患の特性を事前に復習して、授業に臨んでください。

【使用教科書・教材・参考書】

作業療法学全書 第4巻 作業治療学1 身体障害 改訂第3版 協同医書出版 身体障害作業療法学2内部疾患編 (PT・ OTビジュアルテキスト)羊土社
病気が見える(脳と神経、免疫・膠原病・感染症、呼吸器、循環器、運動器・整形外科)メディックメディア



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

老年期障害治療学Ⅱ

(OccupatiOnal Therapy for Elde‖ y Disabed Ⅱ)

必修
必修
選択

年次 3
担当教員 :     片山華緒里
実務経験 :       ○

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

前期

金曜日・1限コース

」lgenn

老年期における身体的、精神的特徴、内部障害、廃用症候群、認知症などの疾患や障害の特性や状態像を把握し、作業療法実践の基本的枠組みやその過程について学習し、本授業
修了時には各々の説明ができるようになる。

*実務者経験
・2007年 ～2015年病院 (回復期・亜急性期・療養)に勤務
・2015年 ～2016年訪問リハビリに勤務
・2018年 ～2021年介護保険施設に勤務

【到達目標】

<具体的な目標>
目標① 高齢化の進展と社会的施策の変遷、老年期の課題について理解し、それらについて説明できる。
目標② 老年期の身体的、精神的特性、主な疾患やリスク、その課題や老年期を支える社会制度を把握し、それらについて説明できる。
目標② 老年期の障害、内部障害、廃用症候群、認知症などに対する作業療法の過程を知り、病気の経過やその治療、援助方法について説明できる。

授業1計画・内容

1回 目 高齢者とは?高齢社会とは?我が国の高齢化率の推移、高齢期の特徴、高齢者への社会施策の変遷について理解し、説明することができる。

2回 目 高齢者の生理的・身体的特徴の総論、「老い」の受容 について理解し、説明することができる。

3回 目 高齢者の就業意識と余暇活動、高齢者の地域での役割、高齢期の悩みなどの課題、高齢者を守る法律などについて理解し、説明することができる。

4回 目
高齢期に特異的な「廃用症候群」「フレイル」「サルコペニア」などの用語を知り、高齢期作業療法の目的、役割と機能について理解し、説明することが
できる。

5回 目
高齢期の生理的・身体的特徴について 生理的機能の加齢変化、循環器系の機能、腎機能、神経系の加齢変化について理解し、説明することができ
る。

6回 目
高齢期の生理的・身体的特徴について 呼吸器系、消火器系、内分泌系、運動器(筋・骨格)系、血液および造血系、生殖器系の加齢変化について理
解し、説明することができる。

7回 目 高齢期の生理的・身体的特徴について 知能、記憶と学習、感情と情緒、人格特性などの加齢変化について理解し、説明することができる。

8回 目
高齢期に多い疾患 循環器系疾患を中心に 虚血性心疾患、心不全、不整脈などの病態を知り、心臓リハビリテーションにおける作業療法士の役割、
各種評価と目標設定、指導、訓練の概要について理解し、説明することができる。

9回 目 高齢期に多い疾患 呼吸器系疾患を中心に 肺炎、慢性閉塞性肺疾患COPD、 肺癌などの病態について理解し、説明することができる。

10回 目
高齢期に多い疾患 呼吸器系疾患を中心に 呼吸器リハビリテーションにおける作業療法士の役割、各種評価と目標設定、指導、訓練の概要につい
て理解し、説明することができる。

11回 目 高齢期に多い疾患 認知症を中心に 定義、特徴、病型分類、原因疾患、中核症状とBPSDなどの病態について理解し、説明することができる。

12回 目
高齢期に多い疾患 認知症を中心に アルツハイマー型認知症、脳血管性認知症、レビー小体型認知症、ピック病などの病態像、特徴、互いの相違点
について理解し、説明することができる。

13回 目
高齢期に多い疾患 認知症を中心に 接し方の原則、在宅介護支援のコツ、認知症の予防と薬物療法、認知症作業療法の目的について理解し、説明
することができる。

14回 目
高齢期に多い疾患 認知症を中心に 作業療法評価と目標設定、計画、方法と活動、リハビリ実施の際の注意点、症状別対応について理解し、説明す
ることんヾできる。その 1

15回 目 目標①～③の確認、まとめ

準備学習

時間外学習

2年 時 に 7ん た I老牛
~子
」
万
どもとに 、島 酎 1し の 遅 辰 Эヽ老 年 兵月に お け る子工雲 円 地 束 の 変 道 、老 年 期 (プ

'日

釆退 な と をきらに 沫 く知 リロ兄明 できるた の に 、学 同Щ9'

復習とともに、本講義の復習が必要です。
2年時に学んだ「内科学」をもとに、高齢期の身体的、精神的特徴と老年期に多い内科的疾患とリスクについて説明できるために、事前の復習とともに、
本請義の復習が必要です。
内部障害、廃用症候群、認知症など老年期に多い各疾患と障害に対するアブローチを説明できるために、本講義の復習が必要です。

評価方法
定期試験にて知識・技能の到達評価を行う。
成績評価は、定期試験 (1000/o)

受講生への

メッセージ

老年期における作業療法の発展は、世界的にも最長寿となり将来的にもさらに拡大する高齢社会の我が国にあつて、喫繁の社会的要請の高い命題で

す。将来病院や施設で作業療法に従事する皆さんにとつても、最も多く1妾するであろう対象者の世代です。そのために老年期の障害の特性を知り、老

年期に多い内部障害や廃用症候群、認知症といった疾患へのアプローチについて、基本的な知識を修得する必要があります。

【使用教科書・教材・参考書】

標準作業療法学 専門分野「高齢期作業療法学」医学書院



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

科目名
(英 )

海外実学研修

(Overseas Fieldwork)

必修
選択

選択 年次 2年「量姦盈粛…宴帯岬中■!YⅢ…
授業
形態

演習
総時間
(単位)

15 開講区分

曜日・時限

後期

1 未定ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

海外のリハビリテーションの実際について、施設などの見学を通して理解を深め、海外の医療制度やリハビリテーション専門教育の違いについて説明できる。

教育サポート校 :カリフォルニア州立大学ドミンゲスヒルズ校(作業療法科大学院)(アメリカ合衆国 カリフォルニア州 ロサンゼルス)

標①
標②
標③

国際社会における作業療法の課題を理解し説明することができる。
多様な文化的背景を持つ対象者の生活支援について説明することができる。
アメリカの作業療法について説明することができる。

【到達目標】

国際社会における作業療法の現状と課題について説明できる。
目
目
目

授業計画・内容

1回 目 アメリカにおける作業療法士の現状と今後について述べることができる

2回 目 グループ・ダイナミック・アクティビティーの模倣実践ができる①

3回 目 グループ・ダイナミック・アクティビティーの模倣実践ができる②

4回 目 パラシュート・アクティビティーの模倣実践ができる。

5回 目 小児作業療法への感覚伝達処理、理論と応用について述べることができる

6回 目 感覚伝達アクティビティーの模倣実践ができる

7回 目 カリフォルニア州立大学ドミンゲスヒルズ校施設見学にて海外の養成校を知ることができる。

8回 目 Pomona Aduに Day Heaにh Care Centerに て高齢者リハビリテーションが実践ができる

準備学習
時間外学習

事前に渡航する国の文化を調べることで、海外の作業療法について理解が深まる。

評価方法
レポート課題 (100°/o)にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

海外研修においては、準備の段階から海外へ行くために必要な知識であつたり、文化の違いなどを知ることができる。この経験が海外へ行くことへの自
信につながる。また、海外の文化を知ることで改めて日本の歴史や文化を知る良い機会となる。さらに、日本と海外の作業療法の違いを実感できること
により、多様な文化的背景を持つ対象者の生活について知ることができる。

【使用教科書・教材・参考書】

資料



2023年度 授業概要
学 科 :作業療法科

【到達目標】

<具体的な目標>
目標①:海外の医療制度やリハビリテーション専門教育の違いについて理解し、国際的な視野を持つことができる。
目標②:国際的なリハビリテーションの実屁売についての共通点や相違点を理解し、異文化間でのリハビリテーションの提供に対応できる能力を身に付けることができ
る。
目標③国際協力とリハビリテーションの関係について理解し、国際協力やグローバルな視点に基づいたリハビリテーションの実践事例について知ることができる。

選択
必修
選択

年次 2年
担当教員 日下部 修

実務経験
科目名
(英 )

国際リハビリテーションセミナー

(International Rchabilitation seminar) 後期開講区分

曜 日・ヨース

授業
形態

演 習
総時間
(単位)

15

1

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

海外の医療制度やリハビリテーション専門職の養成教育の違い、さらにはリハビリテーションの実際について説明できる。

授業計画・内容

1回 目 国際リハビリテーションの概要について説明できる。

2回 目 海外の医療制度とリハビリテーションの位置づけと概要について説明できる。

3回 目 北米のリハビリテーション専門職の養成教育の歴史と現状について説明できる。

4回 目 欧州のリハビリテーション専門職の養成教育の歴史と現状について説明できる。

5回 目 アジアのリハビリテーション専門職の養成教育の歴史と現状について説明できる。

6回 目 国際的なリハビリテーションの実際について説明できる。

7回 目 外国人患者へのリハビリテーションの提供における課題と問題点について説明できる。

8回 目 国際協力とリハビリテーションについて説明できる。

準備学習
時間外学習

授業の前後に適宣、準備学習や時間外字習のための課題やアドバイスを提供された場合は、積オ藪l的に票前・事後字習に耳又り組んでください。また、投
業内でのグループワークやディスカッションを通じて、学生同士で情報交換や意見交換を行うことも重要です。

評価方法

レポート課題にて知識・技能の到連評価を行う。
成績評価は、レポート課題 (1000/o)の 割合で行うが、その他、出席率 (欠席1回につき1点減点、遅刻・早退は3回につき可点減点)にて行う。

受講生への
メッセージ

I国際リハビリテーションセミナー」の授業を通じて、海外の医療制度やリハビリテーション尋門職の蚕成教育の違い、そしてリハヒリテーシヨンの冥際に
ついて学ぶことができます。授業内での積極的な参加や、授業外での準備学習や時間外学習にも取り組んで、自分自身の知識やスキルを高めていき
ましょう。また、国際的な視点を持つことによつて、様々な文化や背景を持つ人々に対しても理解を深め、適切なリハビリテーションの提供につなげてい
くことができるようになります。

【使用教科書・教材・参考書】

特になし



2023年度 授業概要
学 科 作業療法科

科目名
(英 )

作業療法総合演習 I

(OccupatiOnal Therapy lntegrated practice I)

必修

選択
選択必修 年次 4

担当教員:謡換鎌懸離晶
実務経験 :

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

60

4

開講区分 :

曜日・時限 |

後期

未定ヨース  :

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有ずる教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

本講義では、作業療法士国家試験に合格するレベルの知識・技術を総合的に習得するために、専門基礎科目と専門科目の学習をします。この学習では、国家試験
に合格するだけの知識を得るだけではなく、、グループ学習を用いて、臨床現場で求められるコミュニケーションスキルと自ら課題を発見し解決行動をとる経験を積
むようにしています。また、国家試験の実地問題への対策をすることで、臨床実習で培つてきた知識と学内で学んだ知識を統合することも狙いとしています。

【到達目標】

目標①作業療法に関わる基礎及び専門的な知識(国家試験の合格水準)を問われたときに答えることができる。
目標②グループ学習を成り立たせることができる。

授業計画・内容

1・ 2回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

3・ 4回 目 (目標①o② )シエア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

5・ 6回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

7・ 8回 目 (目標①o② )シエア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

9・ 10回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

11・ 12回 目 (目標①o② )シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

13・ 14回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

15・ 16回 目 (目標①・②)シエア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

17・ 18回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

19・ 20回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

21・ 22回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

23・ 24回 目 (目標①・②)シエア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

25・ 26回 目 (目標①,②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

28・ 28回 目 (目 標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

29・ 30回 国 (目標①・②)シエア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

準備学習
時間外学習

これまでに学んだ内容を分野別にまとめ、グループ学習(以下、シェア学習)で互いに質疑応答を重ね理解を深めます。なお、この学習には、学内およ
び自宅での自己学習が不可欠です。要するに、学校で学んだ内容を自宅での復習、さらに国家試験対策セミナーヘ毎回出席し、そこでの学習を通して
知識を深化させることが不可欠になります。

評価方法

①争記試験3回
②国試対策セミナーヘの出席状況
③Gr学習に取り組む姿勢(Gr学習における決まりの遵守)
①～③を総合的に判断します。

受講生への
メッセージ

・技業日標を達成するためには、国試対策セミナーヘの出席・参加は必須である。
・作業療法に関わる基礎及び専門的な知識については、作業療法士国家試験出題基準 (厚生労働省 )を参考にするとよい。

【使用教科書・教材・参考書】

理学療法士・作業療法士国家試験必修ポイント、理学療法士・作業療法士クエスチョンバンク
三輪模試、医歯薬模試



2023年度 授業概要
学 科 :     作業療法科

科目名
(英 )

作業療法総合演習Ⅱ

(OccupatiOnal Therapy lntegrated pract ce正 )

必修
選択

選択必修 年次 4
担当教員

実務経験

永田敬生、日下部修、長嶺元気
後藤拓見、室永洋祐、片山華緒里

授業
形態

演習
総時間
(単位)

60

4

開講区分

曜日・時限

後 期

未 定]―ス

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施ずるのか、具体的に記載する)

本講義では、作業療法士国家試験に合格するレベルの知識・技術を総合的に習得するために、専門基礎科日と専門科目の学習をします。この学習では、国家試験
に合格するだけの知識を得るだけではなく、、グループ学習を用いて、臨床現場で求められるコミュニケーションスキルと自ら課題を発見し解決行動をとる経験を積
むようにしています。また、国家試験の実地問題への対策をすることで、臨床実習で培つてきた知識と学内で学んだ知識を統合することも狙いとしています。

【到達目標】

目標①作業療法に関わる基礎及び専門的な知識(国家試験の合格水準)を問われたときに答えることができる。
目標②グループ学習を成り立たせることができる。

1授業計画・内容

1・ 2回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

3・ 4回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

5・ 6回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

7・ 8回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

9・ 10回 目 (目 標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

11・ 12回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

13・ 14回 目 (目標①,②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

15・ 16回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

17・ 18回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

19・ 20回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

21・ 22回 目 (目標①,②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

23・ 24回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

25・ 26回 目 (目標①・②)シエア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

28・ 28回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

29。 30回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

準備学習
時間外学習

これまでに学んだ内容を分野別にまとめ、グループ学習(以下、シエア学習)で互いに質疑応答を重ね理解を深めます。なお、この学習には、学内およ

び自宅での自己学習が不可欠です。要するに、学校で学んだ内容を自宅での復習、さらに国家試験対策セミナーヘ毎回出席し、そこでの学習を通して

知識を深化させることが不可欠になります。

評価方法

⑦筆記試験3回
②国試対策セミナーヘの出席状況
③Gr学習に取り組む姿勢(Gr学習における決まりの遵守)
⑦～③を総合的に判断します。

受講生への

メッセージ

授業目標を達成するためには、国試対策セミナーヘの出席・参加は必須である。
作業療法に関わる基礎及び専門的な知識については、作業療法士国家試験出題基準 (厚生労働省)を参考にするとよい。

【使用教科書・教材・参考書】

理学療法士・作業療法士国家試験必修ポイント、理学療法士・作業療法士クエスチョンバンク
三輪模試、医歯薬模試



2023年度 授業概要
学 科 作業療法科

作業療法総合演習Ⅲ科目名
(英 )

:(OcCupadonal Therapy lntegrated pracuce Ⅲ )

必修
選択

選択必修 年次 4

、長嶺元気
片山華結里

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

60

4

開講区分 :

曜日・時限 :

後期

未定ヨース  :

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

本講義では、作業療法士国家試験に合格するレベルの知識・技術を総合的に習得するために、専門基礎科日と専門科目の学習をします。この学習では、国家試験
に合格するだけの知識を得るだけではなく、、グループ学習を用いて、臨床現場で求められるコミュニケーションスキルと自ら課題を発見し解決行動をとる経験を積
むようにしています。また、国家試験の実地問題への対策をすることで、臨床実習で培つてきた知識と学内で学んだ知識を統合することも狙いとしています。

【到達目標】

目標①作業療法に関わる基礎及び専門的な知識 (国家試験の合格水準)を問われたときに答えることができる。
目標②グループ学習を成り立たせることができる。

授業計画・内1容

1・ 2回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

3・ 4回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

5・ 6回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

7・ 8回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる間いに答え、振り返りの学習ができる。

9'10回 目 (目標①・②)シエア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

11・ 12回 目 (目標① ,② )シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

13・ 14回 目 (目標①・②)シエア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

15・ 16回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

17・ 18回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

19・ 20回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

21・ 22回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

23・ 24回 目 (目 標①・②)シエア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

25・ 26回 目 (目標①,② )シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

28・ 28回 目 (目 標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

29。 30回 目 (目 標①・②)シエア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

準備学習

時間外学習

これまでに学んだ内容を分野別にまとめ、グループ学習 (以下、シエア学習)で互いに質疑応答を重ね理解を深めます。なお、この学習には、学内およ

び自宅での自己学習が不可欠です。要するに、学校で学んだ内容を自宅での復習、さらに国家試験対策セミナーヘ毎回出席し、そこでの学習を通して
知識を深化させることが不可欠になります。

評価方法

①筆記試験3回
②国試対策セミナーヘの出席状況
③Gr学習に取り組む姿勢(Gr学習における決まりの遵守)
①～③を総合的に判断します。

受講生への
メッセージ

授業日標を達成するためには、国試対策セミナーヘの出席・参加は必須である。
作業療法に関わる基礎及び専門的な知識については、作業療法士国家試験出題基準 (厚生労働省)を参考にするとよい。

【使用教科書・教材・参考書】

理学療法士・作業療法士国家試験必修ポイント、理学療法士・作業療法士クエステョンバンク
三輪模試、医歯薬模試



2023年度 授業概要
学 科 業療法科

科目名
(英 )

作業療法総合演習Ⅳ

(OccupatiOnal Therapy lntegrated practiceW)

必修
選択

選択必修 年次 4
担当教員

実務経験

授業
形態

演習
総時間
(単位)

60

4

開講区分

曜日・時限

後期

未定コース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

本講義では、作業療法士国家試験に合格するレベルの知識・技術を総合的に習得するために、専門基礎科日と専門科目の学習をします。この学習では、国家試験
に合格するだけの知識を得るだけではなく、、グループ学習を用いて、臨床現場で求められるコミュニケーションスキルと自ら課題を発見し解決行動をとる経験を積
むようにしています。また、国家試験の実地問題への対策をすることで、臨床実習で培つてきた知識と学内で学んだ知識を統合することも狙いとしています。

【到達目標】

目標①作業療法に関わる基礎及び専門的な知識 (国家試験の合格水準)を問われたときに答えることができる。
日標②グループ学習を成り立たせることができる。

授業計画・内容

1・ 2回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

3・ 4回 目 (目標①・②)シエア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

5・ 6回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

7・ 8回 目 (目標①・②)シエア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

9・ 10回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

11・ 12回 目 (目標①・②)シエア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

13・ 14回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

15'16回 目 (目標①・②)シエア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

17・ 18回 目 (目 標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

19・ 20回 目 (目 標①・②)シエア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

21・ 22回 目 (目 標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

23・ 24回 目 (目 標①・②)シエア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

25・ 26回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

28・ 28回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

29・ 30回 目 (目標①・②)シエア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

準備学習
時間外学習

これまでに学んだ内容を分野別にまとめ、クルーブ字習 (以下、シエア学習)で互いに貨疑応答を重ね理解を深めます。なお、この字習には、字内およ

び自宅での自己学習が不可欠です。要するに、学校で学んだ内容を自宅での復習、さらに国家言式験対策セミナーヘ毎回出席し、そこでの学習を通して

知識を深化させることが不可欠になります。

評価方法

①筆記試験3回
②国試対策セミナーヘの出席状況
③G「学習に取り組む姿勢(Gr学習における決まりの遵守)
①～③を総合的に判断します。

受講生への
メッセージ

授業目標を達成するためには、国試対策セミナーヘの出席・参加は必須である。
作業療法に関わる基礎及び専門的な知識については、作業療法士国家試験出題基準 (厚生労働省)を参考にするとよい。

【使用教科書・教材・参考書】

理学療法士・作業療法士国家試験必修ポイント、理学療法士。作業療法士クエステョンバンク
三輪模試、医歯薬模試



2023年度 授業概要
学 科 業療法科

科目名
(英 )

作業療法総合演習V

(OccupadOnal Therapy lntegrated pracjce V)

必修
選択

選択必修 年次 4
担当教員

永田敬生、日下部修、長嶺元気
後藤拓見、室永洋祐、片山華緒里

実務経験

¢姦 : 演習 総時間
(単位)

60

4

開講区分

曜日・時限

後期

未定ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

本講義では、作業療法士国家試験に合格するレベルの知識・技術を総合的に習得するために、専門基礎科日と専門科目の学習をします。この学習では、国家試験
に合格するだけの知識を得るだけではなく、、グループ学習を用いて、臨床現場で求められるコミュニケーションスキルと自ら課題を発見し解決行動をとる経験を積
むよう1こしています。また、国家試験の実地問題への対策をすることで、臨床実習で培つてきた知識と学内で学んだ知識を統合することも狙いとしています。

【到達目標】

目標①作業療法に関わる基礎及び専門的な知識(国家試験の合格水準)を問われたときに答えることができる。
日標②グループ学習を成り立たせることができる。

授業計画・内容

1・ 2回 目 (目 標①・②)シエア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

3・ 4回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

5・ 6回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

7・ 8回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

9・ 10回 目 (目標①・②)シエア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

lⅢ 12回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

13・ 14回 目 (目標①・②)シエア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

15・ 16回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

17・ 18回 目 (目標①・②)シエア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

19・ 20回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

21・ 22回 目 (目 標①・②)シエア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

23・ 24回 目 (目 標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

25・ 26回 目 (目 標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

28・ 28回 目 (目 標①・②)シエア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

29・ 30回 目 (目標①o② )シェア学習(グループ学習)を通して、国家言式験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

準備学習
時間外学習

これまでに学んだ内容を分野別にまとめ、グルーフ学習(以下、シェア字習)で互いに資疑応答を重ね理解を深めます。なお、この字習には、字内およ
び自宅での自己学習が不可欠です。要するに、学校で学んだ内容を自宅での復習、さらに国家試験対策セミナーヘ毎回出席し、そこでの学習を通して
知識を深化させることが不可欠になります。

評価方法

①筆記試験3回
②国試対策セミナーヘの出席状況
③Gr学習に取り組む姿勢(Gr学習における決まりの遵守)
①～③を総合的に判断します。

受講生への
メッセージ

授業目標を達成するためには、国試対策セミナーヘの出席・参加は必須である。
作業療法に関わる基礎及び専門的な知識については、作業療法士国家試験出題基準(厚生労働省)を参考にするとよい。

【使用教科書・教材・参考書】

理学療法士・作業療法士国家試験必修ポイント、理学療法士・作業療法士クエスチョンバンク
三輪模試、医歯薬模試



2023年度 授業概要
学 科 作業療法科

科目名
(英 )

作業療法総合演習Ⅵ

(OccupatiOnal Therapy lntegrated practiceⅥ )

ヨース

必修
選択

選択必修 年次

、日下部修、長嶺元気
室永洋祐、片山華緒里4

授業
形態

演習
総時間
(単位)

後期60

4

開講区分

曜日・時限 未 定

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有ずる教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

本講義では、作業療法士国家試験に合格するレベルの知識・技術を総合的に習得するために、専門基礎科目と専門科目の学習をします。この学習では、国家試験
に合格するだけの知識を得るだけではなく、、グループ学習を用いて、臨床現場で求められるコミュニケーションスキルと自ら課題を発見し解決行動をとる経験を積
むようにしています。また、国家言式験の実地問題への対策をすることで、臨床実習で培つてきた知識と学内で学んだ知識を統合することも狙いとしています。

【到達目標】

目標①作業療法に関わる基礎及び専門的な知識 (国家試験の合格水準)を問われたときに答えることができる。
日標②グループ学習を成り立たせることができる。

授業計画「内容

1・ 2回 目 (自標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

3・ 4回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

5・ 6回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

7・ 8回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

9。 10回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

11・ 12回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

13・ 14回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

15・ 16回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

17・ 18回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

19・ 20回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

21・ 22回 目 (目標①o② )シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

23・ 24回 目 (国標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

25・ 26回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

28・ 28回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

29'30回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

準備学習
時間外学習

これまでに学んだ内容を分野別にまとめ、グループ学習(以下、シエア学習)で互いに質疑応答を重ね理解を深めます。なお、この学習には、学内およ
び自宅での自己学習が不可欠です。要するに、学校で学んだ内容を自宅での復習、さらに国家試験対策セミナーヘ毎回出席し、そこでの学習を通して
知識を深化させることが不可欠になります。

評価方法

①幸記試験3回
②国試対策セミナーヘの出席状況
③Gr学習に取り組む姿勢(Gr学習における決まりの遵守)
①～③を総合的に判断します。

受講生への

メッセージ

授業目標を達成するためには、国試対策セミナーヘの出席・参加は必須である。
作業療法に関わる基礎及び専門的な知識については、作業療法士国家試験出題基準 (厚生労働省)を参考にするとよい。

【使用教科書・教材・参考書】

理学療法士・1乍業療法士国家試験必修ポイント、理学療法士・作業療法士クエスチョンバンク
三輪模試、医歯薬模試



2023年度 授業概要
学 科 作業療法科

科目名
(英 )

作業療法総合演習Ⅶ

(OccupatiOnal Therapy lntegrated pract ceⅦ )

必修

選択
選択必修 年次 4

永田敬生、日下部修、長嶺元気
後藤拓見、室永洋祐、片山華緒里

担当教員

実務経験

授業
形態

演習
総時間
(単位)

60

4

後期

未 定

開講区分 :

曜日・時限 i
ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

本講義では、作業療法士国家試験に合格するレベルの知識・技術を総合的に習得するために、専門基礎科目と専門科目の学習をします。この学習では、国家試験
に合格するだけの知識を得るだけではなく、、グループ学習を用いて、臨床現場で求められるコミュニケーションスキルと自ら課題を発見し解決行動をとる経験を積
むようにしています。また、国家試験の実地問題への対策をすることで、臨床実習で培つてきた知識と学内で学んだ知識を統合することも狙いとしています。

【到達目標】

目標①作業療法に関わる基礎及び専門的な知識 (国家試験の合格水準)を問われたときに答えることができる。
日標②グループ学習を成り立たせることができる。

授業計画・ 内容

1・ 2回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

3・ 4回 目 (目標①・②)シエア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

5・ 6回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

7・ 8回 目 (目標①・②)シエア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

9・ 10回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

11・ 12回 目 (目標①・②)シエア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

13・ 14回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

15。 16回 国 (目標①・②)シエア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

17・ 18回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

19・ 20回 目 (目標①・②)シエア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

21・ 22回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

23・ 24回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

25'26回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

28・ 28回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

29・ 30回 目 (目標①・②)シェア学習(グループ学習)を通して、国家試験レベルの知識にかかわる問いに答え、振り返りの学習ができる。

準備学習
時間外学習

これまでに字んだ内容を分野別にまとめ、クルーブ字習 (以下、シェア学習)で互いに賢疑応答を重ね理解を深めます。なお、この字習には、字肉およ
び自宅での自己学習が不可欠です。要するに、学校で学んだ内容を自宅での復習、さらに国家試験対策セミナーヘ毎回出席し、そこでの学習を通して
知識を深化させることが不可欠になります。

評価方法

⑭驀垢己冨式島央3回

②国試対策セミナーヘの出席状況
③Gr学習に取り組む姿勢(Gr学習における決まりの遵守)
①～③を総合的に判断します。

受講生への
メッセージ

授業目標を達成するためには、国試対策セミナーヘの出席・参加は必須である。
作業療法に関わる基礎及び専門的な知識については、作業療法士国家試験出題基準 (厚生労働省)を参考にするとよい。

【使用教科書・教材・参考書】

理学療法士・作業療法士国家試験必修ポイント、理学療法士・作業療法士クエスチョンバンク
三輪模試、医歯薬模試



2022年度 授業概要
学 科 作業療法科

科目名
(英 )

作業療法特論Ⅲ

(Advanced Occupational Therapy Ⅲ)

必修

選択
必修 年 次 2

担当教員 永田敬生 他・学科教員

実務経験 O

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

15 P,日講区分

曜日'時限

前期

水曜日'1限コース

【授業の学習内容〕

業界で即戦力となるためには、先進的な学習・演習を行い、現在および今後、最{)求められている実践的な能力を身につける必要性がある。そこで、本科日では、アクティブ

ラーニングに基づいた活動に取り組む中で、学習方法やスキルなどを体験的に学習し、思考力や判断力、表現力などの育成モ)目 的としている。なお、この活動では、専門的
な分野として、障がい者スポーツ、医療・福祉、子ども(発達)期より選択した一分野における作業療法の最新知識と治療方法、社会的な動向を学ぶ。
※実務者経験 :

2004年 4月 ～2006年 4月 までリハビツテーション病院に所属。主業務は神経障害、運動器障害に対する回復期・維持期・終末期の作業療法を実践。
2006年 5月 ～2007年 4月 まで総合ケアセンターに所属し、デイサービスセンターなどに所属。主業務は高齢期障害に対する作業療法と地域における作業療法を実践。
2007年 5月 ～2011年4月 まで総合病院に所属。業務はプライマツ・ケアから高度先進医療、救急医療、さらには在宅医療、予防医学に至るまで幅広く経験する。(糖尿病・代謝
内窄|、 透析内科、腎臓内科、内分泌内科、循環器内季|、 呼吸器内科、消化器内科、神経内科、リウマチ→|、 心療内浴|、 外利、消化器外季|、 乳腺外科、肝臓・胆のう。障臓外
科、呼吸器外科、循環器外科、肛門外科、整形外浴|、 脳神経外科、心臓血管外科、泌尿器科、日長科、形成外科、精神冷|、 救急科)

【到達目標】

本科目における学習活動の遂行と達成を通して、自分が目指す将来像に向けて学び統ける基本的態度をとることができる。
(具休的な目標〉
03つの専門的分野について概要をいうことができる。
②3つの専門的分野と作業療法の関係の概要をいうことができる
Э3つの専門分野と自分の将来像を関連付けていうことができる

授業計画・内容

1回 日 ①オリエンテーション、障がい者スポーツ、医療・福れに、子ども(発達)の概要をいえる

2回 目 ②障がい者スポーツにおける社会問題と将来的展望をいえる

3回 目 ②障がい者スポーツと作業療法との関係をいえる

4回 目 ②医療・福祉における社会問題と将来的展望をいえる

5回 日 ②医療・福祉と作業療法との関係をいえる

6回 日 ②子どく)家庭福祉における社会問題と将来的展望をいえる

7回 日 ②子ども家庭福祉と作業療法との関係をいえる

8回 日 ③まとめ

準備■習
時‖〕クト■習

●報道をく)と 1こ探究学習の課口,Rまたは自分の選択した分野に開わる情報をノートなどにメモをしておくこと。時間か許せは、そのことについて凶苦至などの文献を

読み自分なり1こ晴報を整理しておくこと。

評価方法

レボート課題にて知識の評価を行う。学習への取り組みにて技能・態度の評価を行う
0レポート課題 (80%)
●学習への取り組み (20%)
割合で成績評価を行う。

受講生への

メッtr― ラ

木(1目 で行う「探究学習Jは、皆さスノが小学校や中学校で「総合的な■i里 7)時間Jの
「
十日で体噴した学習方法です。こし'l羊習体験を通して、作業療法を通し,て、

自分がそのような社会貢i状ができるのかを■ぶことにモ)なります。さに,に、働き始めてかr)の スキルアンフに必要な白学自習♂)方法について )ヽ習得することモ)可能
です.

〔十
'ど

川数日fl十・教1イ・参考■】



2023年 度 授業概要
学 科 :   作業療法科

βl目 名
(英 )

作業療法特論Ⅲ

(Advanced Occupational Therapy Ⅲ)

蓬墳 : 必修 年 次 2
担当教員 後藤拓見・室永洋祐

実務経験 ○

演習
業
態
授
形

15総時間 i
(単位):

開講区分

曜 日・時限

前期

木曜 日・3限コース

【授業の学習内容】

業界で即戦力となるためには、先進的な学習・演習を行い、現在および今後、最モ)求められている実践的な能力を身につける必要性がある。そこで、本科目では、アクティブ

ラーニングに基づいた活動に取り組む中で、学習方法やスキルなどを体験的に学習し、思考力や判断力、表現力などの育成モ)目 的としている。なお、この活動では、専門的
な分野として、障がい者スポーツ、医療・福祉、子どモ)(発達)期より選択した一分野における作業療法の最新知識と治療方法、社会的な動向を学ぶ。
※実務者経験 (室永):
2016年 4月 ～2020ノ千7月
回復期・療養病院に所属。病院では、脳血管障害(外傷性脳損傷、高次脳機能障害、脳卒中、ハーキンノン病、脊髄損傷)、 神経難病 (多発性硬化症、筋萎縮性側索Fl疋化
に、脊髄小脳変性症)、 整形疾患 (大腿骨頸部骨折、腰椎圧迫骨折、変形性膝関飾症)、 廃用症候群忠者に対する作業療法を実施。
2020年 7月 ～2021年3月
回復期病院に所属。病院では、脳血管障害、整形疾患に対する作業療法を実施。早期自宅復帰に向けた日常生活動作練習を展開する。

【到達目標〕

本希1目 における学習活動の遂行と達成を通して、自分が目指す将来像に向けて学び続ける基本的態度をとることができる。
(具体的な目標〉
Э3つの専門的分野について概要をいうことができる。
②専攻した専門的分野(スポーツル ビヽリ、子どもリハビリ、医療福祉)と作業療法の関係の概要をいうことができる。
③専攻した専門分野 (スポーツリハビツ、子どもリハビリ、医療福祉)における作業療法治療計画を立てることができる。
④専攻した専P写分野 (スポーツリハビリ、子ど()リハビリ、医療福れL)における作業療法的応用と実践ができる。

授業計画・内容

1回 目 ①オリエンテーション、医療・福祉分野lノ )概要をいうことができる 後藤、室永

2回 目 ①刻リエンテーション、スポーツリハビリ分野の概要をいうことができる 永田、長嶺

3回 目 ①オリエンテーション、子どもリハビリ分野の概要をいうことができる 日下部、片山

4回 日 ②医療・福祉分野と作業療法の関係の概要をいうことができる 後藤、室永

5回 目 ③認知症カフェに向けてレクリエーション計画を立てることができる 後藤、室永

6回 目 ③認知症カフェに向けてレクリエーション計画を立て、模擬的な実践ができる 後藤、室永

7回 目 ④認知症カフェにて利用者に対しレクリエーションの実践ができる 後藤、室永

8回 目 ④認知症カフェにて利用者に対しレクリエーションの実践ができる 後藤、室永

9回 目 ④認知症カフェにて利用著に対しレクリエーションの実「どtができる 後藤、室永

10回 日 ③①レクリエーションを振り返り計画の修正ができる 後藤、室永

H回 目 ③認知症カフェに向けてレクリエーション計画を立てることができる 後藤、室永

12回 目 ③認知症カフェに向けてレクリエーション計画を立て、模擬的な実
11年ができる 後藤、室永

13回 目 ①認知症カフェにて利用者に対しレクリエーションの実践ができる 後藤、室永

14回 日 ①認知症カフェにて利用者に対しレクリエーションの実l「
ぃ年ができる 後藤、室永

15回 目 ①認知症カフェにて利用者に対しレクリエーションの実践ができる 後藤、室永

準備■ ¬
'

時間外■習

●医療福祉専攻において、作業療法士としての職業 I比を宇び侍るため、基礎となる呼刊宇や連】力学、心F上字、精神 ク、字を予習・復習する。まア_横芙後は]寸liり 返

し失監を重ね、現埒で使える技側子に「kで滞iド )ろ

●産学連携の実μ常に向|り て時間外で準備i・ 十k習を行う,(成年進併分μ∫:∴tl知 )花カフ=丘メドど)

評th方法
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2023年度 授業概要
学 科 : 作業療法科

修
択
必
選

必修 年 次 2
担当教員 永田 敬生 長嶺元気 田中俊光

実務経験 ○
作業療法特論Ⅲ

(Advanced Occupational Therapy Ⅲ)

科目名
(英 )

コース

業
態
授
形

演習
総時間
(単位)

15

1 木曜日・3限

前期開講区分

曜日。時限

【授業の学習内容】

業界で即戦力となるためには、先進的な学習・演習を行い、現在および今後、最も求められている実践的な能力を身につける必要性がある。そこで、本科目では、アクティ
ブラーニングに基づいた活動に取り組む中で、学習方法やスキルなどを体験的に学習し、思考力や判断力、表現力などの育成t)目 的としている。なお、この活動では、専門
的な分野として、障がい者スポーツ、医療。福祉、子ども(発達)期より選択した一分野における作業療法の最新知識と治療方法、社会的な動向を学ぶ。
本科 目では、学外実習を通して、業界。当事者の課題に基づいた活動に取り組む中で、支援方法や必要なスキルを体験的に学習し、現場のニーズに合わせたプログラム

の立案、計画、実施、再考を繰り返し臨機応変な対応を実践する。
※実務者経験(永 田):
2004年 4月 ～2006年 4月 までリハビリテーシ到ン病院に所属.主業務は神経障害、運動器障害に対する回復期・維持期・終末期の作業療法を実賤。
2006年 5月 ～2007年 4月 まで総合ケアセンターに所属し、デイサービスセンターなどに所属。主業務は高齢期障害に対する作業療法と地域における作業療法を実践。
2007年 5月 ～2011年 4月 まで総合病院に所属。業務はプライマリ・ケアから高度先進医療、救急医療、さらには在宅医療、予防医学に至るまで幅広く経験する。(糖尿病・代謝内牟|、 透析内⌒|、 腎
臓内科、内分泌内牟、循環器内科、呼吸器内科、消化器内科、神経内季|、 リウマチ科、心療内科、外科、消化器外科、乳腺外浴|、 肝臓・胆の)膵臓外rl、 呼吸器外rl、 循環器外科、肛門外科、
整形外浴1、 脳神経外季|、 心臓血管外希|、 泌尿器お|]礎科、形成外科、精神お1、 救魚科)

【到達 目標】

木や1目 における学習活動の遂行と達成を通して、自分が目指す将来像に向けて学び続ける基本的態度をとることができる。
(具体的な目標)
03つの専門的分野について概要をいうことができる。
②専攻した専門的分野 (スポーツリハビツ、子どもリハビリ、医療福祉)と作業療法の関係の概要をいうことができる
③専攻した専F司分野 (スポーツリハビリ、子どもリハビリ、医療福祉)における作業療法的応用と実践ができる。
③産学連携に参加し、実践の場で学ちミことができる。

授業計画・内容

1回 目 Oオリエンテーション、医療・福祉分野の概要をいうことができる 後藤、室永

2回 目 Oオリエンテーション、スポーツリハビツ分野の概要をし ができる 永田、長嶺

3回 目 ③オリエンテーション、子どもリハビリ分野の概要をし る 日下部、片山

4回 目

作業療法の臨床でMTAを身につりる意味を説明できる。
MTAの 基本理論を説明できる。
MTAの 基本的な技法を実践できる。
MTAの応用的な技法を実践できる。

永田敬生、長嶺元気、田中俊光

5回 目

6回 目

7回 目

8回 目

9回 目

10回 目

H回 目
12回 目

13回 目

14回 目

151亘 I日

産学連携 キッズスホッチャ(5/13) 永円、長徹

産学連携 ホークスカップ練習会 (スポーツマッサージ練習会参加 ) 永田、長嶺、田中

産学連携 ホークスカッブ練習会 (スポーツマッサージ練習会参加) 永田、長嶺、田中

産■連携 ホークスカック (3月 中句 :8/16予 定) 水田、兵嶺

産学連携 ホークスカッブ (8月 中旬 :S/17予 定) 永田、長嶺

準備■習
時間外■習

●スボーツリハビリにおいて実践する箇所の1千剖生理学や運動学、機能解剖学を予習・復習し実践技η]r,D習得を行う.また、lit業 後は1・lり返し笑践を重ね、現
場で使える技ηfにまで高める。
● アヽlTAや徒手廉法の授業を受け、産学連携の除に実

il乾ができる。
●授業で学んだことを産学連携において実『比で経験する。(産学連携分野 :キッズスボッチャ、編阿マラツン、ホークスカッフ)

評 l li方法

宇i雪 ′ヽσ)収リホRみ (こて1文能 ',燥獲♂)F日面をイ〒う。
●|【業や市k習会,ヽの参加とそれに伴う課題 (50,0
●産■連携へ♂)参加とそれに伴う岳黒題 (50ツ ))
害1合で成績評llを 行う.

答え1主いつt)みせオサにあると考えてい1ミす .対 牧帝はイ市「を望んでい/1`′)か、1也蚊は十可を求y)てぃる(ア )か、日の市i♂
'方

t々′ )Ttに立つことかでき/・ え|)に常に考えなか
|〉イIIi力 することが大切だとヽ!ktヽ 1〔

‐
,

クラィアシト・家オ兵げ)'こ声質をと、わために、とモ)(こ 、111】(ることをや■)こいきましにう.
十i:1_章 逆pr丁市ヒ‖上を十iじ て ヽヽ11(刊 じthclド 、ィ1、、ill,thele's tt、 、(l卜 (意志あるところに

'こ

1主け日()る )

(||■ . I!.Ⅲ ' |キ 〕



2023年度 授業概要
学 浴| 作業療法科

科目名
(英 )

作業療法特論Ⅲ

(Advanced Occul)ational Therapy Ⅲ)

コース

必修
う_巽 1尺

必修 年次 1

担当教員 i日 下出∫修 )1111中結里 他外出
`討

市「

実務経験 ○

授 業

形態
演習

総時間
(単位 ) 1

15 開講区分

曜 日・日寺限

:     前期
:   木曜 日・3限

【授業の学習内容】

業界で即戦力となるためには、先進的な学習・演習を行い、現在および今後、最も求められている実践的な能力を身につける必要性がある。そこで、本科目では、アクティブ
ラーニングに基づいた活動に取り組む中で、学習方法やスキルなどを体験的に学習し、思考力や判断力、表現力などの育成も目的としている。なお、この活動では、専門的
な分野として、障がい者スポーツ、医療・福祉、子ど詫)(発達)期より選択した一分野における作業療法の最新知識と治療方法、社会的な動向を学ぶ。
※実務者経験 (日 下部):
1994～ 1996年 回復期・維持期及び訪間のリハビツテーションに従事した。
2010～ 2012年急性期病院のリハビリテーションに従事した。
いずれ葉)脳血管障害の作業療法を多く経験した。

【到達目標】

本科目における学習活動の遂行と達成を通して、自分が目指す将来像に向けて学び続ける基本的態度をとることができる。
(具体的な目標)
①3つの専門的分野について概要をいうことができる。
②専攻した専門的分野 (スポーツリハビツ、子どヽ )リハビツ、医療福祉)と作業療法の関係の概要をいうことができる
③専攻した専門分野 (スポーツリハビリ、子ど1)リハビツ、医療福祉)1こおける作業療法的応用と実践ができる。

授業計画・内容

1回 目 ①舅リエンテーション、医療・福祉分野の概要をいうことができる 後藤、室永

2回 目 ①オリエンテーション、スポーツリハビリ分野の概要をいうことができる 永田、長嶺

3回 目 ①オリエンテーション、子どもリハビリ分野の概要をいうことができる 日下部、片山

4回 目 ②子どもの定期発達や憂着形成について概要を理解し、発達段階を説明できる 荒木かおり(f(古 十 ll式 会社サティクル )

5回 目 ②学校 (教育)とリハσ)役割を理解し説明できる 小嶺先生

6回 目 ②障がい児支援における作業療法士の役割を説明できる 小嶺先生

7回 目 ③児童発達支1髪センターでのOTとしての地域の関わりを理解し説明できる RI'1河伊げ :介 (ケ とヽ )と ,こ文1猛 l′ンター 6ド 1)

8回 目 ③海外での幼児教育の現状とO'1・の役割を理解し説明できる Rl'洋「μFi tFI(′ tiJさ避文1=ヤンクー (,「 1)

9回 目 ②保育所兄■を通して、子どもへのかかわりを体験する 日下部、片山

10回 目 ②保育所見学を通して、子どもへのかかわりを体験する 日下部、)キ 山

H回 目 ①保育所でのレクリエーションの計画を立てることができる 日下 部 、片 山

12回 目 ③保育所でのレクリJユーーション計画「にそつて準備活動ができる に| lf吉 |`、 )キ 世|

13回 目 ③保育所でのレクリエーーションのリハーサルを通して子どもにとつて楽しめる内容に修正できる 日下部、片 山

14回 目 ⑥保育所でのレクリエーションを実施できる 日
~ド

|卜、)キ にLI

15回 目 ③保育所でのレクリエーションの振イ)i厘りができる 日下部、片山

準備itti写
時間外■習

●子どモ)への件:業原法士の役割を
`業
界の取り組みを理角旱する。また、授業後は復習し、日頭で説明できるようにする。

●揖業で■スンだことをに年i主携にわいて紫げていく.(後期 :保育所・放課後等デイの見学や体験)

評mi方法

レオミーートiltモ「JIこ てmittkヮ )下 +‖朽を†Tう . 生|!i雪  、rノ )!1又り*R子本に
~こ
1支甫ヒ・Tξだ電♂)言十11面を行う。

●レホー |ヽ石県懸 (80'イ〕)

● ril習 ⌒の 4kリ ホ:と 4(20γ ,)

T刊 命てlヤ i常 F mhオ イヤう

=持
生  ′,

(:′ t!マ  ,

ホ f‖ 日て行b傑究Ⅲ i埒 十t、 1特スクが′|ギ|ltや中■1交でi総 合的な■習ブ)‖キ門Jの ri日 で休げ費した■習方法です こノl■習体Iたを通Lて 、作士輩法わ廷して、
白
'〉

ら`■7)上 L々 |lirギ :.1古(が r■ ちブ,かを■ i｀ 二|:に t,た 1,■ | さド〉(二、trに な台μ)てか|)の スキアレラッフに1ビ、■【な白!1白 習lⅢ サデPiI )い ft,iЧ 伴1‐ 〕ア)二 と|)「賄ヒ
です

【随用数f‖ ギ|・ 数「1・
`考
洋】



2023年度 授業概要
学 浴| :   作業療法科

和目名
(英 )

作業療法特論 I

(Advanced Occul)ationat Therapy I)

必修
i輩 1尺

必修 年次

授業
形態

演習
総時間
(単位)

15 開講区分

曜 日・時限

:     前期
:   木Π醒日'3限コース

【授業の学習内容】

業界で即戦力となるためには、先進的な学習・演習を行い、現在および今後、最モ)求められている実践的な能力を身につける必要性がある。そこで、木科日では、アクティブ

ラーニングに基づいた活動に取り組む中で、学習方法やスキルなどを体験的に学習し、思考力や判断力、表現力などの育成く)目 的としている。なお、この活動では、専門的
な分野として、障がい者スポーツ、医療・福祉、子ど咤ぅ(発達)期より選択した一分野における作業療法の最新知識と治療方法、社会的な動向を学Åミ。
※実務者経験 (日 下部):
1994～ 1996年 回復別・維持期及び訪間のリハビリテーションに従事した。
2010～ 2012年急性期病院のリハビツテーションに従事した。
しヽずれ )ヽ脳血管障害の作業療法を多く経験した。

【到達目標】

本科目における学習活動の遂行と達成を通して、自分が目指す将来像に向けて学び続ける基本的態度をとることができる。
(具体的な目標〉
①3つの専門的分野について概要をいうことができる。
②専攻した専門的分野(スポーンリハビツ、子どもリハビリ、医療福祉)と作業療法の関係の概要をいうことができる
③専玖した専門分野(スボーツリハビリ、子どモ)リハtrり、医療福れL)における作業療法的応用と実践ができる。

授業計画・内容

1回 目 ①刻リエンテーション、医療・福祉分野の概要をいうことができる 後藤、室永

2回 目 ①オリエンテーション、スポーーツリハビリ分野の概要をいうことができる 永田、長嶺

3回 目 ①オリエンテーション、子どもリハビリ分野の概要をいうことができる 日下部、月
´
にLI

4回 目 ②子どもの定期発達や愛着形成について概要を理解し、発達段階を説明できる 注木かおり(保古 :‖(テピ
～
社リティクル )

5回 日 ②学校 (教育)とリハの役割を理解し説明できる 小嶺先生

6回 目 ②障がい児支援における作業療法士の役割を説明できる 小嶺先生

7国 目 ③児童発達支援センターでのOTとしての地)或の関わりを理解し説明できる RPI河
"|イ

t介 (,こ 111と ifた任センター 6け け

8回 目 ③海外での幼児教育の現状と()1｀の役割を理解し説明できる ミ)I)∫い,tアド('こ ヽたtと 文1二 1と ンクー (1「|)

9回 日 ②保育所見学を通して、子どモ)へのかかわりを体験する 日下部、片山

10回 目 ②保育所見学を通して、子どモ)へのかかわりを体験する 日
~下

=Ь

、ナ十IJJ

H「司目 ③保育所でσ)レ クリエーーシコンの計 llを立てることができる 日
~Fキ

f;、 ナヽ‖上十

12回 目 ①保育所でのレクリエーシ」シ計い「にそつて1伴備活r)lができる 日不都、サi111

13回 日 ③保育所でのレクリエーションのリハーサルを通して子どt)にとつて楽しめる内容に修正できる 日下 部 、片 111

14回 日 ③保育所でυ)レクリエーションを実施できる 「|ド部、片山

15回 日 ③保育所でのレク)エーーションの振イ)返りができる 日下部、片山

準備■習
」寺
「
ff〕タトl士 !

●子どモ)⌒の作業麻法上のイセ牛1を各業界♂)取りえRみを理解する。また、授業後は夜習し、日頭で説明できるようにす′l.

●授業で■人ンだことをと■連携において'1(げていく。(後

"卜

保育所・放 lllイ4等デイσ)見■や体験 )

言+佃 i方法

レホーート市拝t是貰に
~〔
打1「識t′')ヽ平有Πiと イTう .生トヱ帝、げ)子及リネ巳7木に

~て
す支台ヒ・魁彙度′')言平佃iをイ〒う。

●レホート討t;趣 (80(ゝ ))

●学習 のヽ取 1)lと 々(2()° 1)

T11命 こ汚て手ヽ Th朽を行み

:1「持tに  、(イ )
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5月 25日

6月 1日

6月 3日

6月 15日

6月 17日

6月 22日

6月 22日

6月 29日

7月 13日

7月 22日

7月 27日

7月 27日

木3限

±3限

木3限

木3限

±3限

木3限

木4限

木3限

木3限

木3限

木3限

木4限



2023年度 授業概要
学 刊 : 作業療法科

修
択
必
選

必修 年 次 1

担当教員   :永 田敬生 長嶺元気 田中俊光
実務経験   :      ○

作業療法特論 I

(Advanced Occupational Therapy I)

科目名

(英 )

コース

業
態
授
形

演習
総時間
(単位)

15

l

:     前期
:     木曜 日。3限

開講区分

曜日・日寺限

〔授業の学習内容】

業界で即戦力となるためには、先進的な学習・演習を行い、現在および今後、最も求められている実践的な能力を身につける必要性がある。そこで、本科 目では、アクティ
ブラーニングに基づいた活動に取り組む中で、学習方法やスキルなどを体験的に学習し、思考力や判断力、表現力などの育成も目的としている。なお、この活動では、専門

的な分野として、障がい者スポーツ、医療・福祉、子ども(発達)期より選択した一分野における作業療法の最新知識と治療方法、社会的な動向を学ぶ。
本季1目 では、学外実習を通して、業界・当事者の課題に基づいた活動に取り組む中で、支援方法や必要なスキルを体験的に学習し、現場のニーズに合わせたプログラム

の立案、計画、実施、再考を繰り返し臨機応変な対応を実践する。
※実丁ヵ々者経験 (永 田)!
2004年 4月 ～2006年 4月 までリハビリテーション病院に所属。主業務は神経障害、運動器障害に対する回復期・糸佐持期・終末期の作業療法を実践.
2006年 5月 ～2007年 4月 まで総合ケアセンターに所属し、デイサービスセンターなどに所属。主業務は高齢期障害に対する作業療法と地域における作業療法を実践。
2007年 5月 ～20H年 4月 まで総合病院に所属。業務はプライマツ・ケアから高度先進医療、救急医療、さらには在宅医療、予防医学に至るまで幅広く経験する。(糖尿病・代謝内浴|、 透析内牟|、 腎
臓内料、内分泌内千引、循環器内f引 、呼吸器内 |́、 消化器内科、神経内科、ノウマチ科、心療内科、外や|、 消化器外科、乳腺外科、肝l鞍・胆の>障 1藪外rl、 呼吸器外科、循環器外科、肛門外利、
幣形外科、脳神経外科 心臓血管外牟|、 泌尿器牟|、 限科 形成外科、精神科、救魚科)

【到達目標】

本利目における学習活動の遂行と達成を通して、自分が目指す将来像に向けて学び続ける基本的態度をとることができる。
(具体的な目標〉
①3つの専門的分野について概要をいうことができる。
②専玖した専門的分野(スポーツサハビリ、子どもリハビリ、医療福祉)と作業療法の関係の概要をいうことができる
③専攻した専門分野(ス′lヽ―ツリハビツ、子どもリハビリ、医療福祉)における作業療法的応用と実践ができる。
①産■連携に参加し、実践の場で学フ:ミことができる。

授業計画・内容

1回 目 ①オリエンテーション、医療・福祉分野の概要をいうことができる 後藤、室永

2回 目 ①オリエンテーション、スポーツリハビリ分野の概要をいうことができる 永旺1、 長嶺

3回 目 ①オリエンテーション、子どく)リハビツ分野の概要をいうことができる 日下部、片山

4回 目

作業療法の臨床でMTAを身につける意味を説明できる。
MTAの基本Ⅲ」l論を説明できる。
MTAの 基本的な技法を実l♀tできる。
MTAの応用的な技法を実,七できる。

永田敬生、長嶺元気、田中俊光

5回 目

6回 目

7回 目

8回 目

9回 目

10回 目

H回 目
12回 目

18回 目

14回 目

151」 目

蔵学連携 キッズスホッチャ(5/13) 永
「

I、 良徹

産学連携 ホークスカッフ練習会 (スホーツマッサージ練習会参加 ) 永田、長嶺、田中

産学連携 ホ~クスカンブ練習会 (スポーツマッサージ練習会参加) 永田、長嶺、田中

産学連携 ホークスカッブ (8月 中句 8/16予 定 ) 水十日、長債

産■連携 ホークスカッフ (8月 中旬 8/17予 定 ) 永田、民嶺

準備■習
時間外■習

●スボーツリハビリにおいて実践する箇所の解剖生理学や運動学、機能解剖学を予習・復習し実践技引〒の習得を行う。また、1受業後は繰り返し実践を重ね、現
場でl【 l】 える技4fにまで高める。
● 4ヽ′「Aや徒手療法の授業を受け、産学連携の除に実ltができる。
●す(業でキんだことを産学連携において実践で経験する。(産■連携分野 :キッズスボッチャ、福岡マランン、ホークスカッフ、/くラアスリート支援)

評 n朽方法

字 i‐コアヽの収リホ「と,4イ こてI支能・態度の言半価を行う。
●授業や練習会への参加とそれに伴う課題 (50%)
●正学 jl静携への参加とそれに付4う課題 (50%)
割合で万断す(評

'Fを

イ〒う,

王「毎4■ tヽ′ )

答え1主いつイド′ヒ場に,午ると考えています。対象者till「をVAノでいる♂)か、す也Ⅲて十二十可をラkめ ことるσ)か、十J(ハ市ift′→ブデ々 ザ)rtに 立 う́こ.とかでき/〕よつに席に考えなか
r)行 :「b=|~る ことが )く Ll)だ と思tヽ よナ)

クライアレト・家族の笑″貫を与るた17)に 、とモ)に 、出】モることをや■〕ていきよしにうⅢ
+4=業庁法♂).]古ヒ性を信じこ ヽヽho e thcte'、 n、苗‖,there'、 11、 1ヽヽ (意志あるとこF)に道はl,(サ る)

tⅢ!■ 1子  | ■, |,:キ 〕



2023年度 授業概要
学 科 作業療法科

科目名
(英 )

作業療法特論 I

(Advanced Occupational Therを lpy I)

必修
選択

必修 年 次 1

担当教員

実務経験

後藤拓見・室永洋祐

○

授業
形態

演習
総時間
(単位 ) 1

15 開講区分

Π醒日・時限

:     前期
i      木曜 日。3限コース

【授業の学習内容】

業界で即戦力となるためには、先進的な学習・演習を行い、現在および今後、最も求められている実ユ比的な能力を身につける必要性がある。そこで、本利日では、アクティブ

ラーニングに基づいた活動に取り組む中で、学習方法やスキルなどを体験的に学習し、思考力や判断力、表現力などの育成も目的としている。なお、この活動では、専門的
な分野として、障がい者スポーツ、医療・福祉、子ど葉)(発達)期より選択した一分野における作業療法の最新知識と治療方法、社会的な動向を学ぶ。
※実務者経験 (室永):
2016年 4月 ～2020年 7月
回復期 ,療養病院に所属。病院では、脳血管障害 (タト傷性脳損傷、高次脳機能障害、脳卒中、パーキンノン病、脊髄損傷)、 神経難病 (多発性和更化症、筋萎縮性側索硬化
症、脊髄小脳変性症)、 整形疾患 (大腿骨頸部骨折、腰椎圧迫骨折、変形性膝関節症)、 廃用症候群忠者に対する作業療法を実施。
2020年 7月 ～2021年 3月
回復期病院に所属。病院では、脳血管障害、整形疾患に対する作業療法を実施。早期自宅復帰に向けた日常生活動作練習を展開する。

【到達目標】

本科目における学習活動の遂行と達成を通して、自分が目指す将来像に向けて学び続ける基本的態度をとることができる。
(具体的な目標〉
①3つの専門的分野について概要をいうことができる。
②専攻した専門的分野(スポーツリハビリ、子ど{)リハビリ、医療福祉)と作業療法の関係の概要をいうことができる。
③専攻した専門分野(スポーツリハビツ、子どもリハビリ、医療福祉)における作業療法治療計画を立てることができる。
④専攻した専門分野(スポーンリハビリ、子どヽ )リ ノヽビリ、医療福祉)における作業療法的応用と実践ができる。

授業計画‐内容

1回 目 ①オリエンテーション、医療・福祉分野の概要をいうことができる 後藤、室永

2回 目 ①オリエンテーション、スポーツリハビリ分野の概要をいうことができる 永田、長嶺

3回 目 ①オリエンテーション、子どもリハビリ分野の概要をいうことができる 日下部、片山

4回 目 ②医療 ,福祉分野と作業療法の関係のllチ要をいうことができる 後藤、室永

5回 目 ③認知症カフェに向けてレクリエーション計画を立てることができる 後藤、室永

6回 目 ③認知症カフェに向けてレクリエーション計画を立て、模擬的な実践ができる 後藤、室永

7回 目 ④認知症カフェにて利用者に対しレクリエーションの実践ができる 後藤、室永

8回 目 ④認知症カフェにて利用者に対しレクリエーションの実践ができる 後藤、室永

9回 目 ④認知症カフェにて利用者に対しレクリエーションの実l口Ltができる 後藤、室永

10回 目 ③①レクリエーションを1辰り返り計画Fの 1ケ正ができる 後藤、室永

H回 目 ③認知症カフェに向けてレクリエーション計画を立てることができる 後藤、室永

12回 目 ③認知症カフェに向けてレクリエーション計画を立て、模極的な実践ができる 後藤、室永

13回 目 ①認知症カフェにて利用者に対しレクリエーションの実践ができる 後藤、室永

14回 目 ①認知症カフェにて利用者に大|しレクリコユーションげ)実践ができる 後藤、室永

15回 日 ①認知症カフェにて利用者に対しレクリエーションの実ll kができる 後藤、室永

ヰ肺■習
時間外■習

●医療福れに専攻において、作業療法士としての職業 l見をキび得るため、共礎となる解剖学や運動学、心理学、精神医学を予』・復習する。また授業後(k油モリ,E

し実践を重ね、現場で随える技刊fiこ ■こ溝iド〉ろ
●産学連携の実}tに 向(Jて時間クトで11備 ,・ 値ヽ習を行う,(産学連携分野 :認知症カフェなど)

評佃,方法

レホ ート討t題にてチロ設♂)iFれhを 4!|う lヽi4ア 1ヽ')H文 1,114十 二て〕々
'ヒ

・態度の市lthをイfう
0レ ポート∴引く題(80%)
●■習へのll文り組′′(!Oh)
割合でヵ断女言平侑晰をイ

i「う
.

′モi洋とと (ヽ′ )

メ′ヒー‐う

木r十 日で行う||(究学習Jは、4キさスフが小十 1交や中牛 1丈で
「
総合的な■習 r′ )時‖|」 のr日 で ll、技した学習方法です。こ♂)宇 i」 Hく漿を

'亜

して、仲:主

「

法と過t(、

自分がその上めオだ社:会 i!i市入が こきヽ ♂)かを学 工こと十二()lf句 よ〕
~ 
さ|,に 、働き 冷々V)て かに,♂ )スキツじラ

・ッフに老、要な白,白 習ど)方法につして (〉習件すイ)こ と1)可 Fに

【十だ用教flギ |・ 教「イ・参考11】



2022年度 授業概要
学 科 作業療法科

利目名
(英 )

作業療法特論 I

(Advanced Occupational Therapy I)

コース

必修
選択

必修 年 次 |…
担当教員 永田敬生 他。学科教員

l

実務経験 O

授業
形態

演習
総時間
(単位)

開講区分

R程 日・口寺
「
収

15 :     前期
:   水曜日'1限

【授業の学習内容】

業界で即戦力となるためには、先進的な学習・演習を行い、現在および今後、最モ)求められている実践的な能力を身につける必要性がある。そこで、本科日では、アクティブ

ラーニングに基づいた活動に取り組む中で、学習方法やスキルなどを体験的に学習し、思考力や判断力、表現力などの育成 )ヽ目 的としている。なお、この活動では、専門的
な分野として、障がい者スポーツ、医療,福祉、子ども(発達)期より選択した一分野における作業療法の最新知識と治療方法、社会的な動向を学ぶ。
※実務者経験 (永 田):
2004年 4月 ～2006年 4月 までリハビツテーション病院に所属。主業務は神経障害、運動器障害に対する回復期・維持期・終末期の作業療法を実践。
2006年 5月 ～2007年 4月 まで総合ケアセンターに所属し、デイサービスセンターなどに所属。主業務は高齢期障害に対する作業療法と地域における作業療法を実践。
2007年 5月 ～20H年 4月 まで総合病院に所属。業務はプライマリ・クアから高度先進医療、救急医療、さらには在宅医療、予防医学に至るまで幅広く経験する。(糖尿病・代謝
内科、透析内科、腎臓内季|、 内分泌内利、循環器内科、呼吸器内科、消化器内窄|、 神経内科、リウマチ科、心療内や|、 外科、消化器外科、乳腺外科、肝臓・胆のう・膵臓外
科、呼吸器外千引、循環器外科、肛門外科、整形外科、脳神経外浴|、 心臓血管外科、泌尿器科、H艮窄|、 形成外科、精神季|、 救急科)

〔到達目標】

本科目における学習活動の遂行と達成を通して、自分が目指す将来像に向けて学び続ける基本的態度をとることができる。
(具 l′卜的な目標〉
03つの専門的分野について概要をいうことができる。
②専攻した専門的分野(スポーツリハビリ、子どくツハビリ、医療福祉)と作業療法の関係の概要をいうことができる
③専攻した専門分野(スポーツリハビリ、子どもリハビリ、医療福祉)における作業療法的応用と実践ができる。

授業計画‐内容

1回 目 ①オリエンテーション、障がい者スポーツ、医療・福祉、子ども(発達)の概要をいえる

2回 目 ②障がい者スポーンにおける社会問題と将来的展望をいえる

3回 目 ②障がい者スポーツと作業療法との関係をいえる

4回 目 ②医療・福祉における社会問題と将来的展望をいえる

5回 目 ②医療・福祉と作業療法との関係をいえる

6回 日 ②子ども家庭福祉における社会問題と1子来的展望をいえる

7回 目 ②子ども家庭福祉と作業療法との関係をいえる

8回 日 ③まとめ

準1行学習
時間外千習

●報道を()とに探究学習の課題または自分の選択した分野に l々わる
「
ittRを ノートなどにメモをしておくこと。日寺間が汗せは、そのことについて1送1書至などの文献を

読み自分なり1こ情報を整理しておくこと。

評伽i方法

レボート課題にて知識の評価を行う。学習への取り組みにて技能・態度の評価を行う。
●レポート課題 (80%)
●学習への取り組み (20%)
割合で成績評価iを行う。

受諦生への
メッヒーーデ

木牟1目 で行う「探究学習Jは、皆さんが小学校や中学険で「総合的な学習の時間Jの
「
十日で ll、険と́たキ習 プデ法です。この■習体験を通して、作業療法を通して、

自分がその`kうな仕会貢献ができるのかを学ぶことにく)なります。さ|ジに、lJttllき始めてかに,の スキルアックに必要な白学自習の方法について )ヽ習得することヽ )可能
ですⅢ

【Fた用lt「 111・ イt14・ラ1竹 ,十】



2023年度 授業概要
学 科 作業療法科

科目名
(英 )

作業療法特論Ⅱ

(Advanced Occupational Therapy Ⅱ)

必修

選択
必修 年次 1

担当教員 永田敬生 他・学科教員

実務経験 ○

授業

形態
演習

総時間
(単位)

15

1

開講区分

曜日・時限

後期

ヨース 木曜・2限

【授業の学習内容】

業界で即戦力となるためには、先進的な学習・演習を行い、現在および今後、最も求められている実践的な能力を身につける必要性がある。そこで、本科目では、アクティブ

ラーニングに基づいた活動に取り組む中で、学習方法やスキルなどを体験的に学習し、思考力や判断力、表現力などの育成も目的としている。本科目では、社会からの要

請が高まることが予想される専門的な分野として、障がい者スポーツ、医療・福祉、子ども(発達)期より選択した一分野における基礎的な知識と技法を学ぶ。
※実務者経験 :

2004年 4月 ～2006年4月 までリハビリテーション病院に所属。主業務は神経障害、運動器障害に対する回復期・維持期・終末期の作業療法を実践。
2006年 5月 ～2007年4月 まで総合ケアセンターに所属し、デイサービスセンターなどに所属。主業務は高齢期障害に対する作業療法と地域における作業療法を実践。
2007年 5月 ～2011年4月 まで総合病院に所属。業務はプライマリ'ケアから高度先進医療、救急医療、さらには在宅医療、予防医学に至るまで幅広く経験する。(糖尿病・代

謝内科、透析内科、腎臓内科、内分泌内科、循環器内科、呼吸器内科、消化器内科、神経内科、リウマチ科、心療内科、外科、消化器外科、乳腺外科、肝臓・胆のう・膵臓
外科、呼吸器外科、循環器外科、肛門外科、整形外科、脳神経外科、心臓血管外科、泌尿器科、眼科、形成外科、精神科、救急科)

【到達目標】

者ヽスポーツ、医療・福祉、子ども(発達)期より選択した一分野における対象者を理解する視点と具体的方法、援助や態度の基本を具体的に言える。
〈具体的な目標〉

正しく理解する上での基本的な考え方を説明できる。
るための具体的な方法 (行動)を説明できる。

授業計画・内容

1回 目 リエンテーション

2回 目 ①対象分野における主要な活動の特性を理解し説明できる

3回 目 ①対象分野における主要な活動を体験し、対象者らにとつての意義を理解し説明できる。

4回 目 ①対象分野における主要な活動を体験し、対象者らにとつての意義を理解し説明できる

②対象分野における主要な活動における基本的な介入の目的を理解し説明できる

6回 目 ②対象分野における主要な活動における基本的な介入の目的を理解し説明できる

7回 目 ②対象分野における主要な活動における基本的な介入の目的を理解し説明できる

8回 目 ①②まとめ

準備学習

時間外学習

●報道をもとに株究字習の諜題または自分の,警択した分野にF>lわる晴報をノートなどにメモをしておくこと.時 1司か計せは、そのことについて凶普至などのXRl、 を
読み自分なりに清報を整理しておくことε

評価方法

レポート課題にて知識の評価を行う。■習への取り組みにて技能・態度の評価を行う
●レポート課題 (80%)
●学習への取り組み (20%)
害1合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

本牟1日 で行う探究学習Jは、皆さんが小学校や中学校で十総合的な学習の時間Jの牟十日で体験した学習方法です。この■習体獄を通して、作業療法を通して、
自分がそのような社会貢献ができる♂)かを■ち`ことに )ヽなります .さ C)に、働き始 '′ lてからのスキ′しアンフに′ピ、要な白学白習の方法について )ヽ習待することヽ )可能
―
こJ.

【使用教科書・教材・参考書】



2023年度 授業概要
学 科 作業療法科

科目名
(英 )

作業療法特論 Ⅱ

(Advanced Occupational Thel・ apy Ⅱ)

必 修

選択
必修 年 次

担当教員 敬生 長後元気

実務経験 ○

授業
形態

演習
総時間
(単位)

15 開講区分

曜日・時限

:     後期
:     木曜 日'3限コース

【授業の学習内容】

業界で即戦力となるためには、先進的な学習・演習を行い、現在および今後、最も求められている実践的な能力を身につける必要性がある。そこで、本科日では、アクティブ

ラーニングに基づいた活動に取り組む中で、学習方法やスキルなどを体験的に学習し、思考力や判断力、表現力などの育成も目的としている。なお、この活動では、専門的
な分野として、障がい者スポーツ、医療・福祉、子どヽ )(発達)翔より選択した一分野における作業療法の最新知識と治療方法、社会的な動向を学ぶ。
※実務者経験 (永田):
2004年 4月 ～2006年 4月 までリハビリテーション病院に所属。主業務は神経障害、運r力器障害に対する回復期・維持期・終末期の作業療法を実践。
2006年 5月 ～2007年 4月 まで総合ケアセンターに所属し、デイサービスセンターなどに所属。主業務は高齢期障害に利する作業療法と地域における作業療法を実践。
2007年 5月 ～2011年 4月 まで総合病院に所属。業務はプライマリ・ケアから高度先進医療、救急医療、さらには在宅医療、予防医学に至るまで幅広く経験する。(糖尿病十〔謝
内科、透析内科、腎臓内科、内分泌内科、循環器内科、呼吸器内科、消化器内科、沖経内利、リウマチお|、 心療内牟、外令|、 消化器外季|、 乳腺外窄|、 月干臓・胆の>障臓外
浴|、 呼吸器外科、循環器外科、肛門外科、整形外科、脳神経外利、心臓血管外科、泌尿器や|、 R尺 |́、 形成外βl、 精神窄|、 救急窄|)

【到達目標】

本科目における学習活動の遂行と達成を通して、自分が目指す将来像に向けて学び続ける基本的態度をとることができる。
(具体的な目標〉
①専攻した専門的分野(スポーツリハビリ、子どモぅリハビツ、医療福祉)と作業療法の関係の概要をいうことができる
②専攻した専門分野(スポーツリハビツ、子ど{)リハビリ、医療福祉)における作業療法的応用と実践ができる。
③産学連携に参加し、実践の場で学ぶことができる。

授業計画・内容

1回 目 産学連携 :キッズスポッチャ(9/24) 永田敬生、長嶺元気

2回 目 産学連携 !キッズスポッチャ(10/29) 永円敬生、長嶺元気

3回 目 産学連携 :福岡マラソン(11/12) 永四敬生、長嶺元気

4回 目 産学連携 Iキッズスポッチャ(2024/3/10) 永田敬生、長嶺元気

5回 目 パラアスリート支援 (ボディケア、グローブ作り)熱可塑性樹脂制作 バラスリート、永田敬生、長嶺元気

6回 目 ノくラアスリート支援 (グローブ作り)熱可塑性樹脂制作 ハラスリート、永田敬生、長嶺元気

7回 目 ハラアスリート支援 (グローブ作り)3Dプリンター制作 八ラスリート、永田敬生、長積元気

8回 目 バラアスリート支援 (グローブ作り)3Dブリンター制作 パラスリート、永田敬生、長嶺元気

準備学習
時間外■習

●スポーツリハビリにおいて実践する箇所の解剖生理学や運動■、Fテlァ Fに解刊学を予i」・復習し賽陛技1子の習得を行う。また、長業後は撫り
'ヱ

し要践を「,オよ、〕:"L

場で使える技術にまで高める。
●MTAや徒手療法の授業を受け、産学連携の際に実I比ができる。
●授業で学んだことを産学連携において実 ltで経験する。(産学連携分野 :キッズスポッチャ、編i司マラツン、ホークスカップ)

評佃i方法

学習への取り組みにて技能・態度の評価を行う。
●援業や練習会への参加とそオtに 伴うアンケート課題 (駅 ),())

0産学連携への参力‖とそれに日とうアンケート訓t題 (50y))
害1合で成績評価を行う。

受誌生への

インlr~う
―

本,日 で行う探究学習」は、皆さんが小学校や中年校で1総合的な■ llの時間Jの「 日
で,卜蹟した宇習方法です。この年習体快をi llし て、l午業原法を迪 tンて、

白分がそのrkうな社会貢献ができるのかを半ぶことにモ)なります さ上)に 、」llき 台々め こか二)の ムキ′レア1/フ にと、要な白学白習の方法について )ヽ習 得することモ)可能

です、

【「li川教刊,|・教材・参考書】



牟IH名
(央 )

作業療法特論 I

(Advanced Occupatiorュ al Therapy I)

必修

選 ll＼
必、修 年次 1

担当教員 口下部 Itt A Ⅲl業 |ヽ 11他タトHli肝「 ,

実務経験 ○

授来
形ほ

Jt習
総‖キΠ刊

(単位 ) 〕

15 開諸区分

曜日・H寺限

前期

コース 木曜日'3限

【J二業の半 rギ 内容】

柴外で即戦力となるためには、先進的な学習・■1「1を行い、現在および今後、最も求めらオしている実践的な能力を身につける必要性がある。そこで、本牟 Hでは、アクティブ
ラーニングに

'1(づ

いた括 rlょに取リネ「とむ中で、学iq方法やスキルなどを体験的に学習し、思考力や判断力、表現力などの育成葉)目 的としている.なお、この活丁llでは、三子世〕的

な分 llとして、障がい者スポーツ、医療・ィli祉、子ども(ザと遂 )サ切より選 ,くした一分野における4=来療法の最新知識と治療方法、社会的な動向を学ボ .
※実務者経駿 (Hド部):
1994～ 1996そ F回 復別・対た1子サ切及び訪間のリハビリテーションに従事した.
2010～2012年急四:別 l'1院のリハビリテーシコンに従事した。
′ヽずオしもM血 管障

',の

作柴療法を多くイヽR験した.

【到辻‖標〕

木F‖ におけるキ習lf rlの遂行と,こ‐成を,コして、自分が目指す将来像に向けて学び統けるたに本的態度をとることができる。
(サ (“ 的ヽな‖慄〉
l)3つの専円的分里テについて粧要をいうことができる。
⊃専 Ifて した専‖1的分野(スポーツリハビリ、子どもリハビリ、医療福祉)と作来旅法の関係の概要をいうことができる
])申攻した ll J十分ll(スポーツリハビリ、子どもリハビリ、医療福祉)における作業凍法的応用と実践ができる。

2023年度 授業概要
学 科 作業療法冷|

9月 14日

9月 28日

10月 5日

10月 7日

10月 26日

11月 2日

11月 16日

11月 18日

11月 18日

11月 18日

12月 14日

12月 14日

12月 16日

12月 16日

12月 16日

木3限

木3限

木3限

±3限

木3限

木3限

木3限

±2限

±3限

±4限

木3限

木4限

±2限

±3限

上4限

授業計画・内奈

11!J‖
「
l 0子どもの教育における造形ができる 益田真衣先生

21i】 ‖1 O放課後等デイサービヌの1尭要をいえる 小猫先生

3「 il H D放課後等デイサービスにおける作業療法士の役害1をいえる 小薇先生

′11iH I ②放課後等デイサービスの見学を通してそこで障がい児と接することができる 片山、日下部

51Ⅲ l「 1 ②放課後等デイサービスにおけるレクリエーションの計画を立てることができる )キ は1、 日
~ド

吉卜

61f:‖ | ②放課後等デイサービスにおけるレクリエーションの練習と計画の修正ができる(1) 片山、日下部

71!il lri ②放課後等デイサービスにおけるレクリエーションの練習と計画の修正ができる(2) 片山、日下部

81i!‖ | ②放課後等デイサービスでレクリエーションを実施できる(1) 片山、日下部

9,I11 ②放課後等デイサービスでレクリエーションを実施できる(2) 日
~ド

=Б

、ナ十I Ll

10,H (⊃放課後等デイサービスでレクリエーションを実施できる(3) 日下部、片山

11卜 111 (,,放諜後等デイリービスにおけるレクリエーションの練習と計画の修正ができる(3) 日
~ド

=い

、サIW」

1ツトHI す力灯Rイ1等デイリービスイこお1す るレクリエーシコンの練習と計画の修正ができる(4) |:キ Ifi子 II、 ナi lII

1〕 1lH I 91′
・て課イたキデイサービスでレクリエーションを実施できる(5) 日

~「

部、片 |」

11卜 || 0方 課々後孝デイサービスでレクリエーシコンを実施でき/)(6) 日千子|`、 ナ|11

151「 'HI
(●放i果後等デイサービスでレクリエーションを実施できる(7) 日下

=卜

、片 山

ア十「!,1,了 ギギ
|!「 II〕 4,;イ |

0「 ど|づ⌒のい:共庁法 :のイt制を各業界のltり和|みをナI殉 Tする.また、1受業後fitti4し 、日頭で1諄チIできるよう1こする
01モ主で■スフだことと,″1+迪〉与において,`げていく,(後朗:傷(古げF・ 放識t後 +デイの見■や‖(験 )

口「tHブブ∬t

レポ ト「Ц題にて知ィ武のiFmを 行う.十ギギ のヽ‖kり和みにてナ1古ヒ峠度の評m｀を行う
01ホートi咲 ll(SO,6)
OFギ 1′ のヽ川1り利と■(ゼ 0,も )
沖lrド ●1止 f11,「 布析

`lilう

1.出 1

(、 千 11こ 千〕う lk'と r■| 十! キヤ
`ム

ん`刊ヽ i∴ |モや  F:11~こ
「
i[rド白りi:F‐ ilギ P,I十 ‖l:げ ,「‖|「てイド!1士 七十 トギ1)′ イザtr! ニフ|「 il.|イト|"::ヽ L  f イ|lt'|'I JL七  ご

||ケナルヽ二げ,1'■ 十二゙rt由人が〔きる
')力
1ヽ● :i｀こ!(こ 1)メ fり 主i, さ|,に 、側,き

'占

|う こうヽ|】ツ)ムキ′しウ ′フ(こ ビμ∴さ|'ロ ギギツ)カ ィ去 i )tヽ「|,ギギ111ち「と|)イ fliヒ

〔|〕と||キ丈H i Ftl! :R与 !】



2023年度 授業オ】兄要
学 科 作業療法科

科目名
(英 )

作業療法特論Ⅳ

(Advanced Occupatlontt Therapy Ⅳ )

必修
選択

必 修 年 次 1

担当教員 永田敬生 長嶺元気

実務経験 ○

業
態
授
形

演習
総時間
(単位)

1

開講区分

曜日・時限

後期

木曜日・3限コース

【授業の学習内容】

業界で即戦力となるためには、先進的な学習・演習を行い、現在および今後、最モ)求められている実践的な能力を身につける必要性がある。そこで、本季1目 では、アクティブ

ラーニングに基づいた活動に取り組む中で、学習方法やスキルなどを体験的に学習し、思考力や判断力、表現力などの育成も目的としている。なお、この活動では、専門的
な分野として、障がい者スポーツ、医療・福祉、子どモ)(発達)期より選択した一分野における作業療法の最新知識と治療方法、社会的な動向を学ぶ。
※実務者経験 (永 田):
2004年 4月 ～2006年 4月 までノハビツテーション病院に所属。主業務は神経障害、運動器障害に対する回復期・維持期・終末期の作業療法を実践。
2006年 5月 ～2007年 4月 まで総合ケアセンターに所属し、デイサービスセンターなどに所属。主業務は高齢翔障害に対する作業療法と地域における作業療法を実践。
2007年 5月 ～2011年 4月 まで総合病院に所属。業務はプライマリ・ケアから高度先進医療、救急医療、さらには在宅医療、予防医学に至るまで幅広く経験する。(糖尿病十〔謝
内窄|、 透析内科、腎臓内科、内分泌内科、循環器内科、呼吸器内科、消化器内や、神経内浴、リヴアマチ科、心療内科、外科、消化器外科、乳腺外や|、 肝臓胡旦の>膵臓外
科、呼吸器外科、循環器外科、肛門外科、整形外科、脳神経外科、心臓血管外乍|、 泌尿器牟|、 眼科、形成外科、精神科、救急科)

【到達目標】

本牟1目 における学習活動の遂行と達成を通して、自分が目指す将来像に向けて学び続ける基本的態度をとることができる。
(具体的な目標〉
③専攻した専門的分野(スポーツリハビリ、子ど碇)リハビツ、医療編祉)と作業療法の関係の概要をいうことができる
②専攻した専門分野(スポーツリハビツ、子ど()リハビツ、医療編社)における作業療法的応用と実践ができる。
③産学連携に参加し、実践の場で学ぶことができる。

授業計画・内容

1回 目 産学連携 :キッズスポッチャ(9/24) 永田敬生、長嶺元気

2回 目 産学連携 :キッズスポッチャ(10/29) 永田敬生、長嶺元気

3回 目 産学連携 :福岡マランン(11/12) 永田敬生、長嶺元気

4回 目 産学連携 :キッズスポッチャ(3/10) 永田敬生、長嶺元気

5回 目 パラアスリート支援 (グローブ作り)熱可
'′

∂性樹脂制作 バラスリート、永田敬生、長嶺元気

6回 目 バラアスリート支援 (グローブ作り)熱可塑性樹脂制作 パラスリート、永田敬生、員薇元気

7回 目 ノヽラアスリート支援 (グ W―ブ作り)3Dプリンター制作 六ラスリート、永田敬生、長猫元気

8回 目 パラアスリート支援 (グローブ作り)3Dブリンター制作 バラスリート、永田敬生、長嶺元気

準備学習
時間外学習

●スポーツリハビツにおいて実μ生する箇所の坪剖生理学や運動学、機能解剖■を予習・復習し実践技術の習得を行う。また、授業後は繰り
'星

し笑ll tを 童オミ、ア
"L場で使える技術によで高める。

●MTAや徒手療法の授業を受1)、 産学連携の除に実践ができる。
●授業で学んだことを産■連携において実7比で経験する。(産学連携分野 :キッズスボッチャ、福岡マラノン、ホークスカップ)

評lT方法

学習への取り組みにて技能・態度の評価を行う。
●授業やtk習 会への参加とそれに伴うアシケート言果題 (50,(〕 )
●産学連携への参加とそオとに伴うアンケート言果題 (50γ))
割合で成績評価を行う.

受i謙生への

メッtr― デ

本FI日 で行う1無究学習」は、4キさスノが小学校や中学校で キど合酌 rだ学習の時間Jの F目 で ,卜験した宇習方法です。この字習休跛を適して、l午業療法を迪して、
自分がその.kうな性会貰F歌ができるのかを学ぶことにて)lドリ主す さi)に、t'Ⅲき 介々ド′)てかを,で

')ス
キルアッブに必要な自■自習の方法についてく)習得することヽ )可命ヒ

です。

【lil'用 教利書・数ll・参考■】



r十 日名

(英 )

作業療法特論Ⅳ

(Advanced OccupaOond Therapy Ⅳ)

必修

選択
必修 年次 1

担当教員 ロ ド十L Iケ 片 〕I Iヤ 千括里 他外士[:折 1市

○実「ヵ々経験

授巣

形態
演習

総‖キ岡

(11位 )

15

1

開講区分

曜日'時限

前期

コース 木曜 日'3限

【lィ 業の半 ll内容】

業界で即唆力となるためには、先進的な学習・演習を行い、現在および今後、最も求められている実践的な能力を身につける必要性がある。そこで、本 rl Hでは、ァクティブ

ラーニングにヴとづいた活 Tllに取り組む中で、学習方法やスキルなどを体験的に学習し、思考力や判断力、表現力などの育成も日的としている。なお、この
′f rJlでは、F↓門的な

分野として、障がい者スポーン、医療・柄ねL、 子ども(発〕と)サ切より選択した一分野における作業療法の最新知
封くと治旅方法、社会的な動向を学ぶ .

※突務者1く敦 (日 下都):
199コ～ 1996年 にI復別・れ花持期及び訪問のリハビツテーションに従 lTした。
2010～ 2012年急 ll期病院のリハビリテーシコンに従1'した。
いずれも脳血管障害の作業療法を多く経験した。

【劃,と‖標】

本F十 日における学習活動の遂行と達成を通して、自分が目指す将来像に向けて学び統ける基本的態度をとることができる.
(具体的なH標〉
①3つのよ子Pη的分野について慨ラスFをいうことができる。
② :“

'/て

した中Ⅳ〕的分とl(スポーツリハビリ、子どもリハビリ、医療福祉)と作柴療法の井l係の概要をいうことができる
③i↓玖した中世〕分野(スポーツリハビリ、子どもリハビリ、医療福祉)における作業療法的応用と実践ができる。

2023年度 授業IR児要
羊 浴I 作業療法 |́

9月 14日

9月 28日

10月 5日

10月 7日

10月 26日

11月 2日

11月 16日

11月 18日

11月 18日

11月 18日

12月 14日

12月 14日

12月 16日

12月 16日

12月 16日

木3限

木3限

木3限

±3限

木3限

木3限

木3限

±2限

±3限

±4限

木3限

木4限

±2限

±3限

±4限

援柴計画・内容

‖ユ|「 | ①子どもの教育における造形ができる 益田真衣先生

21:IH ①放課後等デイサービスの概要をいえる 小嶺先生

3「・|「 | ②放課後等デイサービスにおける作業療法士の役割をいえる 小嶺先生

41J「 I ②放課後等デイサービスの見学を通してそこで障がい児と接することができる 片山、日下部

51ユ十「1 ②放課後等デイサービスにおけるレクリエーションの計画を立てることができる 片IJJ、  日
~FttБ

6に ||:1 ②放課後等デイサービスにおけるレクリエーションの練習と計画の修正ができる(1) 片山、日下部

7f:1卜 1 ②放課後等デイサービスにおけるレクリエーションの練習と計画の修正ができる(2) 片山、日下部

8「 I‖ 1 ②放課後等デイサービスでレクリエーションを実施できる(1) 片山、日下部

()|`|11 ②放課後等デイサービスでレクリエーションを実施できる(2) 日下部、片山

10口 11 ②放課後等デイサービスでレクリエーションを実施できる(3) 日下部、片山

,11T'I11 ②放課後等デイサービスにおけるレクリエーションの練習と計画の修正ができる(3) 日下部、片山

1ゼト'HI 9放言耳t後等デイリービスにおけるレクリエーションの練習と計画の修正ができる(4) 日下部、片山

it,fff i ②放課後等デイサービスでレクリエーションを実施できる(5) 日
~F音
怪、サキ世1

111`II 1 1 _'放課後等デイ〆―ビスでレクリエーションを実施できる(6) ロ ドヤ|;、 ハ1上 1

15}IH l ②放課後等デイサービスでレクリエーションを実施できる(7) 日下部、片山

,:何 li il十 1

'II‖

Iト ト年十イ

0「ども′ヽの4:共求法 Iiの役■1を各共外の取り和1みを1世角十する.また、lィ 業後は彼iЧし、口】fで ,おと明できるようにする.
●|=業で■スンだことを止半述Jチちにおいて紫げていく.(後州:保古所・lザ(課後等デイのフFじ■ゃll(駿 )

|:布 力 |ゴ ,

レホートfttIと にて魚封(の評制iを行う.年 iЧ へのlltり‖Iみにて技市ヒほ度の計鮒iを行う.
●レホートi照題 (80,も )
0+ギ |⌒ノll kり和とみ(20γ ))
‖刊r,こんk帝キifm朽をイjう

:L.II′ | ―
'

1く「  |〔 イ|'Iヽケ[/:すすJ「と、1子さ/し が
′トドFtや 11,Iて こ;iよ r)ドJ〔 ァヽ:■|の‖十‖IJヴ )「 ||こ |卜

"■

アニi‐ il.l'ォ世て
'~ iツ

)|イギ|ト ケを1也 t〔  十「 ■
'itィ

2(■

'Jし

て、
分がそワ】.kう t｀ 十:Iヽ lt山 (乃ヤこきる

`′

)かを●::｀こと(こもなりま1■ さら|こ、働き
'台

ド)てからげ)スキ′|ラ
イッツ:こ ビ4′

′
|||ト  ギギ!′ )オ fザ 1に ,1ヽ てく),1↑ lす た)ことと)丁古とこ

=「

〔ド!l lttf l救 ‖ 4号 ド|】



2023年度 授業概要
学 科 作業療法科

科目名
(英 )

作業療法特論 V

(Advanced Occupajonal Therapy V)

必修
選択

必修 年次 3
担当教員 田中俊光、永田敬生

実務経験 ○

授業
形態

演習
総時間
(単位)

15

1

開講区分

日程日・ 限 木曜・3限

前期

ヨース

【授業の学習内容】

業界で即戦力となるためには、先進的な学習・演習を行い、現在および今後、最も求められている実践的な能力を身につける必要性がある。そこで、本科目では、アクティブ

ラーニングに基づいた活動に取り組む中で、学習方法やスキルなどを体験的に学習し、思考力や判断力、表現力などの育成も目的としている。本科目では、臨床で求めら

れる治療スキルとしてMTAの理論と実践方法について理解する。

【到達目標】

臨床におけるMTAの意義を理解し、その方法を学び実践できるようになる。
(具体的な目標〉
①作業療法の臨床でMTAを行う意味について説明できる。
②MTAの理論を説明できる。
(3⊃MTAの技法を実I隻できる。

授業計画・内容

1回 目 ①作業療法の臨床でMTAを身につける意味を説明できる。

2回 目

②MTAの基本理論を説明できる。
3回 目

4回 目

③MTAの基本的な技法を実践できる。
5回 目

6回 目

7回 目

8回 目

③MTAの応用的な技法を実践できる。

9回 目

10回 目

11回 目

12回 目

13回 目

14回 目

15回 目 ①～③まとめ

準備学習
時間外学習

● 辛k,百 をもとに抹 究 字 習 の 諜 li貴 また は 目分 の 選 択 した分
ll)に
開 わ /D情 報 をノー トな ど モをしKおくこと。時間か冨午せ (ま、そσ)ことイこつい (|′(I昔 至破とσ

'XR'、

アキ

読み自分なりに1青報を整 lTJとしておくこと。

評価方法

レボート言黒題にて知識の評価を行う。年習へσ)取り組みにて技能・態度の評価を行う。
●レポート課題 (80,4))
●学習への取り組み (20,1】 )

害Ⅲ合で万ktti言平1朽をイiう 、

受講生への
メッセージ

木十十日で行 b「保先■iJ Jtt t、 十1さ A′が小■ 1交や中学にで「総 trl的な学習の時間Jて
')'日
で ll、険した学習ヅブ法です この■習付くいを

'こ

と,て、昨主炉法を
'こ

して、

自分がそのよアド樹:会 弦献ができるy)かを■ .も こ`とに1)なりlkす さらに、働き始ド)てか|)の スキルアッフに必要な白年白せll′ )方法について1)習イ斗することt,可能

です。

【使用教科書・教材・参考書】
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	⑦シラバス（作業②
	⑦シラバス（作業③
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